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「わぁ……」

　はじめて歩く夜は、きらきらと輝かがやいていた。




　満月の下、街には数えきれないほどの灯とう籠ろうが揺ゆらめいていた。

　いつもは暗く静まりかえっている通りは、まるで昼間かと見み紛まがうほど煌こう々こうと照らしだされ、風になびく五色の布に彩いろどられている。

　圧巻は、見上げるほどの高さに吊つりさげられた無数の灯籠──灯樹だ。伸のばした枝に花をつけた樹木のように灯籠が飾かざられ、さながら満開の光の花だ。

　その灯あかりのもとで楽隊が華はなやかな音色を奏かなで、様々な踊おどりや曲芸などの見世物が披ひ露ろうされている。

　老いも若きも通りをそぞろ歩き、灯籠を眺ながめ、見世物に足を止め、年に一度の夜を楽しむ。

　白びやく蓮れんもまた御ご多た分ぶんに漏もれず、煌きらめく夜に目を奪うばわれていた。




　今こ宵よいは正月の十五日──上じよう元げん節せつ。

　年に一度の夜行の解禁日だ。

　ここ凌りよう国の都・成せい陽ようは、広大な街が街かい道どうによって整然と区切られ、坊ぼうと呼ばれる居住区が百余りある。坊ごとに壁かべで囲まれ、出入り口である坊門は日暮れとともに太たい鼓この音が鳴り響ひびき、翌朝まで閉とざされてしまう。

　以降、出歩くことは禁止され、破れば『犯はん夜や』として厳しく罰ばつせられる。

　だが、年に三日間だけ出歩くことが許される夜がある。

　それが上元節、すなわち今日から三日間なのだ。

　この日ばかりは門を警備する兵の任が解かれ、人々は灯籠で飾られた夜へとこぞって繰くりだす。時には、皇こう帝ていや宮女たちもお忍しのびで見物にでるとかでないとか。

　なにはともあれ、成陽の住人たちは年に一度の息いき抜ぬきの機会を一晩中楽しむのである。

　白蓮はそんな人波にまぎれ、はじめて見る景色に心を躍おどらせていた。

　両親は夜の訪おとずれとともに各おの々おの供を連れ、都大路へとそれぞれの楽しみを求めてでかけていった。双そう方ほうが娘むすめのことなど顧かえりみないあたり、家族の仲がうかがい知れるというものだ。

　ならば自分も好きにしてなにが悪い。

　白蓮は両親が出で払はらい、家の中が手て薄うすになったのを見計らって邸やしきを抜けだすことにした。

　さすがに、普ふ段だんの格好で小娘が供もつけずに出歩けばどうなるかくらいはわかる。おまけに、両親ご自じ慢まんのこの顔だ。なにも起こらない可能性の方が低い。

　というわけで、街の人々が男女の別なく着る、小口の袴こに長ちよう袍ほうをあわせた胡こ服ふくへと装よそおいを替かえ、念のため紗うすぎぬを被かぶる。

　こうして準備万ばん端たん整え、白蓮は夜の都へと足を踏ふみだした。

「大体、十五にもなって子どもだからって留守番させられる意味がわからないんだけど」

　世間では結けつ婚こんしていてもおかしくない年ねん齢れいなのだ。だったら、邪じや魔まだから、とはっきり言われた方がすっきりする。

　とはいえ、年ごろだからこそ、身分にかかわらず危ないのは言うまでもない。

　深窓の令れい嬢じようと言われる身分ではあるが、好こう奇き心しんは人一倍、昼間なら供を連れて出歩くこともある。

　また、書物を、人の口を介かいして、外の世界がどんなものか多少なりともわかっているつもりだ。なにしろ、噂うわさ好きでおしゃべりな使用人というのはどこにでもいるもので、すまさずとも自然と耳にはいってくる。

　白蓮ははじめて見る幻げん想そう的てきな景色に心が浮うきたつのを感じつつ、気をひき締しめて慎しん重ちように周囲へ目を配った。

　暗がりを避さけて人通りの多いところを選び、そぞろ歩く集団にまぎれて、あたかも供の一人です、という風ふ情ぜいで歩く。

「待ってよ、兄さん！」

　横を子どもたちが歓かん声せいをあげてすり抜けていく。兄妹きようだいだろうか、はしゃぐ男の子に手をひかれ、女の子が懸けん命めいに足を動かしてあとを追う。

　かわいいなぁ、と微笑ほほえましい光景に白蓮は頬ほおを緩ゆるめた。

　自分にも兄がいるが、あんな風に手をひかれたことなど一度もない。そもそも跡あと取とりとして自尊心が高く、まわりを下に見ているような人物で、世話係より遠い存在だ。

　妹も、いるにはいるが……。

「──きゃぁっ」

　その時、喧けん噪そうを縫ぬって耳に届いた悲鳴に、白蓮は声の方を振ふり返った。

　一人の少女が二人組の男たちにからまれているのが見える。連れもいないのか、華きや奢しやな腕うでを男の一人に掴つかまれ、路地の暗がりへとひきずられていく。

　周囲へ助けを求めるように顔をあげた少女に、白蓮は大きく目を見開いた。

「！　あの子…っ」

　あんなところでなにを、と考えるより先に駆かけだしていた。

「すみません、とおしてください！」

　被っていた紗を剥はぎとり、人波をかきわけるようにして少女の方へむかう。

　見物人たちの中にも騒さわぎに気づいて足を止める者があるが、巻きこまれるのを怖おそれてか、遠巻きに見ているだけだ。

　白蓮は少女の腕を掴む男の死角から近づくと、バッと手にしていた紗を男たちへ叩たたきつけるようにして被せた。

「ぅおっ」

「なんだ、こりゃ！」

　突とつ然ぜん視界を遮さえぎられた男たちが、頭から遮しや蔽へい物をとろうともがく。

　男の手が少女から離はなれた隙すきを突ついて、白蓮は彼女の手首をとった。

「走って！」

「あ……」

　少女は突とつ如じよ現われた新手に一いつ瞬しゆん身を硬かたくしたが、こちらの顔を見てあからさまにほっとした表情を浮かべた。

　その顔に、白蓮はことの次し第だいを悟さとった。

　少女の手をひいて走りながら歯は噛がみする。

　──この子、わたしのあとをついてきたんだ…っ

　自分を見て驚おどろかないことがすべてを物語っている。

　大方、抜けだすところを偶ぐう然ぜん目もく撃げきしたのだろう。あとをつけて邸をでてきたものの、途と中ちゆうで見失って捜さがしているうちに、あの男たちに目をつけられた、というところか。

　──そんな身み形なりでふらふらしてたら、そりゃ目もつけられるわよ！

　灯籠の光を受けて艶つややかにきらめく金茶色の髪かみに、黒とも褐かつ色しよくとも違ちがう、どこか謎なぞめいた榛はしばみ色いろの瞳ひとみ。すっとした高い鼻び梁りように、薄うす紅べに色いろの小さな唇くちびる。

　そんな異国の風情の、まだ幼さを宿した愛らしい少女が、いかにも着古した服でうろうろしていたら、自分とは違う意味で悪漢たちの目をひく。厄やつ介かいな後ろ盾だてもなさそうな上玉が、無防備に目の前に転がっているのだ。格好の獲え物ものとばかりに飛びつくだろう。

「──あの、お姉さまっ」

　箱入りとは逆の方向性で、世間知らずすぎるのだ、この異母妹いもうとは！

　なにか言いたげな妹に、口を開く暇ひまがあったら走れ、とばかりに、白蓮はひく手に力をこめた。

「待て、このやろう！」「逃にがすかっ」とうしろから追ってくる声が、だんだんと近づいてくる。追いつかれるのも時間の問題だろう。

　これだけ走っただけでもう息があがっている。おまけにこの人ひと混ごみでは思うように進めない。

　それでも、どこかに警備の衛え士じがいるはず、と息苦しさの中、必死に左右に目を走らせていた白蓮だったが、

「キャッ」

　悲鳴が聞こえ、がくんっ、と身体からだが仰のけ反る。

　たたらを踏んでなんとか持ちこたえながら振り返ると、地面に倒たおれる妹の姿があった。

「！　木もく蘭らん…っ」

「ハッ、ようやく捕つかまえたぜ」

　手間かけさせやがって、と荒あら々あらしく吐はき捨てた男が、がっちりと妹の腕を掴んでいる。この男に捕まって地面にひき倒されたのだ。

「よくも手間かけさせてくれたなぁ」

　掴んだ腕をひき、力ちから尽ずくで立ちあがらせようとする男に、木蘭の顔が恐きよう怖ふと痛みに歪ゆがむ。

　その表情を見て、かっと頭に血がのぼった。

「その子を、放しなさい！」

　気づけば、妹の腕を掴む男へと肩かたから体当たりしていた。

　思いもよらぬ白蓮からの攻こう撃げきに意表を衝つかれた男が、うしろへとよろける。拍ひよう子しに男の手が離れ、木蘭が再び地面へと倒れこむ。

　逃げるのはもう無理だと、白蓮は妹と男の間に身体を割りこませた。背中に木蘭をかばい、男たちへ対たい峙じする。

「てめぇ、さっきといい邪魔ばっかりしやがって！」

「ガキが、なめた真似まねしてくれるぜ」

　再び横やりをいれられた男たちがいきりたつ。獲物に手をだされてよほど頭に血がのぼっているのだろう、紗をとった白蓮の顔を見ても目の色のひとつも変わらない。

「とっととそこを退どきやがれッ」

「！　おねっ──」

　代わりに、大きく腕を振りかぶる。

　あがりかけた悲鳴めいた叫さけび声を遮るように、白蓮は身をよじり妹の頭を抱かかえこんだ。こんなところで余計なことを口走られてはたまらない。

　そのまま襲おそってくるだろう衝しよう撃げきに耐たえるために、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　ザッ、と空気の動く気配がする──が、いっこうになにも起こらない。

「……？」

　一体どうなったのかと、そろりと目を開けて背後をうかがう。と──

「──まったく、騒がしい夜だ」

　呆あきれたような、うんざりしたような、静かな深い声がおちてくる。

「え？」

　首を捻ひねって上を見返った白蓮の目に映ったのは、黒い影かげとぎょっとしたように身をひいた男の姿だった。
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　よく見ると、影だと思ったそれは男性らしき後ろ姿だった。逆光に浮うかびあがった人影は、細身でありながらもたくましさを感じさせる。

　手をあげた男の姿が見えないことから、どうやらこの人が助けに割ってはいってくれたらしいと気づく。

「退ひけ」

　だが、助かったことにほっとするよりも、白蓮は肩かた越ごしに垣かい間ま見みえる横顔の、男たちを鋭するどく睥へい睨げいする『眼め』に目を奪うばわれていた。

「このまま牢ろうにぶちこまれたいなら話は別だが」

「！　あんた、軍の…っ」

　その言葉に男たちは目の前の人影が何者なのか気づいたらしい。

　忌いま々いましげに舌打ちした男は、「いくぞ」ともう一人に顎あごをしゃくり、さっさと身を翻ひるがえした。

「おい、待てよ！」

　人影に腕を掴まれていたらしい片割れは、慌あわてて手を振り払はらうと逃げだした男のあとを追う。

「……」

　そんな男たちを無言で見み据すえる『眼』は凜りん然ぜんとして揺ゆるぎなく火明かりにきらめき、白蓮の心へ鮮せん烈れつに焼きついた。

　強い『眼』だ。

　静かでいて油断なく、まるで野に生きる獣けもののような──。

「珀はく狼ろう殿でん下か！」

　と、背後からかかった声に、彼がひとつ瞬またたいた。

　白蓮もまたはっと我われに返る。

　──いけない、ぼーっとしてる場合じゃなかった。

　おそらく彼の部下だろう兵たちがくる前に、この場を立ち去らなくては。あれこれ詮せん索さくされて家のことがばれるのはまずい。なにしろ、お忍しのびででてきているのだ。

「──いくわよ」

　白蓮は状じよう況きようをいまいち吞のみこめていない妹の腕うでをひき、立ちあがるよう促うながす。

「お助けいただき、ありがとうございました」

　顔を伏ふせ、人影にむかって口早に礼を告げると、聞こえてきた足音とは反対方向へ歩きだす。

「あっ、」

　ひっぱられるままよろけるように足を動かした木蘭が、人影に気づいたように足を止める。それを無視して歩を進めれば、

「あのっ、ありがとうございました！」

　首を捻ってうしろへむかって礼を投げる姿が、視界の端はしに映った。

　足早に喧けん噪そうにまぎれこみながら、白蓮もまた背後を一いち瞥べつする。

「──ハクロウ殿下」

　部下が追いついたのか、ちょうどこちらに背をむけた後ろ姿に、さきほど聞こえた名を刻みこむように呟つぶやく。

　そうして、すぐさま視線をはずした白蓮は、名残なごり惜おしげな妹を連れてその場をあとにした。
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　凌りよう国の都・成せい陽ようの宮城にほど近い柳りゆう家けの邸やしき、その一角、草花の生おい茂しげる中庭に彼女の姿はあった。

「根付くか不安だったけど、順調に育ってる。実験に使える分は確保できそう」

　満足そうに頷うなずき、白びやく蓮れんは屈かがみこんでいた体勢から膝ひざを伸のばした。

「あとは──」

　裙くんの裾すそを払いながら呟きかけ、ふと口を噤つぐむ。中庭を囲む塀へいの方へと目をむけた。

「──は夫人と白蓮さまの供で観みにいったのよね。どうだった？」

　と、塀のむこうから聞こえてきた自分の名に、つい耳をすます。

「そうなの！　さすが評判なだけあってよかったわよ」

「いいなぁ、役得じゃない」

　私もいきたかった、と悔くやしさを滲にじませる声は、侍じ女じよのものだ。話題はどうやら、今かかっている大衆劇についてらしい。

　民衆向けの娯ご楽らくとしてかけられている多くの劇は、民間伝承や歴史物語を題材にしたものだ。その中で珍めずらしく男女の情愛を扱あつかった劇が、近ごろ都では評判になっていた。それは庶しよ民みんのみならず貴族の耳にも届き、聞いた者が試ためしに足を運び──と評判が評判を呼び、連日活かつ況きようを呈ていしていた。

　噂うわさは流行はやりに敏びん感かんな母の耳にもはいり、下々の者の娯楽なんて……と眉まゆを顰ひそめつつ、白蓮を連れて観劇へでむいたのである。

　結果、「まあ、悪くはなかったわね」と劇場をあとにするにいたったのだから、評判は本物だったというわけだ。

「お母さまを唆そそのかした甲斐かいがあったというものよね」

　そう、劇の評判について母の耳にいれたのは、だれあろう白蓮だった。

『最近、都で評判の作品があるとか。蓬ほう夫人がわざわざ足を運ばれたと風の便りに耳にしましたが……』と対たい抗こう心しんを持つ人物の名をあげて匂におわせれば、思ったとおり食いついてきた。かくして、白蓮はまんまと目的をはたしたのである。

　自分は『知的探究心』なるものが旺おう盛せいなのだそうだ。

　書物なら物語から歴史書までなんでも読むし、興味をひかれたことはすぐに調べ、実際にできることならやってみる。

　評判を聞きつければ、ぜひ観てみたいと思うのは当然だろう。それがまれな恋こい物もの語がたりだというならなおさらだ。

「一度は想おもいが通じあった二人が、身分の違ちがいからひき離はなされてっていう、運命に翻ほん弄ろうされるさまが切なくて」

「えぇっ、それでどうなっちゃうの？」

　話に夢中になっているらしい侍女たちは、塀のむこうから立ち去る気配がない。

「もちろん、二人は結ばれるのよね？」

「それはね。でも、最後までハラハラさせられたわ」

　うっとりと夢見るように語る同どう僚りように、私も見たかった！　と、しきりにうらやましがる声が聞こえる。

　不ふ遇ぐうな身の上の女性が見み初そめられ、困難をのり越こえて幸せを掴つかむ、という物語が世の女性たちに憧あこがれを抱いだかせるのだろう。事実、観客の大半は女性だった。自らの境遇を重ねあわせ、いつかは自分も……と思うのかもしれない。

　その気持ちは、わかる。

　自分にも恋に憧れる気持ちがないわけではない。が──

「……」

　白蓮は浮かんだものを振ふり払うように頭かぶりを振ると、息をついた。

　いつまでも彼女たちにつきあってここにいるわけにはいかない。そろそろ房へやへ戻もどらなくては。

　遠回りになるが反対側へ回ればでくわすこともないだろう。

　白蓮は中庭を抜ぬけると、じっとりと埃ほこり臭くさく、それでいてどこかおちつく空気の室内へと足を踏ふみいれた。「戻ります」と一声かけると返事を待つでもなく、慣れた足取りで棚たなと棚の間をすり抜け、廊ろうへと通じる戸に手を伸ばした。

　と、触ふれる前に開いた戸に、はっと身をひく。

「あっ」

　むこうも人がいると思っていなかったのか、大きく見開かれた榛はしばみ色いろのまなざしと目があった。

「お姉さま」

「……木もく蘭らん」

　思いがけず鉢はち合あわせしたのは、異い母ぼ妹まいである木蘭だった。

「──なにをしているの」

　束つかの間見あったあと、白蓮は冷ややかに双そう眸ぼうを細めた。

「ここは書室よ。あなたには用のない場所でしょう」

「あの、ごめんなさい……」

　うつむきがちに戸の陰かげへ退ひいた木蘭に、それ以上一瞥もくれることなく脇わきをとおり抜ける。

　やりとりが耳に届いたのか、さきほどまでの侍女たちの声は聞こえなくなっていた。

　こちらの存在が知れたのならわざわざ遠回りする必要もないだろう、と白蓮はそちらへと足をむけた。案の定、塀へい際ぎわに侍女が二人、身を竦すくめるようにして控ひかえている。

　見て見ぬふりで、彼女たちの前をとおりすぎる。そうして、角を曲がり人目が消えたところで、無意識につめていた息を吐はきだそうとして、

「……あー、怖こわかった」

「ほんと、気づかずにさっきの聞かれてたらどうなってたか」

「木蘭さまには感謝しないと。おかげで私たちは助かったわ」

「ね。でも、あいかわらず白蓮さまはあの人が嫌きらいよね」

「そりゃあ、父親が外で作ってきた胡こ人ひとの娘むすめだもの。いくら血の繋つながった妹とはいえ、気位の高いあのご兄妹きようだいには受けいれられないでしょうよ」

「そもそも夫人が毛嫌いしてるものね」

　ひそひそと聞こえてきた囁ささやきに、ぐっと喉のどの奥へと押し戻す。

　彼女たちは自分がすでに立ち去ったと思っているのだろう。うっかりというのか、浅せん慮りよというのか……

「……あれはあれで色々と知れて助かるけどね」

　口の中で呟き、白蓮はこれといって咎とがめるでもなく、今度は特に気配を殺すこともせずその場をあとにした。

　軽けい率そつに家人の噂話に興じるのは褒ほめられたことではないが、内容自体は咎めだてするほどのものでもない。というより、あれがこの邸の人間たちの共通の認にん識しきだろう。

　むしろ、そうでなくてはならないのだ。

　房へ戻り、室内に控えていた侍女にさがるよう指示をだす。

　遠ざかっていく衣きぬ擦ずれの音をたしかめ、白蓮はとんっと扉とびらに背を預けた。

　腹の底にわだかまっていた溜ため息いきを、ここぞとばかりに吐きだす。

「あー、もうっ、あんなところで顔をあわせると思ってなかったから、必要以上にきつい言動になっちゃったじゃない」

　そのままずるずると座りこみそうになったところで、ふと視界の端はしに映った鏡に目を留めた。──正確には、そこに映った自分の姿に。

　切れ長の一ひと重えの双眸に薄うすい唇くちびる、すっきりした輪りん郭かくの細ほそ面おもてに、毎日侍女によって手入れされている長い髪かみは艶つややかで、シミひとつない真っ白な肌はだをひきたてている。

　両親自じ慢まんの、だれの目から見ても美しいと称しようされる端たん麗れいな容姿だ。

　ただし、『冷たい』『なにを考えているのかわからない』という言葉がつく類たぐいの。

「……」

　ふいっと自分の顔から視線をそらし、今度は細く息をついた。

　白蓮には、知識を得ることのほかに、もうひとつ好きなものがある。

　かわいいものだ。

　牡ぼ丹たんなどの華はなやかな花よりも、梅や桃ももの花の方が好きだし、赤や黄のように鮮あざやかな色味よりも淡あわい色の方が惹ひかれる。

　コロコロとした仔こ犬いぬや仔こ猫ねこを見ると触さわりたくてそわそわするし、冬の寒さにふっくらまんまるになった雀すずめなどはいつまで見ていても飽あきない。

　だが、そういった嗜し好こうは、自分の『綺き麗れい』と言われる容姿にはあわないものらしい。

　物心ついたころから、どれがいいかと問われて答えた衣い裳しようや装そう飾しよく品がこの身を飾かざったことはない。身の回りにある調度品も白蓮の目から見たら華か美びなものばかりだ。もっともこればかりは、皇こう帝ていに仕える貴族の中でも上位に位置する『家格』というものも関係しているのだろうが。

　これじゃない、と告げても、「似合わない」「みっともない」と眉を顰めて首を横に振られるばかりで、叶かなったことがない。

　それなりに賢かしこかった白蓮は、早々に『かわいい』を表にだしてはいけないのだと理解した。以来、自分の容姿に『見合う』言動を心がけてきた。

　それを求められていると、わかってしまったから。

　木蘭が父親に連れられこの邸やしきにやってきたのは、そんなころだった。

「今日からおまえの妹になる木蘭だ」

　機き嫌げんよく紹しよう介かいされた妹という存在に、白蓮は強い衝しよう撃げきを受けた。

　なにせ、自分とはまったく違っていたのだ。

　まず、小さかった。木蘭は二歳年下のため当然なのだが、当時の白蓮は自分より幼い子どもをほとんど見たことがなかった。

　なにより、見た目がまわりにいるだれとも違っていた。

　彼女の母親は西域からやってきたペルシアの芸人だったらしく、木蘭はまっすぐで固い黒髪とは違う、ふわふわした金茶の髪をしていた。ぱっちりとした大きな二重の目の色も、薄い茶色でありながら黄みがかった不思議な色合いで、今まで見たことがない。

　そんな瞳ひとみが、おずおずとこちらを見上げているのだ。

　──かわいい！

　叫さけびこそしなかったものの、ひと目見て心を掴まれた。

　白蓮は見知らぬ場所に連れてこられた上、大人に囲まれて不安そうな木蘭へ駆かけよろうとした。が、

「──まったく、忌々しい」

　吐き捨てるようにおとされた聞こえるか聞こえないかの呟つぶやきに、ぴたりと動きを止めた。うしろから聞こえたそれにそっと振り返れば、扇おうぎで口元を覆おおった母親がひどく冷ややかなまなざしで木蘭を見下ろしていた。

　瞬しゆん間かん、だめだ、と悟さとった。

　言葉の意味するところは正確にはわからなかったが、いい意味でないのはわかる。なんといってもあの表情は、白蓮の好きなものを「似合わない」と一いつ蹴しゆうした時と同じだ。

「よくしてやれ」

　母親の態度に気づいているのかいないのか、父親は言い置くとさっさと踵きびすを返した。

　連れてくるだけ連れてきてあとは知ったことではない、と言わんばかりの態度に、思わず眉まゆがよる。

　心細げに去っていく父の後ろ姿を目で追う木蘭へ、大だい丈じよう夫ぶだと声をかけてやりたいが、母親の不興を買うのは明白だ。それが自分に対するものならまだしも、この小さな妹へむけられる可能性が高い。

　今までもそうだった。

　かつて白蓮の希望通りかわいらしく着き飾かざらせてくれた侍じ女じよは、その後自分のまわりで見かけることがなくなった。子どもだから理解できないと思ったのか、こちらの目をはばかることなく交かわされていた他の侍女たちの会話によると、母によって白蓮付をはずされ下働きに回されたらしい。

　ただでさえ木蘭が気にいらない様子なのに、下手に自分がかわいがるそぶりを見せればますますこの子を嫌いかねない。

　幼いながらに抱いだいた白蓮の懸け念ねんは正しかった。

「この子どもをわたくしに近づけないで」

　母親は心底嫌いやそうに言い捨てると、「いくわよ」と強く白蓮の手をひいた。痛いほどの力にひきずられながら、名残なごり惜おしげに振ふり返った白蓮の目に映ったのは、この先を暗示させるように一人立ちつくす小さな姿だった。

　それが、木蘭との出会いだ。

　その後のことは、今思いだしてもひどかった。

　邸の主人は「よくしてやれ」と指示したが、基本妻のことにも子どものことにも無関心だった。

　長男はまだ跡あと取とりということで目をかけていたが、娘である白蓮は見目の良さから「家のためのいい駒こまになる」くらいの認識しかなかったし、木蘭も同様だ。凌国の者とは異なる容姿の彼女を手元に置いておけば将来使えるかもしれない、と連れ帰っただけであとは妻に任せきり、という無責任ぶりである。

　邸の主人がソレで、内向きのことをとりしきる夫人が、夫が外で作った子を毛嫌いしているのだから、自然と邸てい内ないでの扱あつかいも決まってくる。

　木蘭の母親が歌と踊おどりの名手だったらしく、それだけはやはり役にたつかもしれないと父の命で仕込まれていたが、あとはまるで使用人のような扱いを受けていた。

　新しくできた妹のことが気にかかり、人目を忍しのんでは度たび々たび様子を見にいっていた白蓮は、その姿に愕がく然ぜんとした。

「……あの子だって、お父さまの娘むすめなのに」

　連れてくるだけ連れてきてあとは知らん顔の父に怒いかりが湧わき、自分よりも小さな子にこんな扱いを許す母に怖おそれとも嫌けん悪おともつかない気持ちが渦うず巻まく。

　父に現状を訴うつたえたら一時的には改善されるかもしれないが、母がああであるかぎりなにも変わらないだろう。むしろ、悪化しかねない。

　だからといって、このまま見過ごすことはできなかった。見て見ぬふりをするなら、知らん顔の父親となにも変わらない。

　自分になにができるのか。

　子どもながらに必死に考えた末、白蓮は両親が大事にしている家に『見合った』在り方──所謂いわゆる、体てい裁さいを前面に押しだすことにした。

　偶ぐう然ぜんを装よそおって木蘭が掃そう除じをさせられているところへむかい、

「この子は使用人だったの？　お父さまは妹だと言っていたと思ったけれど」

　供をしていた侍女たちにたずねたのだ。

　慌あわてたのは侍女たちだ。まさか白蓮が木蘭のことを気に留めるとは思っていなかったのだろう。

「お、お嬢じようさまは、そのようなこと気にされずともよろしいのですよ。さ、あちらへ」

「妹ということは、あの子も『お嬢さま』ではないの」

　誤ご魔ま化かそうとした侍女に畳たたみかければ、ぐっと言葉につまる。

「それにあの薄うす汚よごれた格好。柳家の娘が『みっともない』」

　さらに『見合わない』ことをするたび、母親や彼女たちから言われた小言を返す。

「そ、それは……」

「あれならわたしの使い古しでも着せておいた方がマシだわ」

　あたふたする彼女たちを尻しり目めにさっさと房へやへ戻もどり、自分の衣裳を持っていき、身み形なりを整えさせるよう指示した。

　そうやって、満足に食事をさせていないようなら食べさせるように、読み書きなど貴族の娘としての教養を学んでいないようなら教えるように、『柳家の娘として見苦しくない』よう改善させていったのである。

　一方で、木蘭自身を気にかけるそぶりは見せないようにした。顔をあわせても無視することはしなかった──できなかった──が、皮肉や小言を聞かせ、間ま違ちがっても好意を抱いていると思わせないようそっけない態度をとる。

　なのに、木蘭は自分を見かけると逃にげるでもなく、「お姉さま」と笑いかけてくれるのだ。

　いい子すぎる。

　ただ、それはだれに対しても同じだったようで、もともとの人なつこい明るい性質となにごとにも一いつ生しよう懸けん命めいとりくむ健けな気げさがあいまって、腫はれ物扱いで遠巻きにしていた者たちに徐じよ々じよに受けいれられていった。

　結果、木蘭は使用人めいた扱いを受けることはなくなった。身形にしても、侍女たちの扱いにしても『柳家の娘』にふさわしいとはとても言えないが、母の目があるかぎりこれ以上は望めない。

　だが、いつかはこの境きよう遇ぐうから解放してやりたい、というのが白蓮の望みだ。

「……それこそ、あの物語みたいに、だれかいい人があの子のことを見み初そめてくれたらいいのに」

　はあ、と零こぼれた願いは、一人きりの房にやけに寂さびしく響ひびいた。
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　凌りよう国こくは皇こう帝ていを頂点とし、その下に三省六りく部ぶを軸じくとした官かん僚りよう制を布しく律りつ令りよう国家だ。

　皇帝の御み位くらいは世せ襲しゆう制で、基本的には長子へと引き継つがれていく。

　しかし、二年ほど前、世継ぎである太たい子しが病びよう没ぼつ。それに端たんを発し、皇子たちによる跡目争いが勃ぼつ発ぱつした。

　ある者は他を亡なき者にせんと毒殺を謀はかり、ある者は地方で乱を起こす。

　なまじ子の数が多く、抜ぬきんでた後ろ盾だてを持つ者がいなかったからこその出来事だった。

　父親である皇帝が太子を宣言すればことはここまで大きくならなかったはずだが、かわいがっていた嫡ちやく男なんを亡くした皇帝もまた病の床とこに臥ふせってしまった。

　そうした混乱の最中、皇帝が崩ほう御ぎよされた。

　国中が喪もに服す一方、目下の関心事は新皇帝はどの皇子になるのか、ということだった。




「お姉さま！」

　こちらの姿を認めるなり、駆かけよってきた木蘭に白蓮はぎょっとした。もちろん顔にはださなかったが、さっと周囲へ視線を走らせる。

　自分たちのほかに人ひと影かげがないことに胸をなでおろす。そのあたりは確かく認にんした上で声をかけてきたらしい。

　それにしてもどうしたのか、と内心首を傾かしげる。

　自身が好かれていないとわかっている木蘭は、顔をあわせれば笑え顔がおをむけてくれるものの、こんな風にあちらから声をかけてくることはない。

「大声をあげるなど、不作法な……はしたないとは思わないの」

「聞かれましたかっ？」

　息を切らしてやってきた木蘭に小言を呈ていするが、それどころではないとばかりにつめよられる。

　さすがに眉まゆを顰ひそめた白蓮に、はっとしたように木蘭が一歩下がった。

「あ、ごめんなさい……」

「──言葉は理解できるように使いなさい」

　はあ、とあからさまに息をついて、先を促うながす。

　なにかあったことは間違いないし、ぐずぐずしていたらだれかがやってきて話が中断しかねない。それではこちらが気になってしかたない。

「はい、あの、さっきほかの人たちが話しているのを耳にしたんですけど、新しい皇帝がお決まりになったそうです」

「新しい皇帝が？」

　これには素すで驚おどろく。

「そうなんです！　それで──」

　白蓮の反応に力を得たように強く頷うなずいた木蘭が、ぐっと声を潜ひそめた。

「その方のお名前が、珀はく狼ろうさま、と」

「……」

　ぴくりと動きかけた表情を、かろうじて押し留とどめる。

　しかし、そんな白蓮には気づかない様子で、木蘭は嬉うれしそうに瞳ひとみをきらめかせた。

「このお名前って『あの晩』の、」

　勢いこんで続けようとした言葉を、パシリッ、と手にしていた扇おうぎを反対の手に打ちつけて遮さえぎる。

「──あなたがなにを言っているのかはわからないけれど」

　大きな目をしばたかせた木蘭を、静かに見下ろす。

「軽々しく口の端はにのぼらせていいお名前ではないわ」

「あ……」

「以後気をつけなさい」

　ぱっと口元を押さえて萎しぼんだように肩かたをおとした木蘭へだめ押しで言い置いて、白蓮は脇わきをとおり抜けた。

　──ハクロウ。

　不意打ちで耳にしたその名に、鼓こ動どうが速まるのを感じる。




　浮うかぶのは、強く鋭するどいあの『まなざし』──




　むろん、白蓮には木蘭がなにを言いたいのかわかっていた。

　あの上元節の晩、危ないところを助けてくれた人物が、新しく即そく位いする皇帝なのではないか──？

　彼女はそう問いたかったのだ。

　けれど、白蓮はあの晩のことは『なかったこと』にしていた。後日、木蘭に礼を言われた時も知らぬ存ぜぬでとおしたし、上元節が近づくたびむけられる物言いたげな目も無視してきた。

　白蓮にとってあれは不測の事態だったのだ。

　一人抜けだしたことも、普ふ段だんから冷たく接している異い母ぼ妹まいをとっさとはいえ助けたことも、すべてが『らしくない』。間違っても邸やしきの人間に知られるわけにはいかない以上、あの日の出来事はなかったことにするしかない。

　とはいえ、木蘭が言わんとしたことについては、十中八九間違いないだろう。

　もともと『珀狼』という名の皇子が存在することは知っていた。

　権けん謀ぼう術数渦うず巻まく宮中で、情報は最大の武器だ。宮中に召めされるにしろ、どこぞの貴族に嫁とつがされるにしろ、うまく立ち回るためには情報収集は欠かせない。ゆえに、そのあたりの知識はすべていれるようにしていた。

　当時、軍に所属していた皇子は幾いく人にんかいたが、うち一人が珀狼皇子だったのだ。

「あの人が、皇帝に……」

　意外ではあったが、驚きはなかった。

　生きる道を、人によらず自らの手で切り開くだけの強さを、あの一いつ瞬しゆん肌はだで感じていた。

　そんな人が描えがく治世はどんな世界だろうか、と思いを馳はせ──白蓮ははたと足を止めた。

　新皇帝が即位するということは、先帝の崩御により閉へい鎖さされた後宮が再び開かれるということだ。そのために多くの貴族や良家の子女が集められる。

　ふいに胸をついた思いに、こくり、と喉のどを鳴らす。




　──これは、運命なのかもしれない。
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　新皇帝即位の報は、瞬またたく間に都を駆け抜けた。

　同時に、新皇帝の後宮のために人員が集められることが告知され、年ごろの娘むすめのいるそれなりの家いえ柄がらの者たちは色々と手回しに忙いそがしい。

「──宮中に召しだされることが、それほど名めい誉よなことかしら」

「白蓮さまは妃きさきの位には興味はございませんか」

「ありませんね。後宮にはいるということは、世せ俗ぞくと切り離はなされて、皇帝のためだけに生きるということ。寵ちよう愛あいが得られなければ……いえ、それ以前に目に留まらなければ、愛めでる者さえいない籠かごの鳥。そんな世界はつまらないではありませんか」

　ここにある書物だって、まだすべてに目をとおせていないのに。

　溜ため息いきをおとして、白蓮は薄うす暗ぐらい室内を見回した。

　天てん井じように届くような棚たなに巻子本や冊子が積まれている。

　そんな室内の片かた隅すみに座す老人に、改めてむき直った。

「けれど、決まってしまったものはしかたがありません。わたしは宮城へ参ります。今までお世話になりました、老師」

　礼を示しながら、白蓮は父親に呼びだされた時のことを思いだしていた。




「白蓮、お喜びなさい！」

　お呼びとうかがいましたが、と入室した途と端たん、弾はずむような声が飛んでくる。

　いるとは思っていなかった母親の機き嫌げんのよさに、白蓮はくるべき時がきたことを悟さとった。

「喜ぶ？　なにをでしょうか」

「あなたの後宮入りが決まったのです！」

　それをおくびにもださずたずねた白蓮に、予期したとおりの答えが返る。

「『夫人』の一人として召されることになったのです。女性にとってこれ以上の名誉はないわ。早さつ速そく、準備をしなくては。他家の者に見み劣おとりするようなことがあってはなりませんから。なんといってもあなたはこの柳家の娘。あなた以外のだれが寵愛を得るというのです」

　言いたいことだけ捲まくしたてると、

「ああ、こうしてはいられないわ。あなた、わたくしはこれで失礼いたします」

　母は侍じ女じよたちをひき連れ、足早にでていった。これから商人でも呼んで、入宮に際して入り用となる衣い裳しようや道具を用意させるのだろう。

　その勢いに口を挟はさむ隙すきもなく見送るしかなかった白蓮は、聞こえてきた咳せき払ばらいに房へやの奥へ視線を戻もどした。

「今、あれが言っていたとおり、おまえの入宮が決まった」

「──はい」

「まさか、あの御お方かたが即位なさるとは思っていなかったが、こうなれば致いたし方ない。柳家の娘として、おまえにはやってもらわねばならない」

「やる……？」

　同じ響ひびきでも母とは含ふくむ色の違ちがう『柳家の娘』という言葉に、怪け訝げんな顔つきになる。

「白蓮」

　次の時、父の口から告げられた「命令」に、白蓮はさっと表情をこわばらせた。

「それ、は……」

「わかっているな？　すべては家のためだ」




「白蓮さま」

　しわがれてはいるが、ぬくもりのある声に名を呼ばれ、はっと意識をひき戻す。

　いつのまにか、白髪しらがで白く長い髭ひげをたくわえた老ろう翁おうが目の前に立ち、柔やわらかな瞳ひとみでこちらを見つめていた。

「お世話になったのはこちらの方です。白蓮さまのおかげで、この歳としになってもまだまだ学ぶ楽しさを教えていただきました」

「老師……」

　この書室の主ぬしのような老翁は、もともとは私し塾じゆくの師だったところを父が兄のために雇やといいれた人物だった。

　とはいえ、兄はあまり熱心な生徒とは言いがたく、もっぱら白蓮が師事していたといっていいだろう。

　両親は白蓮が柳家の長ちよう姫きとしてふさわしくありさえすれば、あとは関心を払はらわなかった。娘が書室にいり浸びたっていようが、老師に教えを乞こおうが、かまわない──いや、興味がない。

　それをこれ幸いとばかりに、白蓮は老師を師として自由に好こう奇き心しんの翼つばさを広げることができた。彼が古い知識に凝こり固まった老人ではなく、博学広才の人物であったこともまた運がよかったのだろう。

「白蓮さまがおられなくなるということは、そろそろこの老いぼれもお暇いとまさせていただく頃ころ合あいかもしれませんな」

「──ええ、それがよいかと。本当ならもっと早くにそうされるべきだったのに、わたしがひき留とどめてしまって……」

「なに、儂わしも楽しませていただきました」

　莞かん爾じと笑えむ老師に、白蓮もまた顔を綻ほころばせた。

　彼は白蓮にとって、この邸において唯ゆい一いつ心許せる人物だった。彼との別れは、父母よりもよほど寂さびしい。

　それに、と改めて書室を見み渡わたす。

「書物もだけれど、ここを去るのは心残りだわ」

　色々と揃そろって、ようやく実験ができるようになったところだったのに。

　小さく零こぼして、白蓮は名残なごり惜おし気に中庭へ視線を移した。

　歴史だろうと物語だろうと、どんな知識でもここにはない世界を見せてくれる。その時だけは自由になれる。

　そんな中で白蓮がとりわけ興味をひかれたのが、西域の学術だった。

　凌りよう国こくの領土が広がり、西域との交流が活発になったことで流入してきた人や文化は、この国にはなかった学問や技術を運んできた。

　文字ひとつとっても、漢字とはまるで違う。

　白蓮の好奇心がかきたてられるには十分で、まだ見ぬ世界に憧あこがれを抱いだかせた。

　だから、老師を隠かくれ蓑みのに商人から西域の植物の種を仕入れ、中庭にまいてこっそりと育て、書物で見た技術を試ためしてみるべく道具を用意し……と、書室はさながら秘密工こう房ぼうの様相を呈ていしていた。

　いずれこういう時がくることはわかっていたが、これらを諦あきらめなければいけないのが残念でならない。

「なに、持っていかれればよろしいでしょう。研究はどこにいてもできます」

「！」

　なんでもないことのように告げた老師に白蓮は、はっと振ふり返った。

　いつも道を示してくれた笑顔をまじまじと見つめ、ひとつ瞬く。

「──そう、よね」

　そうだ。なにも理り不ふ尽じんをただ受けいれる必要はない。

　逃のがれられない定めなのなら、定めの中で自分の思うようにやればいいのだ。

『あなた以外のだれが寵愛を得るというのです』

『わかっているな？　すべては家のためだ』

　母と父の言葉が脳のう裏りにこだまする。

　だれもかれもが好き勝手なことを押しつけてくるのだ。自分だって好きにしてなにが悪い。

「ありがとうございます、老師。おかげで、気が楽になりました」

「それはなにより。ここにあるものは儂がまとめておきましょう。──なに、荷物はたくさんあるのですから、まぎれこませてしまえばわかりません」

「ええ。咎とがめられたら、茶器だとでも誤ご魔ま化かします」

　それがいい、と笑った老師が、ふっと表情を改めると頭こうべを垂れた。

「白蓮さま。ご健勝をお祈いのりしております」

「はい。老師も、お元気で」

　これから身の回りは慌あわただしくなるだろう。ここを訪おとずれることも、もしかしたらもうできないかもしれない。

　最後になるかもしれない挨あい拶さつを交かわし、白蓮は戸口へと足をむけ──ふと、動きを止めた。

　そういえば、と振り返る。

「あの子は、連れていくことにします」

「あの子……木蘭さま、ですか」

　確かく認にんに、小さく頷うなずく。

「この家から解放してやる機会は、今を逃したらもうありません。迷いましたが……ここに置いておくよりは、身のまわりの世話をさせるという名目で連れだした方がましでしょう」

「それがいいでしょうな」

「それに、もしかしたら『物語』のようなことがあるかもしれませんから」

　くすりと笑って、白蓮は今度こそ書室をあとにした。
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　後宮は、皇后を頂点とする階級社会である。

　正一品の位を持つ『夫人』が四名、正二品の『嬪ひん』が九名……と妃ひ嬪ひんだけで軽く百名を超こえる。さらに、表の官かん僚りようたちに似せた組織が作られ、宮官と呼ばれる行政官──官かん吏りのような役割の者たちがいる。

　加えて、皇こう帝ていや皇后、妃嬪たちの身のまわりの世話をする侍女、その下に下働きの者、と膨ぼう大だいな数の人間が起居する。

　一人の皇帝のために、多い時には何万という女性がひしめきあう女の園──それが後宮だ。妃嬪の身分であっても、生しよう涯がい皇帝と顔をあわせることなく終わる、というのもあながちないことではない。

「なんて、むだなのかしら」

　雨のそぼ降る外を眺ながめながら、柳貴き妃ひ──四夫人の中でももっとも高い位を与あたえられた白蓮は、だれへともなく呟つぶやく。

　今日は占うらないによって選ばれた、新たな後宮が開かれる日で、夜も明けきらぬうちから門前には入宮を待つ車しや馬ばの長い列ができた。

　立場上、柳家の一行は優先的に後宮である掖えき庭てい宮きゆうの門を潜くぐることができたが、早朝からの騒そう動どうに疲つかれきってしまった。

　皇帝一人にこれだけの人数が必要とはとても思えない。年ごろの娘むすめがこれだけ集められたら、世は結けつ婚こんできない男性であふれるのではないだろうか、などと内心で埒らちもない愚ぐ痴ちを零こぼす。

　おまけに、この雨だ。

「天気を占ってくれた方がよっぽど役にたったでしょうに」

　皇帝のための宮だけあって手入れのいき届いた景観は見事で、晴れの日であればすこしはこの憂ゆう鬱うつも慰なぐさめられただろう。

　ふぅ……と気け怠だるい溜ため息いきをおとした時、

「お姉さま」

　うしろからかかった声に、白蓮は慌てて表情をひき締しめた。

「片付けは終わったの」

　色のない声こわ音ねを意識しながらゆっくりと首を巡めぐらす。呼びかけのとおり、そこには木蘭が立っていた。

「あの、あちらはどうされますか？」

　目線で問う先にあったのは、隅すみにひっそりと置かれた地味な行こう李りだった。

「あれはそのままでいいわ」

「でも、ついでですから」

「いいと言っているの」

　足をむけかけた木蘭をぴしゃりと遮さえぎる。

　善意で言っているのはわかるが、あれに触ふれられるわけにはいかない。あの行李には書室からこっそりと運びだしたものがつまっているのだ。

「っ──失礼、しました」

　びくっと肩かたを震ふるわせた姿に、ちくりと胸が痛む。

　そもそもがこんなことをさせたくて、連れてきたわけではない。

　普ふ通つう、姉し妹まいで入宮した場合、それぞれに位が与えられるものだ。だが、木蘭はあくまで白蓮付の侍じ女じよという立場だ。でなければ、あの邸やしきから連れだすことはできなかった。

　今はしかたがない、のだが──

「ほかの者はどうしたのです」

　白蓮としては家の息がかかった供を連れてくるのは遠えん慮りよしたかったが、あの両親が許すはずもない。しかたなく木蘭のほかにも数名、家から連れてきた者がいたはずだ。

　貴妃の侍女としては少ないが、宮きゆう廷てい側からつけられたこの宮きゆう殿でん付の者たちがいるのだから不自由はない。

　しかし、いつのまにか連れてきた侍女たちの姿がなかった。

「まわりの様子をうかがってくる、とでていきましたけど」

　さっそく偵てい察さつ、もとい情報収集にでていったらしい。

　──彼女たちにとっても、死活問題だしね。

　妃嬪付の侍女たちの地位は、仕えている主あるじの地位に直結すると言っていい。

　主が皇帝の寵ちよう愛あいを受けられたら、自分たちも優ゆう遇ぐうされる。主が日ひ陰かげの身におちぶれれば、同じ境遇に甘んじなくてはならないのだ。

　万が一、自らが皇帝の目に留まることができたら、妃嬪の身分を得るのも夢ではない。だが、『目に留まる』境遇にいなくては、一いち縷るの望みにすがることもできない。

　当然必死にもなるだろう。

　もっとも、そんなことは白蓮の知ったことではないが。

「──どうやら隣となりの牡ぼ丹たん殿でんには、桂けい徳とく妃ひがはいられたようです」

「淑しゆく妃ひは何十人と供を連れてきたとか。一体何様のつもりなんでしょう」

「……そう」

　ただ、こちらの心中など知らない侍女たちは、自分たちの仕入れてきたあれこれを披ひ露ろうするのに忙いそがしい。

　掖庭宮は、多い時には何万という人間を抱かかえる宮であり、敷しき地ちは広大なものになる。

　いくつもの宮殿や楼ろう閣かくが点在し、それぞれが回かい廊ろうや小路で繋つながれている。敷地内には川がひきこまれ、池や築つき山やまが造営されたさまは、さながらひとつの街のようだ。

　白蓮は貴妃という身分ゆえに、通つう称しよう薔そう薇び殿でんと呼ばれる宮殿をまるまるひとつ与えられていたが、中には幾いく人にんもの宮女たちがともに暮らす宮殿もある。

　──房へや数すうが多いのだけは、この身分に感謝しないと。おかげで人目を気にせず実験にとり組めそう。

　邸にいる時から必要以上に人が侍はべるのを好まなかったため、人ひと払ばらいをしてもさほど訝いぶかしがられることはないだろう。

　──まずは、ここの庭に種をまかなきゃ。

　それから……と滔とう々とうと語られる興味のないあれこれを右から左へと聞き流しながら、考えごとをしていた白蓮は、

「──さま、貴妃さま？」

　呼び声に我われに返った。

　いけない。まだ聞き慣れない響ひびきなのもあって、つい耳を素す通どおりしていた。

「どうしたの」

　しかしながら、慌てたそぶりなど露つゆほども見せず、先を促うながす。

「内ない侍じ省しようの方が……朱しゆ内ない常じよう侍じがいらっしゃっています」

「内常侍が？」

　内侍省とは、後宮内において皇帝以外で唯ゆい一いつ出入りできる官吏──所謂いわゆる宦かん官がんたちを統すべる部署だ。内常侍といえば、内侍（長官）に次ぐ地位だ。

　入宮早々一体なんの用だ、と白蓮は眉まゆを顰ひそめた。とはいえ、後宮で暮らしていく以上、無下にするわけにもいかない。

「──とおしてちょうだい」

　隠かくさない溜息とともに入室の許可をだす。

　やがて侍女に先導されてはいってきたのは、色白のつるりとした面めん貌ぼうに中肉中背の人物だった。

「お初にお目にかかります、柳貴妃。小官は朱禅ぜんと申します」

「ええ──それで、用件は？」

　髭ひげのない中性的な面おもてに得体の知れない笑えみを貼はりつけた朱禅に、背中がぞくりとする。嫌けん悪お感かんを隠すように扇おうぎで口元を覆おおいながら、のんびり挨あい拶さつを交かわす気にもなれず、端たん的てきにきりだす。

「いえ、柳貴妃が入宮されたとお聞きして、ご挨拶をと参上した次し第だいです。──貴妃のお父上にはお世話になっておりますので」

「……」

　笑みを深めた朱禅に、ぴんとくる。

　──お父さまの回し者、というわけ。

　おそらく父から色々と便べん宜ぎを図はかるよう指示されているのだろう。いや、もしかしたら監かん視し役かもしれない。

　白蓮が、命に背そむかないための。

　早さつ速そく現われた父の息のかかった人間に、白蓮は扇の下でそっと唇くちびるを噛かんだ。後宮へはいっても家の柵しがらみからは簡単には逃のがれられないらしい。

「なにかございましたら、遠慮なくお申しつけください。できるかぎりの便宜を図らせていただきますよ」

「……なにかあったらお願いするわ」

　だったら二度と姿を見せないでほしい、とはさすがに言えず、適当に話を濁にごす。

「ええ、お望みであれば方士でも手配いたしますよ？　祈き祷とうでも薬でも術でも」

　薄うすら笑いで続けた朱禅に、白蓮はつっと眉をあげた。

「それは、わたくしに魅み力りよくがない、と言っているの？」

「！　いえっ、まさかそのような、滅めつ相そうもない！」

　不興を買ったと悟さとったのか、笑みをひっこめた朱禅が「ほんの一例でございます」としどろもどろに言い訳する。

「なにせ、新しい陛下は……すこし、気難しい御お方かたですので」

「──気難しい？」

　問い返した白蓮に、朱禅は誤ご魔ま化かすように今度は愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。

「それはともかく！　後日、妃ひ嬪ひん方の歓かん迎げいの宴うたげを催もよおす予定でございます。陛下もご臨席されますので、ぜひご参加ください」

　挙句、逃にげるが勝ちとばかりに一方的に告げて踵きびすを返す。

　ぜひ、とか口では言ってるけど皇こう帝ていが臨席する時点で強制でしょうに、と内心文句をつけながらその姿を見み送おく──

「待ちなさい」

　──ろうとして、ふと思いついたソレに声をあげた。

　呼び止められた朱禅がぎくりと足を止める。

「陛下もいらっしゃる、と言ったわね」

「は、はい」

「ならばひとつ、頼たのみたいことがあります」

　途と端たん、上うわ目め遣づかいにこちらを振ふり返った顔に喜色が宿った。

「なんでしょう、なんなりとお申しつけください」

「宴の余興に、あの者に舞まいを披露させましょう」

　そのための場を設けてもらいたい、と他の侍女たちとともに控ひかえていた木蘭を扇で示せば、

「え!?」

　意表を衝つかれた声が二カ所からあがる。

「問題でも？」

　しかし、どちらも無視して目を細めた白蓮に朱禅が、いえっ、と面を伏ふせた。

「ご用意いたします。貴妃からのご配はい慮りよとあれば陛下もお喜びになるでしょう」

「頼みましたよ」

　鷹おう揚ように頷うなずいて、今度こそさがらせる。

　足早に遠ざかっていく沓くつ音おとに、やれやれと肩かたから力を抜ぬいた時、背後から焦あせったような声がかかった。

「待ってください！　お姉さま、今のはどういう」

「どうもこうも、言ったとおりよ。おまえには宴の席で一差し演じてもらいます」

「そんなっ、陛下の御ご前ぜんで披露できる腕うで前まえでは……！」

「では、今までおまえはなにをしてきたの」

「そ、れは……」

　白蓮の冷ややかなまなざしに、木蘭がぐっと押し黙だまる。

　歌か舞ぶの名手だった実母の血をひいたのだろう。腰こしがひけてはいるが、幼いころから習練してきた木蘭の歌舞は、趣しゆ味みの範はん疇ちゆうにはおさまらない芸の域に達している。

　見事な彼女の芸は異国風の容姿もあいまって、だれの目も惹ひきつけるはずだ。──そう、皇帝の視線すらも。

「それとも、わたしに恥はじをかかせるつもり？」

　一度口にしたことを撤てつ回かいするような真似まねをさせる気か、とだめ押しとばかりに告げる。ここまできたら、木蘭に返せる答えはひとつしかない。

「──わかりました」

　案の定、同意を得た白蓮は、

「宴の席なら、そうね、胡こ旋せん舞ぶがいいわ」

　踊おどりの中でも難易度の高いものを指定して、話は終わった、と突とつ然ぜんのなりゆきを見つめていた侍じ女じよたちにむかって手を打った。

「なにをしているの」

　弾はじかれたように侍女たちが各おの々おのの仕事へと戻もどっていく。

　──まったく、初日からこれだなんて……。

　先が思いやられる、と早くも辟へき易えきする。

　だが、父に──家に縛しばられる気も、ほかの妃嬪たちと泥どろ沼ぬまの争いを繰くり広げる気も、白蓮にはない。

　自分がやりたいように、やるだけだ。

　まずは、そのための場を整えなくてはならない。

　人が滅多に近寄らなかった書室とは違ちがい、さすがに昼間は侍女たちの目もある。やるなら夜だろう。私室には立ちいらないよう人ひと払ばらいをする必要がある。

「あの」

　早速計画を練っていた白蓮は、背後から控えめにかけられた声に瞬まばたきで思案を払った。

「まだ異存があるのかしら」

「いえ！　決まった以上、お姉さまに恥をかかせないよう、精せい一いつ杯ぱい務めさせていただきます」

　どこか不安そうな木蘭にまだ焚たきつけなくてはいけないか、と首を巡めぐらせると、意外にも力強い言葉が返ってくる。

　どうやら覚かく悟ごは決まったようだ。なにごとにも懸けん命めいにとりくむ彼女らしい、と言えば彼女らしい。

　だとしたらどうしたのか、と小首を傾かしげる。

　そんな白蓮に木蘭は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「お姉さま、お身体からだの具合が優すぐれないのですか？」

「……え？」

　虚きよを衝かれ、つい素すで返してしまう。

　具合？　一体なんの話だ、と軽く眉まゆ根ねをよせる。それをどう受けとったのか、木蘭の表情が一層曇くもった。

「さきほどからお疲つかれのご様子ですし、今の方が祈祷や薬が、と……」

　木蘭の言う『今の方』というのは朱禅のことだろう。

　──祈祷や薬って……あ！

　彼とのやりとりを反はん芻すうした白蓮は、はたと合点する。

　──この子、あれを病気のための祈祷や薬と勘かん違ちがいしたんだ。

　世せ俗ぞくに染まっていないというのか、素直すぎるというのか、これで後宮でやっていけるのかとこっちが不安になる。

「……あれの意味をはき違えているようね」

　緩ゆるく頭かぶりを振った白蓮に、木蘭が首を傾げた。

「意味？」

「あの者はわたしの身を案じたわけではないわ」

　いや、案じたことは案じたのだろう──白蓮が皇帝の寵を得られるか、を。

「陛下の寵ちよう愛あいを得るために、方士の力が入り用かと聞いてきたのよ」

　ぶり返したいらだち混じりに吐はき捨てる。

　まったく莫迦ばかにした話だ。それが必要だと思われたことも、欲ほつしていると思われたことも。

　予想だにしていなかったらしい白蓮の返答に、木蘭は目を白黒させた。

「で、でも方士って、占うらないや呪じゆ法ほう、薬方を扱あつかう術士ですよね？」

「祈き祷とうで、陛下の御み心こころが手にいれられるよう祈念したり、他の妃嬪が懐かい妊にんしないよう呪まじないをしたりする、という意味でしょう。薬はおそらく媚び薬やくの類たぐいでしょうね」

「え!?」

　ただでさえ大きな榛はしばみ色いろの目が、今にも零こぼれおちそうだ。

「じゃ、じゃあ、術っていうのは……」

「房ぼう中ちゆう術じゆつよ」

　所謂いわゆる、皇帝の寝しん所じよに侍はべる際の手て解ほどきだが、さすがに方士が伝授するソレがどんなものかまでは知らない。

　そもそも祈祷にしても薬にしても、効果のほどは怪あやしい。寵愛のため云うん々ぬんを別としても、そんなものに頼たよる風潮自体、どうかと思っている。

　だからこそ、入り用とみなされたことがなおさら腹立たしいのだ。

　木蘭はといえば、ようやく合点がいったのか「ぼ、房中術……」と真っ赤になった顔をうつむかせている。

　初うい々ういしくてかわいいものだ、とほっこりしながら、ささくれだった心を慰なぐさめる。

　一方で、罪悪感がちくりと疼うずく。

　その初々しい異母妹いもうとを、自分は泥沼の渦か中ちゆうへ投げこもうとしているのだから。
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　宴うたげのため集められた広堂に、ずらりと居並ぶ妃ひ嬪ひんたちは圧巻の一言だった。

　どれほどの人数になるのか、堂内にはおさまりきらず、庭にまでひしめきあっている。

　とっておきの衣い裳しようを身にまとい、艶つややかな髪かみを高く結ゆいあげ、流行はやりの化け粧しようを施ほどこした皇こう帝ていのための花々は匂においたつように艶あでやかだ。

　それも当然だろう。

　名目上は歓かん迎げいの宴だが、実質これは皇帝と妃嬪たちの顔合わせなのだから。

「……とはいえ、とても顔がわかりそうにはないけど」

　いくら煌こう々こうと灯あかりが焚かれているとはいえ、夜だ。ただでさえ視界が悪い上に、妃嬪たちにむかいあうよう用意された皇帝のための席はけっして近くはない。

　おまけに、牀しようの三方に帳とばりが垂らされて影かげになり、あそこにだれかが座ってもかろうじて人がいることぐらいしかわからないだろう。

　要は、皇帝の方からこちらが見えればいいというわけだ。

　ゆったりと腰かけながら周囲を観察していた白蓮は、つっと視線を横へ動かした。

　──彼女たちが四夫人のうちの、残り三人。

　後宮が開かれたばかりの今、皇后は空位だ。これから妃嬪たちが寵を競きそい、それを見事勝ちとった者、もしくは跡あと継つぎをもうけた者が立后する。

　とはいえ、空位のまま皇帝の在位が終わるのも珍めずらしくない。

　寵愛されたとしてもいつまで続くかはわからないし、皇后の実家ともなると軽くはない発言権を持つことになる。諸もろ々もろを鑑かんがみて、これぞ、という人物か、よほどの寵愛を得た者でないと皇后にまでなることはない。

　そのため、現状でもっとも身分が高いのは、貴妃である白蓮ということになる。

　淑妃、徳とく妃ひ、賢けん妃ひと続くが、さほどの差はない。身分自体が皇帝の心ひとつでいれ替かわる程度のものだ──と白蓮は思っているが、どうやらそう思う者ばかりではないらしい。

「──すっごく睨にらまれてる」

　さわさわと堂に満ちる、おちつかないざわめきにまぎれるように呟つぶやく。

　視線を動かした際、隣となりの──とはいっても後方の席とは違い、十分な間かん隔かくがとられているが──少女と目があったかと思うと、きつく睨みつけられたのだ。

　席順からしておそらく、淑妃である蓬ほう梨り雪せつだろう。

「蓬家というと、お母さまが目の敵かたきにしている、例の……」

　彼女も母親からそのあたりの確かく執しつを聞かされているのか、敵視されているのが手にとるようにわかる。

　歳としのころは木蘭と同じくらいか、すこし下だろう。まだ幼さの残る顔に、額や目元を花か鈿でんと呼ばれる化粧で彩いろどっている。結いあげられた髷まげには飾かざりの櫛くしや歩ほ揺ようを幾いく本ほんも挿さし、大きく開いた胸むな元もとを貴石をはめこんだ金の首飾りで飾っている。

　家の権勢をこれでもかと見せつけた装よそおいに、白蓮の侍じ女じよたちは悔くやしさを滲にじませている。が、

　──重くないのかしら、あれ。

　当の白蓮が思うことといったら、それくらいだ。

　権力を見せつけるのも大変だ、などと他人ひと事ごとのように考えている白蓮の装いは、梨雪の派手さとは対照的だった。

　胸元まである丈たけの長い裙くんを腰こしの高い位置で帯で締しめ、薄うすい絹の披ひ帛はくを羽織った衣裳に、結いあげた髪には歩くたびに涼すずやかな音を奏かなでる歩揺を一本、揃そろいの作りの耳飾りをつけ、化粧も脂べにと眉まゆ墨ずみを刷はいただけ、という簡素さだ。

　もちろん、鮮あざやかな紅色の裙には緻ち密みつな紋もん様ようが織りこまれ、生き地じも染めも一級品だ。歩揺や耳飾りも、翡ひ翠すいや瑪め瑙のうといった石のほかにも珍しん珠じゆをあしらった、見る者が見ればその価値の高さがわかる品である。

　あんなじゃらじゃらしたものをいくつもつけていては、重い上にわずらわしい。化粧だって、白粉おしろいやら花鈿やらべたべた塗ぬりたくるのは息苦しい。

　せっかくなにかにつけ「柳家にふさわしいものを」とうるさい母の監かん視しの下もとを離はなれたのだ。これからは好きにさせてもらう。

　なにより、派手に飾りたてなくても、人目をひく容よう貌ぼうをしている自覚はあった。だれに媚こびを売るつもりもないのだから、これで十分だ。

　これで貧相だと笑う者がいたら、見る目がない、と逆に鼻で笑ってやればいい。

　じろじろとこちらを眺ながめ回し、ふんっ、と顎あごをそらして勝ち誇ほこった顔をした梨雪に、思わず笑いを零こぼしたあと、白蓮は順に視線を移した。

　梨雪のむこうにいるのが、侍女たちによると隣の牡丹殿へはいったという、桂徳妃──桂けい珠しゆ翠すい。

　さらに奥が、賢妃の姜きよう英えい華か。

「見事に、門もん閥ばつ貴族の娘むすめばっかり」

　何代か前の御み代よから、広く人材を求めるため、試験を設けて貴族以外の民たみにも仕官への道を開いた科挙制を導入したが、まだまだ官かん僚りようの多くは貴族が占しめているのが現状だ。

　おまけに、先の皇帝のころから権勢を誇っていた家が中心のこの顔ぶれを見るに、朝ちよう廷ていにはまだそのころの影えい響きようが色いろ濃こく残っているのがうかがえる。

「噂うわさによると、今きん上じよう陛下はなかなか厳しい御お方かたのようだけど……」

　朱禅が口を滑すべらせた『気難しい』という言葉が気にかかり、あれから白蓮なりに調べてみたが、どうやら近寄りがたいと目されているようだ。

　跡あと目め争あらそいがはじまったころ、地方に封ほうぜられていた皇子の幾人かが次々と兵を起こしたことがあったが、今の皇帝が中心となって鎮しずめたという。その際の、情に惑まどわされぬ冷れい徹てつさは他の皇子たちを震ふるえあがらせたとか。

　もともと跡継ぎの座を望んでいたわけではないようだが、逆らう者には容よう赦しやしない姿勢が彼を皇帝へと押しあげる形になった。

　玉座についた経けい緯いからか、信の置ける者以外は近づけないことで有名らしい。

　にもかかわらずこの状じよう況きようということは、そんな人物をしても、朝廷を掌しよう握あくするのは一朝一いつ夕せきにはいかないという証左なのだろう。

　反対に言えば、それだけ父たちかれらの力が強い、ということか。

「だとすると、厄やつ介かいなのはこのあたりと──」

　あとは、と夫人たちのうしろに並ぶ嬪の顔ぶれへと目を移す。

　当然こちらも貴族家の者が中心だが、中に一ひと際きわ周囲の視線を集める少女がいた。

　梨雪のように派手に着き飾かざっているわけではないが、華やかな縦たて縞じま模様の裙や、要所要所にとりいれられた異国風の意い匠しようが目をひくのだ。

　侍女たちが仕入れてきた情報によると、嬪の中には都で大おお店だなを構える商人の娘がいるらしい。おそらくは彼女だろう。

　貴族の出の者たちに囲まれ、大勢の人目を集めても気き後おくれする様子も見せず、かといって財力と伝手つてにものを言わせて見せびらかすように飾りたてる真似まねもしない。なるほど、なかなかに強したたかさを感じさせる。

　その時、ドォン！　と銅ど鑼らの合図が聞こえ、白蓮は顔を前に戻もどして居住まいを正した。ようやく皇帝のお出ましらしい。

　皆みながいっせいに礼をとり、面おもてを伏ふせる。

　シンと静まりかえった堂内に、衣きぬ擦ずれの音が届く。いよいよだという緊きん張ちようからか、あちこちで小さく息を吞のむ気配がした。

「楽にせよ、とのお言葉です」

　やがて聞こえてきた宦かん官がんの声に、ゆっくりと身を起こす。

　先ほどまでだれもいなかった牀に人ひと影かげがある。その姿をどうにか目におさめようとするのか、隣で梨雪がわずかに身をのりだしている。

　──やっぱり、顔は見えない、か。

　思ったとおり、三方を帳に囲まれた牀の奥までは見通せない。

　──まあ、見えたところで、肝かん心じんの顔を覚えてないんだけど。

　白蓮の胸に鮮せん烈れつに焼きついているのは、あの『眼め』だけ。

　そしてもう一人、自分同様あの晩のことを思い浮うかべている者がいた。

「あの方が」

「……」

　ちらりと目だけで声の方をうかがう。他の侍女たちとともに控ひかえている木蘭が、じっと牀しようへ視線を注いでいる。

　あの状況では、彼女もまた顔などまともに見えてはいなかっただろうに。

「──なにはともあれ、役者は揃ったわ」

　あとは、舞ぶ台たいを整えるだけだ。




　そうして、宴うたげの夜は幕を開けた。

　合図とともに饗きよう応おうの準備が整えられ、宮きゆう廷てい楽士たちが楽を奏でだす。宮きゆう妓ぎが歌や舞まいを披ひ露ろうするものの、ほとんどの妃ひ嬪ひんたちの耳じ目もくにはろくろく届いていなかった。

　おそらく、彼女たちの耳にも皇こう帝ていの噂は届いているのだろう。

　数多あまたいる妃嬪の中で寵を得るためにはまず彼の目に留まる必要があるが、下手なことをすれば不興を買いかねない。それを恐おそれる一方で、他の妃嬪たちの出方を探さぐりあい、とても宴を楽しむどころではないのだ。

　そんな堂内に漂ただよう緊張感をよそに、

「貴妃、柳白蓮さま」

　場があたたまってきたのを見計らったように、名を読みあげられる。

「柳白蓮にございます」

　白蓮は事前に告知されていたソレに、慌あわてることなく礼をとった。

　そのまま夫人から順次読みあげられていく。

　皇帝に顔と名を認にん知ちしてもらうため──なのだろうが、望みは薄そうだ。なにせ、うかがうかぎり、本人にまったく興味を示すそぶりがない。

「蓬梨雪にございます！　あのっ……お目にかかることができて、嬉うれしゅうございます」

　梨雪が白蓮に見せた気の強さでなんとか関心をひこうとするが、雰ふん囲い気きに気け圧おされたように語ご尾びが萎しぼむ。

「続きまして、徳とく妃ひ、桂珠翠さま」

　彼女の健けん闘とうも虚むなしく、宦官は淡たん々たんと次へと移った。

「桂珠翠にございます」

　四人の中では一番年上だろうか。控えめな微笑ほほえみを浮かべ、たおやかな仕草で礼をするおちつきは、さすがの一言だ。

　彼女の方がよほど『淑』妃にふさわしかったのでは、と隣となりでぎりぎりと競合相手をねめつけている梨雪に思う。

　残り一名の夫人、賢けん妃ひはといえば、

「姜英華にございます。お見知りおきくださいませ」

　豊かな肢し体たいにしなを作り、艶あでな笑えみで応こたえる。

　続いて紹しよう介かいは嬪へと移っていくが、肝心の皇帝はあいかわらずだ。

　妃嬪のすべてをこの調子で紹介するとは思えないから、適当なところから名を読みあげるだけになるのだろう。

　興味がないものを延々と聞かされる皇帝もお疲つかれさまだ、と白蓮は用意されていた杯さかずきを手にとった。口をつけた途と端たん、喉のどの渇かわきを覚えて驚おどろく。

　冷静でいたつもりだったが、どうやら自分も意外に緊張していたらしい。

　白蓮は杯に苦く笑しようをおとして、ぐいっと飲み干した。

　やがて、妃嬪たちの紹介に区切りがつくのを見計らって、こちらへと近づいてくる宦官の姿が目にはいった。

「──準備が整ったとのことです」

　そっと耳打ちされ、そう、と首しゆ肯こうする。

　白蓮はひとつの山場を越こえ、緩ゆるんだ空気に一石を投じるべく、おもむろに腰こしをあげた。

「陛下」

　特別張りあげたわけでもない声が、凜りん、と響ひびき渡わたり、ざわめきが戻ってきていた堂内が一いつ瞬しゆん水を打ったように静まりかえる。

「僭せん越えつながらわたくしの方でひとつ余興を用意いたしました。どうぞ、お楽しみください」

　ついで、ざわり、とさざめきが波は紋もんのごとく広がっていく。

　静かに騒そう然ぜんとなった場を意に介かいさず、白蓮は目顔で木蘭を促うながした。受けた木蘭が、硬かたい面おも持もちで前へでる。

　緊張しているようだが、動きにおかしな力みは感じられない。これならいつもどおりの演技ができるだろう。

　進みでた木蘭の姿に、ざわめきが大きくなる。

　白蓮が指定した胡旋舞とは、軽かろやかな拍ひよう子しにのり、すばやく連続して回転していく舞ぶ踏とうのひとつだ。

　その動きの邪じや魔まにならないよう、しかし優美に見えるよう、薄うす布ぬのを重ねた異国風の衣い裳しようを用意した。異国の面立ちを宿した木蘭がまとえば、はっと目をひく。

　皇帝も興味が湧わいたのか、わずかに身み動じろいだのがこちらからでもわかった。

　──ここまでは、計画どおり。

　速まる鼓こ動どうに、自分がどきどきしてどうするのか、と静かに深呼吸し、胸をおちつかせる。

　木蘭はさきほどまで宮妓たちが舞っていた場に用意された円形の敷しき物ものの上に立ち、皇帝へと礼をとった。

　一いつ拍ぱく置いて、あらかじめ指示されていた楽士たちが曲を奏かなではじめる。それにあわせ、木蘭は緩やかに舞いはじめた。

　軽やかでいてしなやかな動きは徐じよ々じよに速度を増していき、回転にあわせて衣ころもが風を孕はらんで柔やわらかにひらめき、後れ毛がなびく。

　動きの速さに反し、木蘭の足は敷物から一歩も踏ふみだすことはなかった。激しさを感じさせない優美さで、見る者の目を奪うばっていく。

　しまいには、だれもが固かた唾ずを吞んで見入る中、曲が最後を迎むかえる。あわせて木蘭もぴたりと動きを止めた。

　消えゆく音色の余よ韻いんとともに、彼女のまとった紗うすぎぬがふわりとおちる。

「…………」

　圧あつ倒とうされたように堂内に満ちた、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくを破ったのは、




「見事だ」




　静かな深い声だった。

　聞こえた低声に、一瞬耳を疑う。

「その方、名は」

　だが、続いたそれに、白蓮ははたと牀を見やった。

　──かかった！

　入場してから今まで一言も発することがなかった、言葉はすべて人を介していた皇帝が、ここへきてはじめて直接声をかけた。

　その相手が、妃嬪のだれでもなく、侍じ女じよの一人だったことに、一同に強い衝しよう撃げきが走る。

　ただ白蓮だけが、こらえきれない笑みをゆっくりと口元に浮かべた。

　虐しいたげられてきた健けな気げな少女が、人をよせつけない冷然とした皇帝と出会い、凍いてついた心を溶とかし、やがて恋こいにおちる──思い描えがいたとおりの物語が、はじまらんとしている。

　これがうまくいけば、今まで不ふ遇ぐうを受けてきた木蘭は、あの家の軛くびきを逃のがれ幸せになることができる。

　そして自分は、彼女を風かぜ除よけにして面めん倒どうな権力争いに巻きこまれずにすむ。

　まさに、一石二鳥というわけだ。

　──それに、かつて助けた者と助けられた者が期せずして再会する、なんて運命めいてない？

　このまま二人が恋におちる、そんな物語を夢見てもいいだろう。せめてそれくらいのことは、許されるはずだ。

「あの子も、あの人をすくなからず気にしてるみたいだし」

　自分から泥どろ沼ぬまに足を踏みいれる気はないが、陰かげから手助けするのはやぶさかでない。

　皇帝からお声かけを賜たまわる、という思いもよらない事態に茫ぼう然ぜんと立ちつくしている木蘭へ、

「木蘭」

　白蓮は静かに声を投げた。

　咎とがめる色に気づいたのか、我われに返った木蘭が慌てて膝ひざを折った。

「ご、ご無礼を……木蘭、柳木蘭と申します」

「木蘭か。楽しませてもらった、なにか褒ほう美びをとらせよう」

　さらに破格の言に、妃嬪たちに一層の動どう揺ようが走る。

「褒美など、私は……あっ」

　当の木蘭は唐とう突とつな言葉に困こん惑わくを深めたあと、数拍置いて、閃ひらめいた！　とばかりに声をあげた。

「では、おね……柳貴妃さまにお願いします！」

「──え？」

　ふいに飛んできたそれに、白蓮はなにを言っているのかと眉まゆをよせた。

　木蘭にむいていた周囲の視線が、いっせいに自分へ集まるのがわかる。

「柳貴妃に？」

「はい。私に陛下の御ご前ぜんで舞まいを披ひ露ろうする栄えい誉よを与あたえてくださったのは、貴妃さまですから」

　にこやかに告げる木蘭に、白蓮は必死で平静を装よそおいつつ、そうじゃないでしょう！　と内心で叫さけびをあげた。

　──どうして、そこでわたしに譲ゆずるの!?　機会を与えたんじゃなくて、強要した、の間ま違ちがいでしょう！

　彼女でなかったら嫌いや味みだと思うところだ。むしろ、心から言っているとわかる分だけ質たちが悪い。

　ほお、とおもしろそうに零こぼした皇こう帝ていのまなざしがこちらをむいたのを、ひしひしと感じる。

「なにかあるか」

　ここは遠えん慮りよして木蘭へ返す、もしくは木蘭に対しての褒美の品を答えるのが定石だろう。自分の手て柄がらのように受けとるのは悪手だ。

「ならば──薔薇殿の名にちなんで、薔薇ばら園をいただけますか」

　しかし白蓮は内面の動揺を押し隠かくし、当然、とばかりの態度で答えた。

　端はたから見るなら、冷たいとも言われる容姿とあいまってさぞ居い丈たけ高だかに見えるだろう。現に、視界の端で朱禅が顔を青くして慌あわてている。

　それでいい。

　見た目通りの印象を植えつければ、自分に迂う闊かつに手をだしてくることはないはずだ。皇帝も、他の妃嬪たちも。

　まず間違いなく、これを機に自分と木蘭の関係性は後宮中に周知される。遠くないうちに皇帝の耳にも届くだろう。

　──それであの子へ一層興味が湧いてくれたら一番だけど、すくなくともわたしへの好感度は下がる。

　白蓮の狙ねらいが功を奏したのか、

「──考えておこう」

　皇帝は興味をなくしたようにいなすと口を閉とざした。

　ないだろうな、と思いながら、これで本当に薔薇園がもらえるなら、それはそれでありがたい。

　──実験に使いたいと思ってたのよね。量がいるから、簡単にはできないし。

　入宮早々種をまいた薬草や香こう草そうはともかく、薔薇ともなると自分では難しい。

　とりあえず、さっそく顔をだした芽が早く育つといい。

　そうしたら……と思案に心を飛ばしながら、白蓮は用はすんだとばかりに宴うたげが終わるまでの時をやりすごすことにした。







[image: 第二章　百花競演]




「こんばんは」

　いい月夜ですね、とかけられた声に、白びやく蓮れんは呆あきれを隠さず振ふり返った。

「またきたの、呂りよ清しよう」

　いつのまに現われたのか、軒のき先さきにここ後宮においてあるはずのない青年の姿がある。そう、彼は宦かん官がんではなく、歴れつきとした男性だった。

　にこやかな、けれどどこか得体の知れない笑えみを浮うかべた彼に溜ため息いきをひとつついて、

「どうぞ」

　白蓮は軒下に設しつらえた席を勧すすめた。

「失礼します」

　遠慮もなく庭からあがってきた男に、白蓮は慣れた手つきで茶器を呈ていした。

　迷うそぶりもなく手にとった青年──呂清とはじめて出会ったのは、今日とは違ちがい、月のない晩のことだった。
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　白蓮の目もく論ろ見みどおり、木もく蘭らんの存在はあっという間に後宮中を駆かけ巡めぐった。内ない侍じ省しようの官かん吏りから下働きの者まで、もはや知らない者の方が珍めずらしいだろう。

　宴がはじまってから終わるまでの間、皇帝が自ら声を発したのはあの時だけだった。おまけに、妃嬪たちのだれにも興味を示さなかったのに対して、名までたずねたのだ。

　さらに追い討うちをかけたのが、翌日、薔そう薇び殿でんへ届けられた咲さき初めの薔薇だ。

　皇帝から褒美の品として贈おくられたそれは、なんと木蘭へ宛あてられたものだった。

　薔薇殿の主あるじではなく、あろうことか侍女を名指しして届けられた薔薇に、宮殿内は騒そう然ぜんとなった。





風動翠條腰嫋[image: ]

露垂紅萼涙闌干






　加えて、そんな意味深な言葉が添そえられていたとあってはなおさらだ。

　とある詩人の詩の一節で、枝葉が風に揺ゆれるのはなよやかな腰こしつきのようであり、萼がくに露つゆが滴したたるさまははらはらと涙なみだを零こぼすようだ──という、薔薇を佳か人じんに喩たとえたものだ。

　おそらく皇帝は、薔薇にかこつけて木蘭の美しさを称たたえたのだろう。

　それだけでも騒さわぎになるには十分だったが、実はこの詩には次のような続きがある。





移他到此須為主

不別花人莫使看






　人によって解かい釈しやくはあるだろうが、簡単に言ってしまえば、ここの主となりその美しい姿を易やす々やすと人目に触ふれさせることがないように、というものだ。

　書かれていないとはいえ、わかる者にはわかるし、後宮ここの主に、と皇帝が木蘭に望んでいるととられてもおかしくない。

　省かれているのは、単に褒ほめ称える部分だけを引用したのか、まだそこまでの想おもいはないからなのか、はたまた暗に白蓮を牽けん制せいしているのか……。

　なんにしろ、木蘭が皇帝のお気に召めしたことに間違いはない。

　薔薇を届けた宦官は不興を買うのでは、としきりに冷や汗あせをかいていたが、白蓮の反応はいたって淡たん泊ぱくなものだった。

　そう、と頷うなずいたあと、「あなたにだそうよ」と顔色ひとつ変えず、木蘭へ受けとるよう促うながしたのだ。

　それどころか、宦官を留め置き、木蘭にすぐに礼をしたためるよう指示した。恐おそれ多い、と尻しり込ごみした木蘭に、礼のひとつもない方が不敬だ、と。

　薔薇殿に止とどまることなく妃ひ嬪ひんたちの間に広まったその出来事が、『木蘭』の名を一層印象づけることになったのは言うまでもない。

　今や木蘭は『一いつ介かいの侍女』から『要よう警けい戒かい人物』へと成りあがっていた。

　同時にそれは、妃嬪たちから『敵』だとみなされたことを意味していた。




　ガシャンッ、となにかが壊こわれる音が鈍にぶく響ひびいた。

　同時に、甲かん高だかい悲鳴が耳につく。

　散策がてら掖えき庭てい宮きゆうを探たん索さくしていた白蓮は、音のした方へ首を巡らせた。

「なにかしら？」

「薔薇殿の方から聞こえてきたけれど」

　供をしていた侍女たちも怪け訝げんそうにそちらをうかがっている。

　なにごとかを喚わめきたてる声が聞こえてくる様子からして、なにか騒動が起こっているのは間ま違ちがいない。

「戻もどります」

「貴き妃ひさま!?」

　危のうございます！　と慌あわてる侍女たちを無視して、白蓮は騒ぎの方──自らの宮殿へと足をむけた。やがて見えてきた光景に、やっぱりと目を細めた。

　薔薇殿へと繋つながる回かい廊ろうで、華はなやかな集団にとり囲まれるようにしてうなだれているのは、木蘭だ。その彼女の前に、感情的に喚き散らしている少女がいる。

「あれは、蓬ほう淑しゆく妃ひ……？」

　侍女のだれかが漏もらした戸と惑まどいの色いろ濃こい呟つぶやきのとおり、淑妃である梨り雪せつだった。

　──めんどくさいことになりそう。

　関かかわりになりたくない、というのが本音だったが、そういうわけにもいかない。

　白蓮は意を決して、すたすたと人ひと集だかりへと歩みよった。

「なにごとです」

　静かに、けれど鋭するどく声を投げる。

　梨雪を筆頭にいっせいにこちらを振りむく。はっとあげられた木蘭の顔が、泣きだしそうに歪ゆがんだのがわかった。

　さて、あれは『助かった』という表情だろうか。それとも『どうしよう』という申しわけなさからくるものだろうか。

　白蓮はさっと状じよう況きように目を走らせた。

　木蘭をとり囲んでいる者たちに見覚えはない。梨雪のお付きの者たちだろう。

　梨雪と木蘭の間には、木箱と割れた焼き物らしき破は片へんが散らばっている。さきほどの音は、これがおちて割れた音だろう。

　──この様子からすると、これがおちて割れた原因が木蘭ってことなんだろうけど……。

　色々と腑ふにおちない。

　だが、白蓮が思案するより先に、きっと眦まなじりを吊つりあげた梨雪が口を開いた。

「柳りゆう貴妃！　あなたのところの侍女のせいで、大事な壺つぼがこのとおり台無しですわ。どうしてくれるのですか！」

　きゃんきゃんと噛かみついてくるさまは、小こ柄がらな体型もあって小犬が威い嚇かくしてくるようにしか見えないが、内容が穏おだやかではない。

「──木蘭」

　どういうことか、と言外に説明を求めた白蓮に、木蘭は身を縮こまらせた。

「あの……淑妃さまたちとすれ違う際、私の手があたってしまったみたいなんです」

「あなたの方からぶつかってきたんでしょう!?」

「そのようなつもりは…っ」

　木蘭の言い分に梨雪が噛みつく。さきほどからこの調子で責めたてられていたのだろう。姉に並ぶ身分の相手に強くでるわけにもいかず、すっかり萎しおれた様子だ。

　それにしても、ずいぶんとお互たがいの言い分が食い違っている。

　──木蘭の言い分が本当なら、手があたったくらいでおとしたりする？　そもそもこれだけの人数がいて、『大事な壺』をすれ違いざまに手があたるような位置の侍女が持っていたってこと？　ありえない。

　だからこそ梨雪は、木蘭がぶつかってきた、と主張しているのだろう。わざとでもなければ、普ふ通つうには起きない事故だ。

「わざとでも難しいと思うけど」

　つい呟きが口から零こぼれる。

　よほどの勢いでぶつかっていかなくては、まわりの侍女たちに阻はばまれるはずだ。箱の中身を壊そうとした意図的なものならまだしも、木蘭が知っていたとは思えない。

　大体、木箱の中におさめられた物が、この高さからおとして、破片が飛び散るほど割れるものだろうか。

「この責任、どうとってくださるんです？」

　あれこれ考えを巡らしているうちに、梨雪の矛ほこ先さきがこちらへとむく。

「まあ！」と主人を不当に責められた侍女たちがいきりたつが、白蓮は手でそれを制した。

　さまざまな観点から、これが仕組まれた事故だろうことは予想がつく。しかし、梨雪は頑がんとして認めないに違いない。

　だったら、すこし違う方向から揺さぶってみるのも手だろう。

「この子を咎とがめだてしたいのなら、好きになさればいいわ」

「ならっ」

「その前にひとつお聞きしたいのですけど、よろしいかしら」

　食い気味に言い募つのろうとしたところを遮さえぎった白蓮に、梨雪は不承不承といった体ていで「なによ」と促した。

「淑妃はどちらへむかわれてまして？　この先には薔薇殿しかありませんけれど」

「そ、れは…っ」

　なぜここにいるのか問われ、梨雪がぐっと答えにつまる。

　黙だまって答えを待つ白蓮に、うろうろと視線をさまよわせたあと、ふいになにか思いついたのか目を輝かがやかせた。

「あなたに見せてさしあげようと思ったのよ」

「わたくしに？」

　胸を張った梨雪に、これをか？　と割れた破片へ視線をおとす。

「これは秘ひ色そく磁じの壺なの。ご存じ？」

「秘色磁？　これが？」

　秘色磁とは磁器の一種であり、青磁の中でも逸いつ品ぴんとされる工芸品だ。

　訝いぶかしげに問い返した白蓮に、優位に立てたと思ったのか、梨雪はふんと得意げに鼻を鳴らした。

「一いつ般ぱんに出回っている青磁とは、物が違うの。──それが、この者のせいで」

「そんな……」

　きっと睨にらみつけられ、木蘭はとんでもないことをしてしまった、と一層青ざめる。

「──青きこと天の如ごとく、明るきこと鏡の如く、薄うすきこと紙の如く、声は磬けいの如し」

　そこへ割ってはいるように紡つむがれた響きに、二人は揃そろって白蓮の方を見た。

「い、いきなりなにを」

「秘色磁をご存じなら、そう称しようされているのも知っておいででしょう？」

　文字通り、空のように青々として鏡のように光り輝く艶つやがあり、紙のように薄い。そして、叩たたいてみれば玉ぎよくでできた磬という打楽器のように高く澄すんだ音が響き渡わたる。

　そう評されるのが、秘色磁だ。

「ですのに、これは……」

　白蓮は膝ひざを折って、通路に散らばる比ひ較かく的てき大きな破片をとりあげた。日の光に透すかすように掲かかげ見る。

「色味が薄いのでは？　艶はありますけど、紙のように薄いとはとても……この厚みでは磬のような音色は望めないでしょうね」

「！　なにを、知ったように」

　指し摘てきに、かっと梨雪が顔を赤くする。

　白蓮は梨雪を見上げると、首を傾かたむけた。

「よろしければお見せしましょうか？」

「……っ」

　なにを、とは言わなかったが、言わんとするところを悟さとった梨雪がひゅっと息を吞のんだ。

　ぶるぶると身体からだを震ふるわせたかと思うと、ばっと裙くんの裾すそを翻ひるがえす。そのまま、足音も荒あらく遠ざかっていく。

「淑妃さま！」

　ぽかん、と見送る形になった彼女の侍じ女じよたちが、慌ててあとを追いかける。

　──よかった……お母さまの見る目だけはたしかで。

　父親の地位と金にあかせて、豪ごう華かな衣い裳しようや装そう飾しよく品を買い漁あさるだけでなく、流行はやりや珍めずらしいものにも目がない人だったが、審しん美び眼がんだけはあった。つきあわされるのも辟へき易えきしていたがこんなところで役にたつとは、と裾を払はらって立ちあがる。

「こちらを淑妃にお返ししておいて」

　捨て置かれた『大事な壺』の残ざん骸がいを一いち瞥べつし、侍女へ指示をだす。

「──え、これ、偽にせ物ものだったってこと、ですか？」

「すくなくとも、秘色磁ではないわね」

　足元の破片と梨雪が去っていった方を代わる代わる見やりながら困こん惑わくしている木蘭に、そっけなくあいづちを打つ。

　価値はともかく『大事な壺』だったのかもしれないが……置いていった時点で違うだろう。

　思いいれがあるものなら、壊こわれていようがこのままにしていくなんて真似まねはしないはずだ。

　──まあ、もともと壊れてた可能性も高いし。

　割れた壺を箱につめ、偶ぐう然ぜんを装よそおって木蘭とすれ違ったところでわざとおとす。そうして罪をなすりつけ、皇こう帝ていの寵ちよう愛あいを得るのに邪じや魔まになりそうな彼女を後宮から追いだす計画だったのだろう。

　秘色磁云うん々ぬんは、責を重くするための方便として考えていた、というところか。家にいるころから虐しいたげられていた木蘭が、そんなものを知るはずがないと高を括くくっていたに違いない。

　調子にのって自分にまでからむから、恥はじをかいて逃にげだすことになるのだ。

　とはいえ、おかげで木蘭を助けられたのだから、結果的にはよかった。

　面めん倒どうにならずにすんでほっとしながら、白蓮は薔薇殿へ足をむけた。

「あ……お姉さまっ、あの、ありがとうございました」

　背中へ慌あわてて投げかけられた謝意に、肩かた越ごしに目をやる。

「わたしにあまり迷めい惑わくをかけないで」

　騒さわぎを嫌きらった体を装い、言葉すくなに言い置いて立ち去る。

　しかしながら、木蘭にとってこれははじまりにすぎない。この先、次々と同じような事態に巻きこまれるだろう。

　夫人という地位にある白蓮とは違い、貴妃付の侍女という立場しかない木蘭は、貴妃には手出しできない低い身分の妃嬪たちからも標的になり得る。

　それをどう守っていくのか。しかも、助けていると思わせないように、だ。

　──陛下が早く動いてくれるといいんだけど……。

　これで木蘭が皇帝に関心がない、噂うわさを鵜う吞のみにして怖おそれを抱いだいているなら、また話は違ってくるが、あの夜の恩人だと興味を持っている。

　贈おくられた例の薔薇ばらも、枯かれる前に押し花にして大切にしているのを知っていた。

　皇帝は百花の咲さき乱れる中にあって、木蘭に目を留めた。

　木蘭は皇帝を君主としてではなく、一人の男性として意識している。

　掴つかみは上々。あとは二人の距きよ離りを縮めるためにきっかけが必要だが……

「……結局、陛下の出方を待つしかないのが、もどかしいところだわ」

　薔薇の礼にと木蘭に文ふみを書かせたが、形式的なもので終わってしまい、それ以上のやりとりに発展した様子もなかった。

　この際、皇帝自身が後宮に足を運ばなくてもいい。表で宴うたげなどが催もよおされる機会があれば、権力と金にものを言わせて木蘭を歌か舞ぶを披ひ露ろうする宮きゆう妓ぎの中にねじこんでみせる。

　が、信のある者しかよせつけないのだから、そんな機会があるはずもなかった。

　どうやったらきっかけを作ることができるか、と頭を悩なやませつつ、白蓮は東へ──皇帝がいるだろう内ない廷ていの方角へと目をやった。







　そんなことがあった、数日後。

　人ひと払ばらいをした私室に一人あった白蓮は、炉ろにかけた釜かまに湯が沸わくのを待ちながら、庭に面した戸を開け放した。

　入宮して早々、白蓮は寝ね支じ度たくをすませたあとは人払いをするようになった。房へやの外にも不ふ寝しん番ばんを控ひかえさせず、完全に人の気配を遠ざける。

　その上で、持ちこんだ道具で実験や研究のための準備を細々と整えていった。

「ただ、問題はこれからよね」

　当面使う材料は持ちこんだが、使えばなくなってしまう。今、育てているものもあるが、結局は同じだ。

　家にいるころは老師という協力者がいたし、出入りの商人も手広くやっていただけあって、時間はかかっても西域の品も手にいれることができた。

　だが、後宮では同じようにはいかない。

「まあ、なるようになるでしょ」

　そこを工く夫ふうするのも、己おのれの手しゆ腕わんだろう。

「どうせ、長いことでも──」

　言い止さして、白蓮はあたりに視線を走らせた。

　今、なにか音が聞こえた気がした。人払いがしてあるここに近づく者がいるとは思えない。火急の用があるなら、密ひそやかに近寄ってくるはずがない。

　風だろうか、と思った時、かさり、と草を踏ふみ締しめる音が耳をかすめた。

「だれ？」

　やはり思い違ちがいではない、と外にむかって誰すい何かを投げる。

　しん、と静けさが耳を打つ。速まっていく鼓こ動どうを感じながら、白蓮は月のない夜よ闇やみに目を凝こらした。

　やがて、灯ともした火明かりにぼんやりと人ひと影かげが浮うかびあがる。

　びくっと肩かたが揺ゆれ、白蓮は反射的に身構えた。

　──朱しゆ禅ぜん？　……ならこんな風に庭からはいってきたりしないはず。まさか、妃嬪のだれかがよこした手先？

　それとも賊ぞくか、と警けい戒かいも露あらわなこちらの前にゆっくりと歩みでてきた人影は、[image: ]ぼく頭とうに丸まる襟えりの袍ほう服ふくという官かん吏り姿の青年だった。

　白蓮はぎょっと目を瞠みはった。

　──男!?　まさか…っ

　ここは男子禁制の、皇帝のための花はな園ぞのだ。男性が足を踏みいれられるはずがない。

　しかし、ゆったりとした袍服の上からでもわかる、細身ながらたくましい身体付きは宦かん官がんのものとは思えない。

「こんばんは、柳貴妃」

「……」

　低く、それでいて朗ほがらかな声に、得体の知れなさを感じて無意識に後あと退ずさる。

　青年は、ああ、と合点がいったように笑った。

「これはご無礼を。私は翰かん林りん学士を拝命しております、呂りよ清しようと申します」

「翰林学士？」

　翰林学士とは、皇帝直属の官であり、詔しよう勅ちよくの起草などにあたる、いわば皇帝の相談役のようなものだ。

「またの名を、卜うら部べの清きよ麻ま呂ろ、と」

「ウラベノキヨマロ……留学生？」

　響ひびきからして、西域とは反対の海を隔へだてた島国の言葉だ。この国からは、凌りよう国の文化や技術を会え得とくすべく留学生が派は遣けんされてくる。

　目の前の青年はどうやらそのうちの一人らしい。

「ええ。推挙をいただき官職を得るにあたり、こちらの国の名を名乗るようになりました」

　しゃべり方に違い和わ感かんがなく、推挙されて官職を得、翰林学士を務めるまでになるのだから、相当優ゆう秀しゆうな人物らしい。

　が、それとこれとは話が別だ。

「その翰林学士がどうやってここへ？　後宮が男子禁制だと知らぬわけではないでしょう」

　どうやって潜もぐりこんだのかと警戒を解かない白蓮に、呂清は懐ふところから木の札のようなものをとりだした。

「後宮とはどのような場なのかと思いまして。陛下に、様子をうかがいがてらのぞかせていただけないかお願いしたところ、好きにしろ、と」

　このように通行証も、と木札をこちらへ差しむけてくる。

　そこにはたしかに皇帝の印が押されていた。

　──好きにしろって……いかにも興味の薄うすかった皇帝らしい言い分だけど。

　通行証まで発行してしまうことに呆あきれを覚えつつ、白蓮は言葉を継ついだ。

「たとえ陛下の許可を得ていようと、掖庭宮の門はくぐれないはずだけれど」

　妃嬪たちの産んだ子が皇帝の子ではない、などという疑念を挟はさむ余地を与あたえないため、いかなる理由でも皇こう帝てい以外の男性は立ちいれないようになっている。

「そこは、すこし融ゆう通ずうを利きかせていただきました」

　呂清が懐に木札をしまいながら、ちゃり、となにかを鳴らす。

　音の正体を白蓮は瞬しゆん時じに悟さとった。

「……呆れた」

　知らず口から声が零こぼれる。

　呂清は門衛である宦官に賄わい賂ろを握にぎらせて、秘ひ密みつ裏りに潜りこんだのだ。

　──そこまで腐ふ敗はいが進んでるなんて……。

　朱禅の存在から、宮きゆう廷ていの深部にまで先帝のころの勢力が幅はばを利かせていることはわかっていたが、考えていた以上に状じよう況きようは悪いらしい。

　目の前に立つ青年が、朝廷の危あやうさを象しよう徴ちようしているようで、自然険しい顔つきになる。

　一方の呂清は、口元ににこやかな笑えみをたたえながら、

「ええ、まったく」

　零れた白蓮の呟つぶやきにあいづちを返した。

　その目が笑っていないことに気づいた瞬間、ふいに閃ひらめく。

　──ここがどんな場所かとかなんとか言ってたけど、そうか……この人は、皇帝によこされたんだ。

　宮中の腐敗具合をたしかめるため、そして、先帝の旧臣筆頭とも言える柳家の送りこんできた娘むすめを探さぐるために。

　すとん、と肩から力が抜ぬける。

　皇帝自身が送りこんできたのなら、これまた話は別だ。

　白蓮が毎夜人払いをしていることまで調べた上で、あえてこの刻限に訪ねてきたのだろう。

　ぐらぐらといつのまにか釜の湯が煮にえたっていることに気づき、白蓮はふうっと息をつくと意識を切り替かえた。

「お座りになったら？」

　廂ひさしの下に置かれた榻ながいすへと客を誘さそった。さすがに、房に招きいれる気にはなれない。

　おや、とばかりに呂清が眉まゆをあげる。ついで、口元の笑みを深くすると軒のき下したへと歩みよってくる。

「では、失礼して」

　腰こしをおろした呂清を横目に、白蓮は釜へと砕くだいた茶葉をいれ、すこし考えてから生姜しようが、陳ちん皮ぴ、干した棗なつめなどを加えた。さらに塩をひとつまみ。

　本当は試ためそうと思っていたものがあるのだが、客人をもてなすのなら飲み慣れた一いつ般ぱん的てきなものの方がいい。

　そうして、煮たたせたあと、匙さじで茶ちや碗わんへとすくいいれる。

「どうぞ」

「これはこれは、貴妃が手ずから煎いれてくださるとは」

　嫌いや味みなのか素す直なおに感かん嘆たんしているのか判別がつきづらいが、茶ひとつ満足に煎れられない、と思われていたことだけはわかった。

　──まあ、どうせ飲まないだろうけど。

　呂清にとっては、いわば敵てき陣じんの娘だ。易やす々やすとは口をつけないだろう──と思ったのだが。

「！」

　躊躇ためらうそぶりも見せず呂清が茶碗を口に運んだのに、こちらが焦あせってしまう。

「あぁ、美味おいしいですね」

　挙句、世辞ばかりとも思えない感嘆を漏もらした男に、白蓮は額に手をあてて嘆息した。

「……すこしは、警戒なさったら？」

「毒でもはいっていますか」

「かもしれませんわね」

　身体からだに異変は？　とわざとらしい笑みを浮かべた白蓮に、くくくっ、と呂清が肩を震ふるわせる。

　その様子に、どうやら自分は試されていたらしいと気づく。しかけるならしかけてみろ、ということか。

　不毛なかけひきに、胸の中の燻くすぶりを細く吐はきだす。

「──あなたはともかく、陛下は宮廷……特に後宮でだされるものを軽々しく口にされない方がよろしいのでは？」

　なにせ内侍省の次官が、方士に薬を用意させようか、と言ってくるのだ。なにがはいっているかわかったものではない。

　白蓮の忠告に、ああ、と呂清が得心したように頷うなずく。

「そのあたりは陛下も重々承知しておられます」

「……そう」

　それだけまわりは油断のならない者だらけ、という状況なのだろう。

　ここで木蘭が皇帝にとって唯ゆい一いつ心安らげる場所になるというのが、物語の定石だけど……と考えたところで、はたと我われに返る。

　吞のん気きに──いや、殺さつ伐ばつと茶を喫きつしている場合ではなかった。

「ところで、こちらにはどのようなご用件で？」

　きりだした白蓮に、呂清もまた思いだしたように茶碗を置いた。

「いえ、用というほどのものではないのですが……」

　最近、こちらでなにやら騒さわぎがあったとか。

　そう流してよこされた目線に、小さくドキリとする。

　──……なに？

　恐きよう怖ふや焦りとも違ちがう胸のざわめきに内心首を傾かしげつつ、あちらもとりつくろうのは止やめたらしいと苦く笑しようする。

「それこそ、騒ぎというほどのものではありませんけれど。うちの侍じ女じよが、ちょっとした因いん縁ねんをつけられた、というだけで」

「因縁、というと？」

「壺つぼを割っただのなんだの、とるに足らないことです」

　さらりと流そうとするが、これは聞くまでひきさがりそうにない。しょうがない、と白蓮は簡単にことの次し第だいを説明した。

「──結局、その壺はなぜ割れたのでしょう。蓬淑妃の言い分はずいぶん一方的なものに思えますが」

「さあ、存じません。見てもいないことを語ることはできませんから」

「それであなたの妹いもうと御ごが、不当な罪に問われても？」

「……」

『侍女』としか言っていないにもかかわらず、『妹』だと断定してきた呂清を、ちらりと横目で見やる。

　思ったとおり、木蘭が白蓮の異い母ぼ妹まいだというのは、皇帝の耳にまで届いているらしい。

「そこまでご存じなら、わたくしに聞く必要はなかったのでは？」

　騒ぎがどういうものかわかっていてこちらの口から語らせようとは、人が悪い。

　ちくり、と言外に刺さすが、呂清の笑みは揺ゆらがない。

　これくらいの腹芸ができなくては翰かん林りん学士は務まらないか、と息をついて、

「それもしかたがないのではありませんか」

　あの子に火の粉を払はらうだけの力がなかったにすぎない、と白蓮はそっけなく応じた。

「もっとも、柳家の名めい誉よに関かかわるのであれば話は別ですけれど」

　逆に言うなら、それを盾たてにして木蘭を助けることができる、ということだ。後宮ここへきても家から逃のがれられないのはうんざりするが、利用できるものは利用してやるまでだ。

「──なるほど」

　白蓮の言をどう受け止めたのか、顎あごをひいた呂清はおもむろに立ちあがった。

「夜分に失礼しました」

「ええ、まったくです」

　遠えん慮りよなく首しゆ肯こうした白蓮に、呂清の肩かたが小さく揺れる。

「では──また」

　笑いを滲にじませた声で言い置いて、夜の庭へと消えていく。

「……また？」

　一人残された白蓮は、あっという間に闇やみに溶とけて見えなくなった背中に目をしばたかせた。

　まさか、またくるつもりなのだろうか。

　後宮とはそんなに気軽に出入りできる場所なのか、と頭をよぎり、いやいや、と首を横に振ふる。

　静けさの戻もどった景色の中、ぽつん、と置かれた茶碗だけが、今までここに人がいたことを示していた。

「まさか、ね」

　いくら体制が腐ふ敗はいしているとはいえ、何度も侵しん入にゆうを許すほど宦かん官がんたちも腐くさってはいないだろう。

　自らに言い聞かせるようにして、白蓮は証しよう拠こを隠いん滅めつすべく茶碗を手にとった。







「──そんな風に思っていた時が、あったっけ」

　一度ならず、二度三度と続くと、掖庭宮の警備体制は本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、と心配になってくる。

　いつもの榻に腰かけ、呈ていされた茶碗を手にとる呂清を眺ながめながら、白蓮は独りごちた。

　その呂清はといえば、例のごとく迷うそぶりもなく茶碗に口をつけようとして、ふと動きを止めた。

「これは……？」

　すん、と香かおりを嗅かぐように鼻先に湯気を薫くゆらせる。

　さすがに、躊躇いもなく、とはいかなかったらしい。

　それもそうだろう。光を透すかすほど薄うすい玉製の碗わんの中は、黒々としたもので満たされているのだから。

「蘇そ葉ようを煎せんじたものよ」

「蘇葉、ですか」

　蘇葉とは、紫蘇赤シソを乾かん燥そうさせた生薬だ。それを四半刻ほどじっくりと煮に出だしたものが、この一見真っ黒に見える茶の正体だった。

　紫むらさきをとおりこし赤黒い液は、かすかな月明かりと灯明の下では一層得体が知れなく見えるだろう。

「ここに、これを加えると」

　白蓮は別に用意してあった碗からひと匙さじ水のようなものをすくうと、自分の碗へといれる。

　瞬しゆん間かん、パッと茶の色が薄くなった。

「色が…っ」

　その変化に、思わずといった様子で呂清が身をのりだしてきた。

[image: ]

　一方の白蓮は、軽く肩をおとした。

「やはり夜ではだめね、わからない……これは色が薄れているのではなくて、変化しているのよ」

「変化？　──失礼」

　白蓮の言葉に、呂清は彼女の碗へ手を伸のばすと手元の碗と並べた。灯明の灯あかりに透かすように見比べ、たしかに……と呟つぶやく。

「私の方はかぎりなく黒く見えますが、貴妃のものは赤く見える」

　ついで、さきほど白蓮がいれた水のようなもののはいった碗をまじまじと見つめた。

「この匂においは、橘たちばなですか」

　たしかめるように指先を浸ひたして舐なめた呂清が、きゅっと眉まゆ根ねをよせる。見るからに酸すっぱそうな表情に、つい唇くちびるが緩ゆるむ。

「いれてみても？」

「どうぞ」

　呂清は早さつ速そく匙を手にとると、白蓮がしていたようにひとすくい自らの碗へとおとした。さきほど同様鮮あざやかに色を変えた茶に、目を輝かがやかせる。

　自分より年上だろうに、そのさまはどこか子どものようだ。

　だからだろう。すこしからかってみたくなったのは。

「これが西域の魔ま術じゆつよ」

「魔術？」

　それ以上説明する代わりに微笑ほほえむと、白蓮は自らの碗を手元へひきよせた。

　もの問いたげな視線を無視して、卓たくに置いてあった小壺の中身を垂らし、その壺を呂清の方へと押しやる。

「飲みづらいようなら、これを」

「これは？」

「残念ながら、ただの蜂はち蜜みつよ」

　とはいえ、庶しよ民みんの口には易やす々やすとはいらない高価な甘味だ。こういう時ばかりは貴族でよかったと思える。

　お先に、とばかりに白蓮は茶碗を傾かたむけた。

　独特の癖くせはあるが、甘みが足された分飲みやすい。果か汁じゆうで酸味が加わって清せい涼りよう感かんがあり、夏に飲むといいかもしれない。──ただ、実験結果を重視していれすぎた感は否いなめない。

　吟ぎん味みするように味わう白蓮の横で、蜂蜜をいれず飲んでみることにしたらしい呂清が、茶碗をためつすがめつしながら口へ運んだ。

　得体の知れないものを見せられ、さらに魔術だなどと怪あやしげなことを言われたにもかかわらず、躊ちゆう躇ちよがない。

　こちらが先に口をつけたから、というのもあるかもしれないが……すこしは信用されているのだろうか。

　かく言う自分も、彼に心を許してきているのだろう。もともと準備をしていたとはいえ、老師以外の前ではしたことがなかった実験をやってみてもいい、と思うくらいには。

　今も、茶を口に含ふくんだ途と端たん顰ひそめられた眉に、ふふっと笑いを零こぼしていた。

「……なかなか刺し激げき的てきな味ですね」

「気の巡めぐりをよくしたり、風邪かぜをひいた際に利用されているものだから、害はないわ」

　ふぅ、と息を吐はいた呂清が卓へと茶碗を戻した。どうやらお気には召めさなかったらしい。

「それで、またなにかありましたか？」

　はじめてこの薔薇殿を訪おとなってからこれが三度目になるが、都度、呂清はこうたずねてくる。なにかあったと知った上で聞いてくるのか、なにもないはずがないと嫌いやな意味で信用されているのかは、不明だが。

　──どっちもありそう……。

「この間は、薔薇殿に虫のつまった箱が届けられたという話でしたが」

　現に、前回のことを持ちだした呂清の双そう眸ぼうがおもしろそうに輝いている。

　持ちだされた白蓮はといえば、思いだしたそれに、ぞわりと背筋を震ふるわせた。

　──あれは、ない。無理。

　届け物だと宦官が持ってきた箱を侍じ女じよが開けた瞬間、うぞうぞと蠢うごめく中身に、房ぼう内ないにいくつもの甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡わたった。

　よくぞここまで、といっそ感心するほどの数がおさめられたそれに、一瞬凍こおりついた白蓮は、だが即そく座ざに侍女のおとした蓋ふたを拾いあげるとぴったりと箱を閉とざした。

　──とっさに動けた自分を褒ほめてほしいわ……。

　蓋を開けた侍女は失神するし、まわりの侍女は逃にげだすしで、自分が蓋をしなくてはあれらは房へや中じゆうに散らばっていただろう。どこになにが潜ひそんでいるかわからない房ですごすなど、まっぴらごめんだ。駆く除じよしたとしても、そもそも数も種類も把は握あくできていないのだから安心などできない。

　持ってきた宦官を問いつめたが、いくつかの手を経由しているようで、だれからの『贈おくり物』かは結局わからなかった。

　あれは木蘭というより白蓮を標的にした嫌がらせだろう。だとすると、夫人のだれかと考えるのが自然だが、野心溢あふれる嬪でもおかしくない。

　響き渡った悲鳴に、さぞほくそ笑えんだことだろう。

　うっかり蠢く様子まで甦よみがえって、総毛立つような感覚に腕うでを擦さする。

　そんな白蓮に、呂清は忍しのび笑いを漏もらした。

「虫は苦手ですか」

　茶の意い趣しゆ返がえしか、と横目で睨にらみながら、白蓮はゆっくりと頭かぶりを振ふった。

「あれのおぞましさは見た者でないとわからないわ。虫自体も得意とはいえないけれど」

　虫より猫ねこの方が断然ましだ、とぼやくと、きょとんとした呂清が、ああ、と得心したように頷うなずいた。

「この国……というか、都の人たちは、猫にあまりいい顔をされませんね」

「猫びよう鬼きを恐おそれているのよ」

「猫鬼？　耳にしたことはある気が……」

　端たん的てきに答えたものの、かえって首を捻ひねられる。

　そういえば彼はこの国の出身ではなかった、と違い和わ感かんのなさに失念していた事実を思いだす。

「猫鬼とは、蠱こ毒どく……ようは呪じゆ詛その一種で、猫の妖よう怪かいとでも言えばいいかしら。それを使し役えきする術すべを持つ者がいて、狙ねらわれて猫鬼にとり憑つかれると病になって死んだ挙句、財産を奪うばいとられるのよ」

　そうして、術者が富を得る。

　凌の前にこの国を支配していた王朝で、皇后が猫鬼に狙われるという世間を震しん撼かんさせた事件が起こって以来、人々は猫を恐れるようになった。前王朝の時代、猫を飼っているというだけで処しよ罰ばつされたこともあったとかなかったとか。

　その名残なごりで、今でも都人は富を持っている者ほど猫を恐れるのだ。

　ひいては、人々が昔も今も呪のろいの力を信じている、ということにほかならない。

「猫の呪い、ですか」

「ばかばかしい。あんなに愛らしいのに」

　悪いのは猫ではない、欲よくに溺おぼれた人間だ。

　昔、家に迷いこんできた仔こ猫ねこを飼いたかったのに、恐れた両親に相当な剣けん幕まくで叱しつ責せきされたことが、いまだに遺い恨こんとなって胸に残っている。

　──狙われる心あたりがあるにしたって、たかだか仔猫にあそこまで……。

「猫がお好きなんですね」

　しげしげとこちらを見つめる呂清に、白蓮は我われに返った。

　つい、幼いころのことが甦って感情的になってしまった。

「話が脱だつ線せんしたわね」

　こほん、と咳せき払ばらいをした白蓮に、呂清は「いえ」とやんわりと目を細めた。

「興味深いお話でした。それに、あなたの違ちがう一面を見ることもできましたし」

　呂清の言葉に虚きよを衝つかれる。ついで、じわじわと頬ほおが熱くなっていくのを感じて、慌あわてて顔を背そむけた。

「なにかあったか、という話でしたか」

　貴妃、ではなく、あなた、と言われたことに、『柳白蓮』ではない自分を見てくれたようで、ほんのりと胸に灯ともったあたたかさを誤ご魔ま化かすように話を戻もどす。

　虫の一件以降なにがあっただろうか、と考えを巡らせようとし──巡らせるまでもなく浮うかんだそれに白蓮は面おもてに苦みをよぎらせた。

「なにか、あったようですね」

　目め敏ざとく認めた呂清に、えぇ、と溜ため息いき交じりのあいづちを返す。

「盗とう難なんの濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうに、ね」

「盗難？」

　おや、これは耳に届いていないのか、と思いつつ、例によって簡単に説明する。

「桑そう充じゆう媛えんの金の首くび飾かざりが紛ふん失しつしたそうで、突とつ然ぜんここへ押しかけてきたのよ──蓬淑妃が」

「蓬淑妃が？」

　突然の名に、呂清が目をしばたかせる。

　それはそうだろう。嬪の私物がなくなって夫人がのりこんでくるなど、途と中ちゆう経過がさっぱりわからない。

　なんの先さき触ぶれもなく押しかけられた当の白蓮は、なおさらだった。







「失礼しますわ！」

　バタバタと足音が近づいてきたかと思うと、音をたてて開いた戸に、白蓮は目を丸くした。

「……蓬淑妃？」

　戸口で仁に王おう立だちしているここ薔薇殿にいるはずのない人物に、呆あつ気けにとられる。

　廊ろうからは「お待ちくださいっ」と悲鳴混じりの声が聞こえてくる。乱入してきた梨雪を止めようとしたものの、振りきられたのだろう。

「なにごとですか、蓬淑妃」

　ずいぶんと行ぎよう儀ぎがよろしいこと、と袖そでで口元を覆おおい、皮肉を隠かくさず問うた白蓮に、梨雪はきっと眦まなじりを吊つりあげた。

「宮きゆう殿でんの中を検あらためさせていただきますわよ、柳貴妃！」

「──突然押しかけてきて、なにをおっしゃっているの？」

　高々と言い放たれた宣言に、白蓮の眉み間けんに皺しわがよる。

　しかし、梨雪は小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「桑充媛のことに決まっているでしょう」

「桑充媛？　だれです？」

　知らぬ名に皺が深くなる。充媛というからには嬪の一人だろうが、あいにく興味がないため覚えていない。

　そんな白蓮に、梨雪がかっと顔に血をのぼらせた。

「しらばっくれるつもり!?」

「しらばっくれるもなにも……ですから、なんの話です」

　内心いらだっていると、パタパタとまたもこちらへ駆かけてくる足音があった。

「蓬淑妃さま…っ」

　肩かたで息をしながら姿を現わした少女に、おや、と思う。宴うたげの席で、貴族令れい嬢じよう中心の嬪の中にあってわけて目をひいた、都に大おお店だなを構えるという商人の娘むすめだ。

　関係性はよくわからないが、どうやら梨雪と彼女は顔見知りらしい。夫人の中でも一ひと際きわ気位が高そうな梨雪が、大店とはいえ商人の娘と親しくしているというのは意外だが。

　白蓮がむける視線に気づいたのか、桑充媛が慌てて姿勢を正した。

「突然の訪問申しわけございません。わたくし、僭せん越えつながら充媛を拝命いたしました、桑夕ゆう麗れいと申します」

「あなたが──蓬淑妃よりはよほど礼儀を弁わきまえているようですけれど、一体全体この騒さわぎはなにごとです？」

「あのっ、それは……」

　言いづらそうに視線をそらした夕麗に、ふとひっかかりを覚える。それを探さぐろうとするより前に、腐くさされた梨雪が声をあげた。

「礼儀がなっていないのは、どちらですの!?　桑充媛のところから首飾りを盗ぬすんでおいて！」

「──なんですって？」

　聞き捨てならない単語に、覚えず声が低くなる。

　顔つきが鋭するどくなった白蓮に、慌てたのは夕麗だった。

「しゅ、淑妃さまっ、そうと決まったわけでは……！」

「なにを言っているの！　あなたは見たのでしょう？　菊きつ花か殿でんからあの娘むすめがでてくるのをッ」

　そう、梨雪が指を突つきつけたのは、隅すみからこちらを心配げにうかがう木蘭だった。

「え……？」

　突とつ如じよ名指しされた木蘭が茫ぼう然ぜんと立ちつくす。あきらかにことの次し第だいを吞のみこめていない。

　とはいえ、それは白蓮も同じだった。

「……一から説明してくださるかしら」

　いきりたつ梨雪を尻しり目めに、まだ話ができそうな夕麗へ目を移す。視線を泳がせ、「あ、の」としどもどと口を開いた彼女に、一層違和感が強くなる。

　その正体を見み極きわめるように、白蓮は双そう眸ぼうを細めた。

「わたくしが、持っていた首飾りがひとつ、見当たらないのです」

「単になくしたのではなくて？」

「見失うほど小さなものではないのです！　それに納めていた箱はなくなっていませんから」

　つまりは、中身だけがなくなったらしい。なるほど、ならば盗難にあったと考えるのも不思議はない。不思議はないが──

「まず、身内にたしかめられてはいかが？」

　人を疑う前に、とはまっとうな忠告だろう。

　だが、頭から疑ってかかっている相手には通用しなかった。

「犯人は菊花殿付のだれかだと？　そんな失礼なことよく言えますわね。大体、言ったはずですわ、あの娘がでてくるのを見た、と」

「いえ、あの、でていかれるのを見たわけではないのです。ただ、遠ざかっていく後ろ姿を……その、木蘭殿どのの容姿のような方は、ほかにはおられませんので」

　言いづらそうに口を挟はさんだ夕麗に、そら見たことか、と梨雪は顎あごをあげた。

「菊花殿を訪おとずれたわけでもない薔薇殿の者が、どのような故ゆえあってそんなところにいたというのです」

　この前の壺つぼの時の意い趣しゆ返がえしか、同じ論理をふっかけてくる。

　白蓮は嘆たん息そくすると、彼女を無視して夕麗を見み据すえた。

「木蘭の姿を見かけたのはいつです」

　それくらい覚えているだろう、と質ただせば、夕麗は「えっと……」と目をさまよわせた。

「あの日は、三日月が浮かんでいた気が」

　三日月、の語に、視界の端はしで木蘭がハッと瞠どう目もくしたのがわかった。

「そのあと、件くだんの首飾りの紛失に気がついた、と？」

　てっきりでっちあげの言いがかりだと思っていたが、どうやらそうばかりでもないらしい。いかにも木蘭に心当たりがありげだ。

　よもや菊花殿に侵しん入にゆうしていたとは思わないが、白蓮が人ひと払ばらいをしたあとで薔薇殿を抜ぬけだし、どこかへいっているのはたしからしい。

　それにしても、とおどおどとした気配を漂ただよわせる夕麗を見やる。

　──こんな子だったかしら。

　さきほどから感じている違い和わ感かんがこれだった。

　あの宴で見た強したたかさが感じられない。梨雪に追従する様子が、覚えた印象とあわないのだ。

　──むしろ、淑妃ぐらいなら体ていよく転がしそ、う……って、そうか！

　すとん、と腑ふにおちる。おそらくは、そういうことだろう。

「ちょっと！　身分を盾たてに脅おどすような真似まねはよしなさいよ。──大だい丈じよう夫ぶよ、そのために私がついているのですもの。貴妃だからといって遠えん慮りよしたりしないわ」

　私に相談したのは正解だったわね、と胸を張る梨雪に、夕麗がこちらをうかがいながら小さく頷うなずく。

「柳貴妃。こちらにはこうして証言もあるのですから、中を検めさせていただきますわよ」

　異存、ありませんわよね？

　勝ち誇ほこった梨雪の顔に、やむを得ないと首しゆ肯こうする。

「──どうぞ」

　ありもしない罪を吹ふい聴ちようされるよりましだろう、と白蓮が戸口から身を退ひきかけたところで、夕麗が脇わきに控ひかえた侍じ女じよの一人へちらっと目配せを送った。

　意味ありげな視線を認めながら、「その前にひとつ」と動きを止める。

「紛失した首飾りとは、どのようなものなのです」

　手持ちの品に似たような物があった時、盗とう品ひんだなんだと騒がれても困る。

「そんなこと、私たちがするとでも……！」

　いきりたった梨雪を、「淑妃さま」と夕麗が横からなだめた。

「懸け念ねんはごもっともです。──金製の花模様の珠たまが連なっているもので、中央には紅玉のあしらわれた下げ飾かざりが……」

「特に類るい似じする品はないはずね？」

　周囲に集まっていた、憤ふん懣まんやるかたないといった風ふ情ぜいの侍女たちへたしかめる。

「……はい、お手持ちの物にはございません」

　不承不承頷く侍女の顔が、本当にこんな無礼を許すのか、と告げていた。

「そう。では、好きになさって──ただし、あちらの私室へ立ちいる際は、わたくしの監かん視しの下もとでやっていただきます」

　変に漁あさられて、せっかく集めた道具を壊こわされてはたまらない。

「まあ、やましいことでもおありなのかしら、柳貴妃は」

「あなた方を信用していないだけです」

「なんですって!?」と突っかかってくる梨雪を流して、白蓮は目顔で木蘭を呼んだ。

「……お姉さま、あの」

「あの侍女に目を配っていなさい」

　壺の騒そう動どうの時と同じような表情で口を開いた木蘭に、そちらの事情などどうでもいい、とばかりに囁ささやく。

「え？　あ、はい」

「ただし、見ているだけでいいわ」

　ぽかんとした木蘭に、余計な手出しはするな、と釘くぎを刺さして、さきほど夕麗から目配せを受けていた侍女のところへむかわせる。

　突とつ然ぜんの指示に戸と惑まどいながらも、木蘭は件の侍女へ近づくと、さりげなく様子をうかがいはじめた。つかず離はなれずの絶ぜつ妙みような距きよ離り感かんだ。

　任せておいて大丈夫だろう、と白蓮は無断で私室へ近づく者がいないよう目を光らせながら、さて、と考えを巡めぐらせた。

　──菊花殿の近くには、なにがあったっけ。

　散策しながらたしかめた掖庭宮の地図を脳のう裏りに思い浮うかべる。

　菊花殿自体、薔薇殿からはさほど離れていない。夜、わざわざ抜けだすのだから、人目を忍しのびたいのだろう。

　菊花殿近くの、人目につかない場所……と考えると、自然としぼられてくる。

　──あの四阿あずまや？

　薔薇殿と菊花殿の間には池があるが、その池の対岸というのか、奥に四阿がある。池のこちら側からでは木立に囲まれて見えないが、散策の休きゆう憩けいや夏場涼すずむにはうってつけの場所だ。

　ただ、そこへは薔薇殿側からではむかうことができない。菊花殿の脇を通っている小こ路みちをたどっていく必要がある。

　四阿へなにか目的があって出向いたところを、夕麗か侍女にでも見られたというところか。

「──それを、利用された」

　となれば、ないはずのものは十中八九『見つかる』はずだ。

　案の定、捜そう索さくをはじめて間もなく、奥の房へやから「あ！」という声があがった。

「ありましたのっ？」

　梨雪がぱっと顔を輝かがやかせ、駆かけだしそうな足取りで奥へむかう。

「やっぱり……」と白蓮は呟つぶやき混じりの嘆息をおとした。

　そもそもは、夕麗の態度に違和感を覚えたことがきっかけだった。

　貴族の令れい嬢じようたちに気き後おくれする様子もなく、かといって実家の力を見せびらかすような真似もしない、絶妙な平へい衡こう感かん覚かくを持つ彼女だったら本当に確証がないのなら、乗りこんできたりはしない。万が一にも冤えん罪ざいだった場合、『貴妃』という後宮の権力者を敵に回すことになるからだ。

　梨雪に相談するにしても、誤解を招くような言動は控えるはずだ。

　しかし夕麗は、梨雪に首飾りがなくなった事実を話し、菊花殿から遠ざかっていく何者かの後ろ姿を見て、それが木蘭のような容姿だったことを告げた。

　はっきりしたことは言わない。が、『木蘭が首くび飾かざりを盗ぬすんだのだ』と、聞く者に思わせるには十分だ。現に梨雪は「木蘭が菊花殿からでてくるのを見た」と言った。

　淑妃なら同じ夫人である貴妃の宮殿へ押しいることができる。例の壺の騒動を知っているなら、梨雪が騒さわぎたてるのは簡単に予想できただろう。

　そうした『蓬淑妃』の性質を把は握あくした上で、夕麗は木蘭排はい除じよに彼女を煽あおって利用したのだ。あわよくば白蓮の監かん督とく責任まで問おうと画策した。

　──こんな予想、当たらなくてよかったんだけど。

　だれも見ていないところで、懐ふところか袂たもとから首飾りをとりだし、さも今見つけましたと騒いだらことはすむ。木蘭に見張らせたのはこのためだ。

　手出しを止めたのは、下手に木蘭が咎とがめだてすると、犯人だから人に罪をなすりつけようとしているのだと、逆に窮きゆう地ちに立たされかねないからだ。

「ほらご覧なさい！　これをどう言い訳するつもりですの？」

　正義を確信した梨雪が指を突つきつけた先には、両手に布包みを持つ夕麗の侍女の姿がある。布の隙すき間まから零こぼれるように垣かい間ま見みえている金色は、件の首飾りだろう。

　彼女のうしろをちらっとうかがえば、硬かたい顔つきの木蘭がその背中を睨にらみつけていた。白蓮の視線に気づいたのか、まっすぐこちらを見て、こくり、と頷く。

　侍女が自作自演するさまを見た、ということだろう。

　──ことの次し第だいは読めたけど、問題はどうやってここを切り抜けるか……。

　平静を装よそおってはいるが、鼓こ動どうはうるさいほどに鳴っていた。

　自分はどうでもいいが、木蘭を追いださせるわけにはいかない。

　いっそ、相手の企たくらみをすべて暴ばく露ろしようか。実行役の侍女はさすがに緊きん張ちようしているのか、顔色が悪い。揺ゆさぶったらぼろをだしそうだ……と考えを巡らせていた白蓮は、ん？　と零れおちている金の輝きに目を留めた。

「──念のため、そちら、見せていただけるかしら」

　有う無むを言わせぬ口調で、手をさしだす。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわよ」

　嘲あざ笑わらう梨雪とは対照的に、首飾りを持つ侍女はビクリと肩かたを揺らした。

「……そちらを柳貴妃さまへ」

　こちらもやや硬い面おも持もちになった夕麗が、侍女へと指示をだす。おどおどと歩みよってきた侍女が「どうぞ、おたしかめください」とぎこちない動きで布包みを手て渡わたしてくる。

　手にした瞬しゆん間かん、白蓮は眉まゆをあげた。しかし、無言のまま布を開き、件くだんの品へ視線をおとす。

「──盗まれた品は金製だと言っていたけれど、これだけ騒ぐのだから、もちろん純金ね？」

「え、えぇ」

　こちらの確かく認にんに、夕麗が気け圧おされたように顎あごをひく。

「ならば、これは違ちがうわ」

「え!?」

　断言した白蓮に、いくつもの声が重なる。というより、その場にいた白蓮以外の人間は全員が声をあげたかもしれない。

「どうしてこれが薔薇殿ここにあったのかわからないけれど、すくなくとも桑充媛が捜さがしているものではないわ。金に見せかけたまがい物よ」

「ま、まがい物っ？　言い逃のがれができないからって、言いがかりはよしたらいかが!?」

　ぎょっとした梨雪が慌あわてて駆けよってくる。

「言いがかりはそちらの方でしょう。ここをご覧なさい」

　指さした下げ飾りの部分を梨雪が食いいるようにのぞきこむ。

　そこは傷でもついたのか、赤みを帯びた色が露ろ出しゆつしていた。

「色が金とは違うわ。これは、銅ね」

「銅ですってッ？」

　別方向から聞こえてきた叫きよう声せいに首を巡らせると、夕麗が今までの冷静さもどこかへ愕がく然ぜんとこちらを見つめている。

「──こ、こんなの、すこし汚よごれてるだけかもしれないでしょう」

　虚きよ勢せいを張る梨雪に、「往生際が悪い」とは言わず、白蓮は近くにいた薔薇殿の侍じ女じよに小刀を持ってくるよう指示した。

　事態を吞のみこめない顔で手渡された小刀の刃は先さきを、躊躇ためらいなく飾り部分へ走らせる。

「ちょっ、なにを……！」

　梨雪の悲鳴を無視して、薄うす皮かわを剥むくように表面を削けずりとる。

「これでも汚れているだけだと？」

　固まっている梨雪の眼前へ、見せつけるように首飾りをさしだす。

　そこには削られ剥きだしになった地金が銅あかがね色に輝いていた。
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「──ということがあったわ」

「それで蓬淑妃と桑充媛はどうされたのです？」

　白蓮の説明に、呂清はおもしろそうに双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「もちろん、帰られたわ」

　盗まれた物とは違うのだから当然だ。梨雪はなにかに化かされたような顔で、夕麗はひどく動どう揺ようした風で、騒がせたことを詫わびて退去していった。

　あの様子では、梨雪は利用されたのに気づいていないし、夕麗は自分がまがい物を掴つかまされていたと気づいていなかったのだろう。

「その首飾りは？」

「本物が見つかるといいですね、と桑充媛にさしあげたけれど」

　しれっと答えた白蓮に、呂清がこらえきれない笑い声を零した。

「それにしても、よくその首飾りが純金製でないと気づきましたね」

　あれは運がよかった、と今でも思う。ちょっとした輝きの違いに気づかなくては、ああも簡単にことは運ばなかっただろう。

「きっかけは見た目の違い和わ感かんだったけれど……手にしたらすぐにわかったわ」

　重さが違うのだ。あきらかに純金にしては軽すぎた。これもまた小さな物だったら気づかなかっただろう。

「それに実際、見たことが──」

　ふと言葉を切った白蓮が、次の時、きらりと目を輝かせた。

「論より証しよう拠こ。材料さえ揃そろえられるのなら、見せてあげましょうか」

「なにをです？」

　普ふ通つうなら警けい戒かいする場面で、むしろ身をのりだしてくる呂清も、白蓮並みに好こう奇き心しんが旺おう盛せいとみえる。

　──そうじゃなきゃ、こんな遠い異国の地まできたりしないか。

　同志を見つけた気分で、白蓮は口元に笑えみを刻んだ。




「銅を金に変える方法を、よ」




「ほお……それはぜひとも」

　思ったとおり、のってきた呂清に必要な材料を告げる。

「心得ました。次におうかがいする際はそれらを持参しましょう」

　では今夜はこのあたりで、と腰こしをあげた彼に、いつもなら座ったままの白蓮が立ちあがる。

　呂清が、おや、と眉をあげた。

「今日はわざわざ見送っていただけるのですか」

「あなたがいつもどこから出入りしているのか、たしかめておかないといけないでしょう」

　それもあながち嘘うそではない。が、別にたしかめておきたいことがあった。

　──桑充媛が木蘭を見かけたのが、三日月の晩。

　あの日はこの男もここを訪おとずれていたはずだ。

　ちらりと見やった男の顔には、さきほどまでの楽しげな色はなく、最初に見た掴みどころのない微笑ほほえみが浮うかんでいる。

「──なるほど。それは必要な確認ですね」

　止めるでもなく、こちらです、と庭へ降りていく後ろ姿に灯あかりを手についていく。奥に見えていた築つき山やまの裏手へと回りこむ呂清に、こんな風になっていたのか、とはじめて知る。

　掖庭宮の造りは興味の赴おもむくままに見て回ったが、自分の庭に関してはどこなら種がまきやすいかということしか頭になかった。

「ここに、一見それとはわからない戸があるのです」

　そう呂清が板いた塀べいの一カ所に掌てのひらをあてた。きぃ、とかすかな軋きしみをあげて開いた塀──戸に、こんなところに、と驚おどろく。

　これは一通り調べておく必要がある、と胸に刻みつつ、白蓮は呂清に続いて戸を潜くぐった。

　見える庭の景色から予想していたことではあったが、塀のむこうには木立が広がっていた。──と、暗くら闇やみの奥にぼんやりとした明かりを見つけ、目を凝こらす。

「あの四阿あずまや……」

　木々に邪じや魔まされてはっきりとはわからないが、奥に四阿があり、そこに人ひと影かげらしきものが揺れている。思い描えがいた薔薇殿周辺の様子からして、例の池の奥にある四阿で間ま違ちがいないだろう。

　ということは、あそこで揺れている影は木蘭か。

　白蓮は思わず踏ふみだしかけ、

「足元にはお気をつけください。暗くて見えませんが、池が近いので無闇に歩き回ると危ないですから」

　呂清の忠告に足を止める。手元に灯りがあるとはいえ、わずかな月明かりも届かない木立の中ではあまりに頼たよりない。うっかり足を踏みはずして池におちるのはごめんだ。

　そう考えると、灯りもなしに庭に現われる呂清はずいぶんと夜目が利きくらしい。

　しかたない、と白蓮は近づくのは諦あきらめ、せめてもとすこしでも四阿が見通せる位置へ身体からだをずらした。

　火明かりに浮かぶ人影の動きや伸のびた影が蠢うごめくさまからすると、どうやら木蘭（と思われる人影）は舞まいを舞まっているらしい。

「──もしかして、あそこで練習を？」

　呟つぶやきが聞こえたわけではないだろうが、ぴたりと人影の動きが止まる。あわせて四阿から伸びた影も木々に溶とけこむように静かになった。

　そこへ、別の影がはいりこむ。

「え？」

　一人だと思っていたが、もう一人いたらしい。立ちあがったのか、ふいに現われた人影は木蘭よりもあきらかに大きい。

「……男？」

　反射的に、呂清へ目をやる。肩かた越ごしに見た彼は、なにを言うでもなく仄ほの暗ぐらい火明かりの中でうっすらと微笑んでいた。

　白蓮はゆっくりと視線を四阿へと戻もどした。

　木蘭らしき人影は、映りこんだもう一人に対して慌てる様子がない。どうやら見知った相手のようだ。

　ということは、何度か顔をあわせたことがある、ということ。そして、呂清の態度からして相手は『男』で、おそらくは彼とともに後宮を訪れた。先日の、三日月の晩も……

「……なるほど」

　口元に小さく笑みが浮かぶ。

　白蓮はくるりと踵きびすを返した。そのまま木戸へとむかう。

「おや、いいのですか？」

「あの子がだれと会っていようと興味はないわ。わたしに迷めい惑わくさえかからなければ」

　呂清の笑いを含ふくんだ問いに、ちりっと胸をよぎったものには気づかないふりでそっけなく返し、白蓮は薔薇殿へと戻っていった。
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　ぴたり、と動きを止めた木蘭は、ふぅと溜ため息いきとともに構えを解いた。

「──どうした、今日はやけに憂うれい顔をしているな」

　気にいらない点でもあるのか、と聞こえてきた声に、慌あわてて振ふり返る。

「陛下！　──いえ、珀はく狼ろうさま。いらしていたのですか」

「あいかわらずの集中力だ」

　いつのまにか四阿の欄らん干かんに腰かけていた皇こう帝てい──珀狼が薄うすく笑う。

「も、申しわけありません」

　技芸の練習をしていると、つい周囲が見えなくなる。気づくと一刻がすぎていたということもざらだ。

　木蘭がここではじめて珀狼と出会った時もそうだった。

　気づいたら今のように欄干にもたれかかっており、悲鳴をあげそうになったものだ。

　しかし、背におろされた髪かみにあわせ襟えりの袍ほうをゆったりまとった姿は宦かん官がんではありえない。この宮中でこんな格好をしているのは──していて許されるのは、皇帝ぐらいだ。

　気づいたそれに、今度は驚きをとおり越し唖あ然ぜんとした。

　顔などもとより知るよしもない相手だ。あの上元節の夜だとて、しかと顔をたしかめるような余よ裕ゆうはなかった。

　まさか、本当に？　どうして、と混乱している木蘭に、皇帝は自分の正体に気づいたことに気づいたのだろう。「ここで会ったことは黙だまっておけ」と他言無用を敷しいた。

「ばれたらうるさいのが多いのでな。俺のことは、珀狼とでも呼んでおくといい」と。

　他言無用はまだしも、陛下に対してそんな……とおろおろする木蘭へ、皇帝もとい珀狼は「練習していたのだろう、続けるといい」とあっさり言い放った。

　木蘭としてはすでにそれどころではなかったが、しかたがない。ぎこちないながらも練習を再開してしばらく経たったころ、満足したのか飽あきたのか姿を消した。

　ほっと胸をなでおろし、それきりだと思っていたのだが……次に姿を見せたのが、あの三日月の晩だったのだ。

　もともと木蘭がこの四阿を見つけたのは偶ぐう然ぜんだった。

　ある程度の広さがあり、人目にもつかないうってつけの場所だと、侍じ女じよの仕事にさし支つかえのない夜、物音をたてて迷惑にならないよう、ここで練習するようにしていたのだが……

「……結局、迷惑かけちゃった」

「迷惑？　なんの話だ」

　後こう悔かいとともに零こぼれた呟きに、珀狼が軽く眉まゆをあげた。

　しまったと我われに返った木蘭は、いえっ、と首を横に振った。

「なんでもないのです。ただ──もう、ここへくるのはよした方がいいのかな、って」

「なにかあったのか」

　欄干から腰をあげた珀狼に、木蘭はうろっと視線をさまよわせた。

　第三者から耳にはいるならまだしも、自分から例の盗とう難なん騒そう動どうを話すのは躊躇ためらわれる。この口から語れば、蓬淑妃と桑充媛を批難するものになるだろう。すくなくとも彼女たちの人となりにいい印象は与あたえないはずだ。

　姉に濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしたことは許せないが、もとはといえば自分が標的だったのだ。せめて姉にだけでも四阿ここでのことを話せたらよかったが、口止めされていることもあって結局打ち明けられていない。

　自分にも後ろ暗いところがあるのだから、余計なことは耳にいれない方がいい。

　──人を欺だまして陥おとしいれようとするのは、どうかと思うけど。でも、この方ならご自分でそういうのは見み抜ぬくだろうし。

「夜間に宮きゆう殿でんを抜ぬけだしてうろうろするのは、無用な誤解を招くようですので……」

　ぼんやりと誤ご魔ま化かした物言いをした木蘭に、あぁ、と珀狼はなにかを察したようだった。

「ならば、人目につかないようにしたらいい」

「え？」

「いい抜け道がある。あとで教えてやろう」

「い、いいのですか、そのようなこと一いつ介かいの侍女に教えても……」

　珀狼の提案にぽかんとする。

　練習を続けられるのはありがたい。鍛たん錬れんを欠かせば如によ実じつに技わざへ影えい響きようする。せっかく認めてもらえたのだから、一層の研けん鑽さんを積んでより上を目指したい。

　だからこそ、本当なら止よした方がいいことをわかっていながら、せめて別の場所が見つかるまで……と細心の注意を払はらってここまで足を運んでいたのだ。

「おまえならば問題ないだろう」

「あ、ありがとうございますっ」

　練習場所を失わなくてすむこと、信用してもらえたことが嬉うれしくて、思わず声を弾はずませる。

「おまえの舞は見事だからな」

　俺も見られなくなるのは残念だ、と笑った珀狼に、木蘭は目をしばたかせた。

　──こんな笑い方ができる方なんだ。

　気難しいと噂うわさだし、これまでも無表情とは言わないが、あまり表情に変化を見せなかった。笑うにしても、こんな屈くつ託たくのない笑え顔がおははじめて見る。

「どうかしたのか」

「あ、いえっ、その……ここでお会いして三度目になりますが、こんな風にお話しさせていただくのははじめてだな、って」

　木蘭の視線に気づいた珀狼に問われ、まさか笑顔に驚おどろいたとは言えず、違ちがう理由を捻ひねりだす。それだとて嘘うそではない。

「必要がなかったからな」

　軽く肩かたを竦すくめた珀狼に、身も蓋ふたもないと苦く笑しようする。

「それに……覚えてはおられないでしょうが、困ったところを助けていただくのは二度目になります」

「二度目？」

　この流れなら、ときりだした木蘭に、珀狼が怪け訝げんな顔つきになる。

　突とつ然ぜんこんなことを言いだしたら当然だろう。木蘭としても覚えていてほしかったわけでも、覚えていてくれると思ったわけでもない。

　ただ、一言礼が言いたかった。それだけだ。

「三年前の上元節の夜、危ないところを姉の白蓮ともども珀狼さまに助けていただきました。あの時は、ありがとうございました」

「三年前……」

　わずかに考えこんだ珀狼がしばらくして顔をあげた時、どこかおもしろがるような笑みを浮うかべていた。

「礼、礼か……ならば、歌のひとつでも聴きかせてくれるか」

「……歌、ですか？」

　無意識のうちに身構えていた木蘭は、拍ひよう子し抜ぬけする。

「舞まいがあれだけできるなら、当然歌も嗜たしなんでいるだろう」

「家にいたころは……ですが、宮中へきてからはさすがに」

　舞と違って歌は響ひびく。いくら人ひと気けがないとはいえ簡単には練習できない。

「なに、口ずさむ程度でいい」

　できれば異国の歌を、と珀狼は欄干へもたれかかった。

　ここまできて歌わないわけにもいかない。礼、というのならなおさらだ。

　しょうがない、と木蘭は幼いころ母が歌ってくれていた子こ守もり歌うたを口ずさむ。

　密ひそやかな旋せん律りつのそれは、ゆるりと夜の木立へと溶とけていった。
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「おもしろいことをやっていたな」

「そちらこそ。よろしかったのですか？」

「おまえに言われたくないぞ、それを」

　呂清の懸け念ねんを笑い飛ばした珀狼が、で？　と斜ななめうしろを歩く部下へと声を投げた。

　それに返ったのは深い溜ため息いきだった。

「陛下……本当に、ここまでやる必要が？」

「やるからには万ばん全ぜんを期す。──それで？」

「──厄やつ介かいごとには巻きこまれているようですが、あくまで後宮内のこと。今のところ、柳家からの動きは特に見受けられませんね」

「俺がここに興味を示さないからな」

　あちらさんも動きようがないんだろう、と鼻で笑う。

　宦官も官かん吏りも、世よ継つぎ世継ぎとうるさいが、珀狼はすべて無視している。否いな、そもそも近づけさせない。長年軍にいただけに、警備を担になう者たちに対しては朝ちよう廷ていよりよほど影響力を持っている。

　あちらが好き勝手やっているのに、こちらが従う道理はない。

「──とはいえ、そろそろ痺しびれを切らしそうだな。俺を疎うとましく思う連中も多い」

「あなたが動いていない分、今しばらくはむこうも様子を見るでしょう」

　ただ長くはないでしょうね、と同意が返る。

「さて……」

　事態を動かすのは、だれか。

　先を見通すように珀狼が双そう眸ぼうを細めた時、「そういえば」と呂清が思いだしたように声をあげた。

「彼女が興味深いことを言っていましたよ」

「ほお？　そっちもか。こっちもおもしろいことを聞いた」

　顔はまったく似ていないが、こういうところは似た者姉し妹まいか、と笑いながら、珀狼は呂清に続きを促うながした。
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　薔そう薇び殿でんに姿を見せた朱しゆ禅ぜんは、あきらかに渋しぶい顔をしていた。

　人ひと払ばらいをすませ、一対一になった途と端たん、白びやく蓮れんへとつめよってくる。

「一体どうなっているのか、とそれは不ふ機き嫌げんなご様子ですよ、あなたのお父上は」

「どうなっているのか、と言われても、ね」

　知ったことではない、とは胸の中でだけ呟つぶやいておく。

「そもそも陛下がこちらにおいでになることも、妃ひ嬪ひんを召めされることもないのだから、わたくしにはどうしようもないのではなくて？」

　そこはあなたたちがなんとかするところだろう、と言外に告げる。

　朱禅もわかってはいるのだろう。さらに苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔つきになった。

「あなたさえ、あの宴うたげで陛下のお心を掴つかめていれば……いっそ、あの木もく蘭らんという娘むすめでも」

「なにか言ったかしら？」

　不ふ穏おんなことを言いだした朱禅を冷ややかにねめつければ、さっと目をそらされる。

　冗じよう談だんではない。

　これ以上、あの子を家の事情に巻きこむなど、許せることではない。

　まったく自分を棚たなにあげて、と呆あきれと憤いきどおりが隠かくせない。

「このままでは……」

　唇くちびるを噛んだ朱禅に、白蓮は双眸を細めた。

　このままでは、父に見限られる、もしくは、出世の道が閉とざされる、だろうか。

　そんなものはかまわない。それこそ知ったことではない。

　だが、もし──……。

　浮うかんだ可能性に、苦いものがこみあげてくるのを感じながら、

「用が済んだのなら、おひきとりを」

　不ふ愉ゆ快かいな顔をいつまでも眺ながめている趣しゆ味みはない、と白蓮は朱禅に退出を促した。
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　さて、呂りよ清しようはいつやってくるだろうか。指示した材料を揃そろえるにはそれなりの時間がかかるだろう──と踏ふんでいたのだが。

「──今回は、早い訪おとずれね」

　二日後、材料を携たずさえて「こんばんは」と軒のき先さきから声をかけてきた呂清に、呆あつ気けにとられる。

「鉄は熱いうちに打て、といいますので」

「そう……」

　こんなに早くくるとは思っていなかったため、今日は持ってきた道具の試ためしも兼かねて別の実験をしようとしていたところだった。

「それは？」

　道具を持ったまま振ふり返った白蓮の手元へ、呂清が興味深げな目をやる。

　こちらは仕切り直しか、と手にしていたそれを卓たくへ戻もどした。

「蒸留器よ」

「ジョウリュウキ？」

　聞いたことのない響きなのだろう、呂清は不思議そうに首を傾かしげた。ただし、目は道具に釘くぎづけだ。

　胴どう体たいが丸く、首が細く長い大きな瓶びんに、先へいくほど細っていく長すぎるほどの注ぎ口がついた、丸っこい胴体の瓶、さらに大きな瓶とほぼ形は同じだが一回り小さい瓶。これらはすべて銅特有の輝かがやきを放っていた。

　ひとつひとつは茶器だと言っても通用しそうだ。だが、これは三つの瓶を組みあわせて使う蒸留器と言われる道具だった。

「湯を沸わかすと、湯気がでるでしょう？　それを冷やすと水すい滴てきになる。簡単に言うとその原理を利用して、混じりあった成分を分ぶん離りさせてとりだす道具よ」

　厳密に言えば、成分によって蒸発する温度が違ちがうなどの仕組みがあるのだが、いちいち説明するのは面めん倒どうな上、白蓮自身があれやこれや問われて答えられるだけのものを持っていない。まだまだ知らないことの方が多いのだ。

　──そういう知識を、もっと身につけたかったんだけど……。

　家に未練はないが、それだけが心残りだ。

　あの家は制約も多かったが、学びの場としては不自由がなかった。これから見せようとしているものも、その中のひとつだ。

「けれど、今日はこれを使うわけではないから」

「そちらの道具の使い方も、ぜひ見せていただきたいところですが」

　材料をこちらへ、と促すが、呂清は蒸留器に興きよう味み津しん々しんだ。

「機会があれば」

　訪れの早さといい、未知のものへの食いつきといい、やはり自分と似たような質たちらしいと親近感を覚えつつも受け流し、白蓮は今日使うものを確かく認にんしていく。

　もともと炉ろは使う予定で火をいれてある。材料は呂清が持ってきたため、卓に並ぶもので事足りそうだ。

「錬れん金きん術じゆつ、という言葉を聞いたことが？」

「レンキンジュツ……錬れん丹たん術じゆつならありますが」

　錬丹術とは、仙せん人にんになる──不老不死を得るための『仙丹』と呼ばれる薬を作りだす技術のことだ。

「不死の薬を作りだそうとする点は似ているわね。錬丹術の西域版、とでも言えばいいかしら」

　白蓮はあいづちを打ちつつ、銅銭、金粉、そして汞みずがね──と呂清の持参した材料を並べていく。

「思想的なものが濃こくからんでくるから、その部分にはあまり興味がないのだけれど……思想だけじゃなく技術とも結びついた学術で、色々と新しいことが発見されたり、生みだされたりしているわ」

　そのあたりは『仙人になる』という最終目的のために、仙丹を作りだそうと試行錯さく誤ごされてきたのと同じだ。

「彼らが追い求めてる目的のひとつに、鉄や鉛なまりなどの卑ひ金きん属ぞくを貴金属である金に変える、というものがあるのだけど」

　いったん言葉を切った白蓮は、銅銭を手に呂清を振り返った。

「これからやってみせるのが、その研究の過程で生みだされた『銅を金に変える』方法よ」

「なるほど。金以外の金属を、金へときたえる──それが『錬金術』の由来ですか」

「ええ」

　すこし待っていて、と絶対周囲のものに触ふれないよう注意して席をはずした白蓮は、布を二枚手に戻った。

「じゃあ、はじめましょうか」

「お願いします」

　まずは、と汞のはいった容器を手にとる。通常金属は高温で熱しなければ溶とけないが、これは世にもまれな液状の金属だ。

　それを金粉のはいった陶とう器きの器うつわへと流しこむ。汞は他ほかの金属と混じる性質があるため、待つ間に白蓮は酢すと塩を混ぜると銅銭の表面へと擦こすりつけた。

「色が……」

「酢に反応して、元の銅の色に戻るのよ」

「もしかして、この間の『魔ま術じゆつ』も？」

　気づいたか、と白蓮は軽く肩かたを竦すくめた。

「ええ、魔術でもなんでもなく、そう反応する組みあわせだったというだけ」

　今回塩を混ぜたのは表面を磨みがきやすくするためだ。綺き麗れいにしておいた方が、これからの実験が上手うまくいく。

　ぴかぴかになったのをたしかめて、酢と塩を洗い流す。水気をしっかり拭ふきとり、白蓮は汞のはいった器をのぞきこんだ。

　そろそろ頃ころ合あいだろう。

　準備を終え、さて、と布を手にしたところで、ふっと顔の右側が陰かげる。

「──？」

　なんだろう、と顔を巡めぐらせかけたところで、白蓮は短く息を吞のんだ。

　背後からこちらの手元をのぞきこむ呂清の横顔が、すぐ目の前にある。すこし動けば触れてしまいそうな距きよ離りに、ぴくりとも動けなくなる。

　そうと意識してしまうと、背中に感じる自分以外の熱にも気づくというもので……

　──っ、近すぎるでしょ……！

　呂清は単に手元が見たかっただけだ。それはわかっている。わかっているが、こんな距離感で父や兄とだって接したことはない。

　耳をくすぐる吐と息いきに、かっと顔に熱が集まってくる。

　早く離はなれて…っ、と固まったまま必死に願っているのに、

「これをどうするのですか？」

　逆に耳元で発された声に、白蓮は声にならない悲鳴をあげた。

　とっさに手にした布を叩たたきつけるようにして、呂清の身体からだをうしろへと押しやる。──といっても、片手な上にろくろく力のはいらない状態では、たいした威い力りよくはなかったが。

「──柳りゆう貴き妃ひ？」

「～～～っ」

　呂清が押されるままに一歩下がる。

　白蓮は卓に手をついてくずおれそうになる身体を支えた。バクバクと鳴る鼓こ動どうを鎮しずめようと、深呼吸を繰くり返す。

「……ゅうは、離れていて」

「はい？」

「作業中は離れていて、と言ったのよ！」

　なんとか絞しぼりだした声を聞き返され、反射的にきっと睨にらみつけた。

　すぐにはっとして、片手で顔を覆おおう。

　──いけない、こんなのは『柳白蓮』らしくない。

　彼にはつい素すの自分をのぞかせてしまう。

　長く息を吐はきだすと、白蓮は呂清から距離をとるようにしながらむき直った。

「……気を遣つかう作業になるから、すこし離れて。間ま違ちがっても近づかないで。あと、それで鼻と口を覆ってくれるかしら」

　顔が赤いままだろうことは自覚していたが、極力冷静を装よそおい、さきほど叩きつけるように押しつけた布を指し示す。
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「いいというまで、絶対口元から離さないように」

「──わかりました」

　だが、それを指し摘てきすると続きを見せてもらえないと察しているのか、呂清は殊しゆ勝しように頷うなずくと掌てのひらで覆うようにして布で鼻と口を押さえた。

　白蓮は息を整え、自身も鼻と口を覆うようにして布を巻きつけ、首のうしろで結んだ。貴妃のする格好ではないが、手を空けなくては作業ができない。

　そうこうしている間に完全に金粉と混じった汞を、さきほど洗った銅銭へと塗ぬりつけていく。両面綺麗に塗れたのをたしかめ、今度は炉で加熱する。

　しばらくすると、銅銭だったはずのそれは黄金色の輝かがやきを放つ金へと姿を変えた。

「！」

　劇的な変化に、思わず身体が動きかけたのだろう。大きく身み動じろいだ呂清が視界の端はしに映る。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ」

　銅銭──もとい金銭を卓たくへ置くと、白蓮は布をはずしながら呂清へ頷きかけた。

「触さわっても？」

「ええ」

　まだ熱いかもしれない、とだけ注意して場を譲ゆずる。

　呂清はしなやかだが皮の厚そうな手で、熱さをものともせず銅銭だったものを摘つまみあげた。灯あかりにかざすようにしてためつすがめつする。

　蘇そ葉ようの時とは違ちがい、灯明の赤みがかった明かりの下でも色の変化はあきらかだった。

「……なるほど、これが『めっき』の技術ですか」

「知っていたのね」

　残念、と薄うすく笑う。

　そう、これは『銅を金に変える』のではなく、『金属を金の膜まくで覆う』技術なのだ。

　金の膜で覆っているだけだから、当然削けずれば剥はげる。

　さらに銅と金では重さが違うが、銅が金に変化するわけではないから──金の分だけ増すが──重さは変わらない。

　桑そう充じゆう媛えん本人は純金製だと思っていた首くび飾かざりは、巧こう妙みように金でめっきが施ほどこされた偽にせ物ものだったというわけだ。

「よくやり方を知っておられましたね」

「家にいたころ、自じ称しよう錬れん金きん術じゆつ師しがやっているところを見たことがあるのよ」

「自称錬金術師？」

　片かた眉まゆをあげた呂清に、白蓮はくすりと笑った。

「さっきも言ったけれど、錬金術師は単に鉄や銅を金に変えることを目的としているわけではないわ。彼らはこの世の神秘を解き明かそうとする探求者。その点で言うと、彼は即そく物ぶつ的てきすぎたわね」

「即物的……報ほう酬しゆう目的ということですか」

「あとは、名声、かしら」

　たしか父が連れてきたのだ、と白蓮は当時のことを思い返す。

「珍めずらしい技わざを使う、とかいう触れこみで。その時、銅を金に変えると言って今の実験を披ひ露ろうしたのよ」

　当時使用したのは銅銭ではなく、邸やしきにあった銅製の皿だった。そして、今と同じように金の皿へと変えてみせたのだ。

　両親はその視覚的な効果もあって絶賛したが、白蓮はすでに『めっき』という技術があるのを知識として知っていたし、銅と金の重さが違うこともわかっていた。

　感心した風を装って持たせてもらった皿は、案の定、もとの重さとほとんど変わりはなかった。

「だから言ってあげたのよ。『すばらしい技を見せてもらった褒ほう美びとして、この金の皿を持ち帰るといいわ』とね」

「それは……その錬金術師とやらは、どうしました？」

　こらえきれない笑いを零こぼしながらたずねた呂清に、白蓮はすまし顔で答えた。

「もちろん、光栄なことだと喜んだわ──ひどく慌あわてた様子でね」

　当然だ。金でめっきされたとはいえ、所しよ詮せんは銅器だ。銀器ならまだしも、使用人たちが普ふ段だん使っている器うつわをもらったところで、たいした価値にはならない。

　たっぷり報酬をもらうつもりでいたのに、実質銅の皿一枚では慌てふためきもするだろう。

　しかしその態度こそが、今の技が『銅を金に変える』ものではないことを如によ実じつに白蓮へ物語っていた。

「錬金術師というよりは曲芸師に近かったというわけですか」

「そうね、あれは見世物よ。結局、うまいこと言いくるめて報酬は別に受けとったようだけれど」

　その後、どんなやりとりが交かわされたのか、自称錬金術師はしばらくの間、邸に逗とう留りゆうしていた。

　ほかにもなにかできるのなら見せてもらいたかったのだが、商売の手法を暴あばかれてはかなわないとあらかじめ手をうったのか、父によって彼が逗留する房へやへは許可された者以外は近づくことを禁じられたため叶かなわなかった。

「自称ではあっても、錬金術の技を間近で見る機会など滅多にあることではないから、残念だったけれど」

　老師や出入りの商人の伝手つてを使って、西域からの書物や、錬金術師とはいかなくてもあちらの知識を持った者から学んではいたが、実際この目で見て触ふれ、経験を得るのに勝まさることはない。

「なるほど。──では、私も機会は大事にしなくてはなりませんね」

　今の話に、なにかを得心したそぶりで頷いた呂清がにこりと微笑ほほえむ。

　なんのことか、と訝いぶかしむ白蓮をよそに、彼は手にしていた銅銭を卓へと戻もどすと、

「次は、そちらの道具を使うところを見せてください」

　目顔で卓の隅すみへ追いやられていた蒸留器を示し、では、と辞去を告げた。

「あ、ちょ──」

　断る隙すきも与あたえず、夜の庭へと消えていく。

　とっさに伸のばしかけた手を、白蓮はのろのろとおろした。

「……流されてはくれない、か」

　自分でも機会があったら逃のがさない。同じく好こう奇き心しんが旺おう盛せいな質たちの呂清が、あのまま流されてくれるわけもなかった。

　息をつきかけ──いや、と思い直す。

「──逆に考えたら、いい機会よね」

　どうことを運んだらうまくいくか、卓に転がった黄こ金がね色に輝く銅銭を拾いあげ、白蓮は思案を巡めぐらせた。
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　水のはいった銅の鍋なべに、穴の空いた皿を重ね、上に庭で摘つんできた薄はつ荷かを盛る。ここへきたばかりのころ、種をまいたものだ。

　そこへ長い首のついた瓶びんのような蓋ふたをしっかりと被かぶせた。

「この前のものとは、形がすこし違うようですが」

　蓋──といっても、瓶と同じく筒つつには穴が空いているため正確には違うが──の上部から中をのぞきこみながら、呂清が問う。

「基本的には同じよ。成分をとりだしたい植物をいれる皿をとりつけるために、分ぶん離りできるようになっているだけで」

　筒の口を塞ふさぐ形で丸っこい瓶を逆さまにとりつける。そこから伸びた先へいくほど細くなる長い口の先へ、別の瓶を宛あてがう。

　準備はこれで完かん了りようだ。

「これを火にかける。そうすると湯が沸わいて、湯気がでる。皿に空いた穴から上へ抜ぬけていく時に、薄荷の中にある成分が湯気に溶とけこむの」

　白蓮は説明にあわせ、指を鍋なべ肌はだにそうように上へと滑すべらせていく。

「湯気は冷えると水に戻る」

　一番上の逆さにとりつけた瓶までいくと、今度はそこから斜ななめ下へ伸びた細く長い注ぎ口をなぞっていく。

「……上にとりつけた瓶の部分で湯気を受け止め、この細い管を通るうちに冷える、という仕組みですか」

「そう。そして、滴したたってくる水すい滴てきを受け止める」

　結果、薄荷の成分が濃こく溶けこんだ水ができあがるというわけだ。

「匂においも味も、煎せんじたものよりぐんと濃くなるわ」

「煮に出だすよりも、ですか」

「だから同じ効能を求めるのであっても、薄荷そのものを使うよりずっと少量ですむ」

　白蓮は慎しん重ちように蒸留器の胴どう体たい部分を持ちあげた。

「もっとも、これだけの薄荷を使っても、とれる量はわずかだけれど」

　肝かん心じんの薄荷の成分が抜けきってしまえば、あとはどれだけ沸かしたところでただの水にしかならない。

　ゆっくりと用意してあった炉ろへと蒸留器をかける。あわせて受ける瓶も台座で高さを調整し、注ぎ口に宛てがっておく。

「あとは待つだけ」

「どれくらい？」

「すくなくとも、湯が沸いて湯気がいき渡わたるだけの時が必要ね」

　すぐ、というわけにはいかない、と答えながら蒸留器の具合をたしかめていると、ふいに手を掴つかまれた。

「！　な、にを」

「怪け我がを？」

　弾はじかれたようにひき抜こうとした指先へ呂清が顔をよせてくる。

「え？　……ああ」

　見れば、たしかに小さなひっかき傷のようなものがある。

「どこかでひっかけたんでしょう」

　たいしたことではない、とひき戻した手を、跳はねた鼓こ動どうをなだめるように胸に抱いだく。そのまま白蓮は彼へ背をむけると、「それより」といつもの軒のき下したの卓たくへと歩を進めた。

「待つ間に、こちらでもどうかしら」

　あらかじめ卓上に用意してあった瓶を軽く掲かかげ、呂清を誘いざなう。

「──そうですね、いただきましょう」

　気き遣づかわしげに手を一いち瞥べつしつつ頷うなずいた呂清がいつもの席につく。

「そういえば、陛下はつつがなくお過ごしなのかしら」

　なめし革がわの封ふうを解きながら、誤ご魔ま化かすようにたずねた白蓮に、おや、と呂清が瞬またたいた。

「貴妃がそのようなことを聞かれるのは珍しいですね。どのような心境の変化で？」

　おもしろがる表情の奥で、瞳ひとみだけが鋭するどくこちらをうかがっている。

　しかし、白蓮はなんでもないことのように、瓶の中身をいつもの茶ちや碗わんより小ぶりな白磁の杯さかずきへと注いだ。

「うるさいのよ、まわりが」

　あの宴うたげから、優に二月近くが経たとうとしている。入宮してからなら、季節が春から夏へと移り変わろうとするくらいには時が流れていた。

　その間、皇こう帝ていが妃嬪のだれかを召めしたこともなければ、後宮へ足を運んだという話も──表向きは──聞かない。

「宦かん官がんたちは、もっと見み目め麗うるわしい娘むすめを探してきた方がいいのではないかと、頭をつきあわせているとかいないとか。妃嬪たちは、いつだれがその名めい誉よを賜たまわるのかと牽けん制せいしあっているわ」

　他人を蹴け落おとそうとするより、いつかに備えて己おのれを磨みがく方がよほど建設的だと思うのは、白蓮が『自分事』としては興味がないからだろうか。

　──でも、現に自分磨きに余念がないあの子のところには……ね。

　なにはともあれ、皇帝が動きを見せないことに皆みなが焦じれてきているのは、疑いようがない。

「官かん吏りの間では、陛下の傍そば近ちかくにいる者が余計なことを吹ふきこんでいるのだ、なんていう話もあるそうよ──翰かん林りん学士殿どの？」

「それはそれは……」

　色のない微笑みと得体の知れない笑えみが交差する。

　先に視線をはずしたのは、白蓮の方だった。

「──雑音がいい加減わずらわしい、それだけよ」

「それは陛下もお感じのようですよ」

「そこを助言してなんとかするのが、あなたの役割ではないの？」

　さもありなん、とばかりに同意する呂清に、いつか覚えた親近感はどこへやら、食えない相手だ、と白蓮は双そう眸ぼうを細めた。

「まあ、いいわ。──どうぞ」

　注ぎわけた片方の杯を呂清の前へと滑らせる。

「ありがとうございます」

　呂清は差しだされた杯をいつもの調子で手にとり──いつかのように動きを止めた。

「これは……酒、ですか」

「ええ、せっかくだからすこし趣おもむきを変えようかと思って」

　さすがに匂いで気づいたらしい。

　白磁の中で火明かりを映して揺ゆらぐそれを呂清は、ほお、と興味深げに眺ながめる。

「では」

　そう彼が口をつけようとした時を見計らって、ああ、と白蓮はさも思いだしたように声をあげた。

「気をつけた方がいいわ。普ふ通つうの酒とはすこし違ちがうから」

　しかし、忠告は今一歩及およばなかった。

「──ッ」

　一口含ふくんだ途と端たん、呂清はかっと目を見開いた。喉のどが上下するかしないかのうちに、ゲホッと激しくむせ返りはじめる。

「──だから、気をつけた方がいい、と言ったのに」

　その苦しみようを見ながら呟つぶやかれた声は、あくまでも静かだった。







　ふいに首を巡めぐらせた珀はく狼ろうが、すうっと目を細めた。

「──どうか、されましたか？」

「……」

　張りつめた横顔に木蘭が恐おそる恐る声をかける。

　無言で木立の奥を見つめていた珀狼は、しばらくするとふっと緊きん張ちようを解いた。

「いや、なにかの気配を感じたのだが、小動物だったようだ」

「小動物……リスやウサギでしょうか？　そんなものもいるんですね、後宮ここには」

「そのように造られた場所だからな。川をひき、山を築き、木々を植え、生き物を放つ──この中だけで完成された、美しい、な」

　美しい、と言いながらその響ひびきは皮肉げだ。

　たしかにここには完成されているからこその閉へい塞そく感かんがあった。広大な敷しき地ちは壁かべに囲まれていることなど感じさせないが、作りものめいて──実際そうなのだが──どこか息苦しさを覚える。

　だからだろうか。ここに住まう人々も、きらびやかな美しさの裏にぎすぎすとした空気をまとっているのは。

「木々……ここには珍めずらしい花なんかも植えられてるんでしょうか」

「そうだな、この国にはない木や花も西域からとりよせているらしいな」

　それがどうかしたのかと目顔で問われ、木蘭は細く息を吐はいた。

「──私のせいで、お姉さまにまたご迷めい惑わくをかけてしまうところでした」

「また、なにかあったのか」

「毒を、危あやうく持ちこんでしまいそうになって……」

「毒？」

　穏おだやかならぬ言葉に、珀狼の眉まゆがあがる。

「花かなにかに仕込まれていたのか？　身体からだは？」

「あ、いえ、私は大だい丈じよう夫ぶです！　そうではなくて……花をいただいたんです、綺き麗れいに咲さいていたから薔薇殿にもお飾かざりになっては、と」

　その花に毒が仕込まれていたのではないのかと、珀狼は訝いぶかしげだ。

　木蘭は緩ゆるく首を振ふった。

「仕込まれていたのではなくて、それ自体が毒のある植物だったみたいで……」

　見たことのない花だったが、濃こい緑の葉と真っ赤な花弁の対比は目に鮮あざやかで、木蘭は礼を言ってうきうきと薔薇殿へと持ち帰った。

　そうして、散策の帰りだった白蓮と宮殿の前で行き合ったのだが……経けい緯いを説明し終わるか否いなかのうちに、花は地面へ叩たたきおとされていた。

　唖あ然ぜんとした木蘭の前には焦あせりを滲にじませた白蓮がいて、

「どこでこんなものを……すぐに処分して」

　それは飾られるどころか、薔薇殿へ持ちこまれることもないまま運び去られていき、彼女自身もすぐに手を洗うよう指示された。

「あとからやってきた役人の方から聞いたんです、あれは花どころか、枝も葉も毒を持っている木なのだと」

　これからは摘つむことは控ひかえてほしい、と注意を受けた。どうやら処分のため燃やすにしても煙けむりに毒が混じり、危ないらしい。

　使い方さえ間ま違ちがえなければ薬効もあるため、見た目の華はなやかさもあり、植えられているのだと聞いた。

「その花をよこした人間は？」

「……その方も、ご存じなかったのかもしれません」

　木蘭は「薔薇殿にも」と告げたおっとりした笑顔──桂けい徳とく妃ひを思いだしながら頭かぶりを振った。

　わざわざ役人が説明にくるくらいだ、知らない可能性は高い。

　ましてや、蓬ほう淑しゆく妃ひとは正反対のあの徳妃だ。目にしたことがあるのは宴の時だけだが、その時の様子からはとてもなにか企たくらむような人には見えなかった。

　だが、自分を見知った上で、あの花をよこした点を考えると……。

「──まあ、知っていたとすれば問題だが、嫌いやがらせ以上の目的があったとも考えづらいか」

「はい」

　なにかを察したのか、それ以上踏ふみこんではこなかった珀狼に、密ひそかに胸をなでおろす。

「ただ、私の無知のせいでお姉さまには不快な思いをさせてしまって……」

　肩かたをおとした木蘭に、それにしても、と珀狼はちらりと薔薇殿の方へ視線を投げた。

「おまえの姉はよくそれが毒のある植物だと知っていたな」

　出会い頭がしらに叩きおとす、というやり方は乱暴だが、目にしただけでなんの花か気づいたということでもある。

　珀狼としては褒ほめたつもりもなかったのだろうが、告げられた木蘭はといえばそれまでの憂うれいもどこかへ、ぱっと表情を輝かがやかせた。

「そうなんです！　お姉さまは本当に博識で、いろんなことをご存じなんですよ」

　おかげで後宮にきてからも何度も助けてもらった、とまるで自分のことのように自じ慢まんげな木蘭に、珀狼は呆あきれをのぞかせた。

「おまえに対する態度はずいぶんだと聞いているが」

「そ、れは……」

　しゅん、と再び肩をおとした木蘭が、寂さみしげに目を伏ふせる。

「私とお姉さまの立場を思えば、しかたがありません。でも、あの家で私を『柳家の娘むすめ』として扱あつかってくれたのは、ほかならぬお姉さまですから」

　幼い自分が『姉』と呼んでも拒きよ否ひされることはなかった。

　自身が学びを大切にする人だったから、『そんなことも知らないなんて恥はずかしい』と必要な知識を身につける機会を与あたえてもらうこともできた。

「あの夜だって、私を見捨てることもできたんです。そうすれば、危ない目になどあわなくてすんだのに」

「あの夜……前に言っていた上元節のことか」

　はい、と首しゆ肯こうした木蘭に、珀狼がじっと視線をむけた。

「それで思いだしたが、もしかしておまえは、三年前のあの晩、破落戸ごろつきに拐かどわかされそうになっていた異国の娘か？」

「え？　──あ、はい、おそらく」

　思いがけない珀狼の言葉に、意表を衝つかれる。

「覚えて、いらしたんですか？」

「あのあと、西域の商人か芸人の娘がからまれていたところにいきあったのを思いだした」

　あのころは今よりも髪かみの色が明るく、ペルシア人の母親に近い風ふう貌ぼうをしていた。ぱっと見はそう見えてもおかしくない。

「……あの時、最初に私を助けてくれたのが、姉だったんです。私の手をひいて一いつ緒しよに逃にげて」

　木蘭はあの時握にぎられた手へ視線をおとし、ゆっくりと握りこんだ。

「冷たく見えるかもしれませんけど、尊敬できる方なんです」

　そう健けな気げに微笑ほほえむさまを、珀狼は思案げに見下ろしていた。







　はあ、と渡わたされた水を一息に飲み干し、呂清が乱れた呼吸を整える。

「──とんだ目に、あいました」

「おちついたかしら？」

　もう一いつ杯ぱい飲むかと白蓮が水差しを持ちあげてみせるが、大丈夫だと彼は首を横へ振った。

「これは、なんです？」

「言ったでしょう、酒よ」

「これが？」

　なんでもないことのように返し、興味と警けい戒かいがないまぜになったような顔で白磁の杯さかずきをのぞきこむ呂清を視界の端はしに映しながら、白蓮は自分の杯を手にした。

　口元へ持っていくとそれだけでむせ返りそうな酒気が香かおる。舐なめるように唇くちびるを湿しめらせれば、ぴりっと刺し激げきが舌に走り、軽く口に含ふくんで吞のみこめば、かっと酒精が喉のどを灼やく。

　冷たいのに、熱い。

　その熱さが喉を滑すべりおちていくのが、ありありと感じられる。

　こんなものをなんの心構えもなく、いつもの調子で飲んだらむせ返って当然だ。

　ほぉ、と酒気を逃のがすよう息を零こぼした白蓮は、横顔に突つき刺ささる視線に小さく笑いを浮うかべた。

　主従というのは似るのだろうか。それとも通じるものがあるからこそ、腹心の部下たるのか。彼のまなざしは、胸に残るあの『まなざし』と似て、痛いくらいにまっすぐだ。

　その強さに押される形で、白蓮は種明かしを口にした。

「これは酒を蒸留器にかけたものよ」

「酒を蒸留器に？」

「そう、今は水を沸わかして湯気で薄はつ荷かを蒸むらしているけれど、これは酒だけを直じかに沸かしたの」

　酒精というのは、水よりも早く蒸発する性質がある。それを冷やして集めることによって、より酒精の濃い酒ができあがるのだ。

　これは薄荷のように収しゆう穫かくの時期や量に左右されないため、やりやすい実験だった。

「薄荷を使った実験には時がかかるとわかっていたから、あらかじめ用意しておいたのよ」

「……この実験を見せてくださればよかったのでは？」

「時がかかるのには変わりないわ。それに」

　若じやつ干かん恨うらめしげな目つきになった呂清に、白蓮は言葉を切ると綺き麗れいに笑え顔がおを作った。

「驚おどろかせられないでしょう？」

　してやったり、とばかりのそれらに、呂清が苦く笑しようする。

「ご満足いただけましたか？」

「ええ、楽しませてもらったわ。──あちらもそろそろね」

　いい笑顔のまま頷うなずいた白蓮が房へやを振り返って立ちあがる。

　炉ろへと歩みよると、受ける方の瓶びんを台座からはずし、差しこまれていた注ぎ口をそっとずらす。──と、細い口から、ぽたり、と水すい滴てきがおちた。

「これが、薄荷の成分が溶とけこんだ水、ですか」

　横合いから呂清が手元をのぞきこんでくる。

　その近さにどきりとして、かすかに手が揺ゆらぐ。

　よかった、と白蓮は密かに胸をなでおろした。

　注ぎ口から瓶を離はなしていたおかげで変に音をたてずにすんだ。音をたててしまったら、それに煽あおられてますます動どう揺ようしてしまいそうだ。

「そこからすくいとってみるといいわ」

　さりげなく場を空けるように身体からだを横へ一歩ずらす。

「ただし、間ま違ちがっても口にはいれないことね」

「おや、今度は注意をくださるんですね？」

　からかうような声こわ色いろに、白蓮は軽く肩を竦すくめた。

「舐めてみたいのなら、お好きにどうぞ」

　下手をすると、酒よりも痛い目をみるだろう。

　そこまで言われるとさすがに試ためす気にはならないのか、呂清は注ぎ口に溜たまっていた雫しずくを指先ですくいとると、唇ではなく鼻先へと近づけた。動きが慎しん重ちようなのはさっきのことがあるからだろう。

　そうでなくてもあれは触ふれるだけで、ひやりとした──いや、冷たさをとおりこし、じんじんするくらいの刺激があるはずだ。

「ッ、これ、は…っ」

　くん、と嗅かいだ瞬しゆん間かん、呂清が仰のけ反るように指から顔を背そむけた。刺し激げき臭しゆうが鼻を刺したらしい。

　覚えのある感覚に、自分まで鼻の奥が痛くなった気がして白蓮は眉まゆをよせた。あたりには芳ほう香こうが漂ただよっているから、なおさらだ。

「……たしかに、これは強きよう烈れつですね。触れただけでも、熱いというか、痛いというか」

　指先を擦すりあわせた呂清が感心したように呟つぶやく。

「若干ヌルっとした感かん触しよくがある……これは、油？」

「どうもその油分に成分が凝ぎよう縮しゆくされているようね」

　用意しておいた濡ぬれた布をさしだす。身体に悪い成分ではないが、なにごともすぎれば毒になる。もっとも、拭ぬぐったところで簡単には刺激はとれないが。

　礼を言って濡れ布ぶ巾きんで手を拭った呂清が、まじまじと指先を見つめた。

「今度は指先が冷たく……これといい、さきほどの酒といい、西域にはこのような技術があるんですね」

「──これらは黄金や万ばん能のう薬やくを作りだそうとした副産物だけれど、錬れん丹たん術じゆつにもそういうものがないではないわ」

「錬丹術に？　新たな薬効のある植物を見み出いだした、とか？」

　怪け訝げんそうな呂清に、なるほど、とつい苦笑が浮かんだ。錬丹術が仙せん丹たん──不老不死の薬を作りだそうとしている点から考えると、そう思うのも無理はない。

「どちらかというとそれは医師の領分ね」

　たしかに、方士と医師の境界は曖あい昧まいな部分がある。医師のすくない地方へいけば、方士がその役目を務めていることもあると聞く。

　しかし、仙人などという人知を超こえた存在になるための薬の作り方が、普ふ通つうであるはずがない。

「仙丹を作るには辰しん砂しやや汞みずがねを使う──らしいけれど、ほかにもさまざまな鉱物を化合したりするそうよ」

「……それは、口にしていいものなのですか？」

　呂清が眉を顰ひそめるのに、同意しかない。が、それを代々の皇こう帝ていが求めてきたのもたしかだ。そして今なお、長ちよう寿じゆを求める人々に支持されている。

「さあ？　ただ、この国にも方士に仙丹を作らせた結果、『身体を残したまま、魂たましいが抜ぬけでて仙人になられた』皇帝が幾いく人にんかおられるわ」

「……」

　呂清の顔にはありありと『死んだ、ということでは？』と書かれているが、歴史書にそう記されているのだから、そうなのだろう。

「話がずれたわね。──そうした試行錯さく誤ごを繰くり返す歴史の中に、化合がうまくいかず炉から炎ほのおが噴ふきあげて家が瞬またたく間に燃えた、炉が突とつ然ぜん激しい音とともに四散した、という話がでてくるの」

「炎が噴きあげる……炉が四散する……」

「錬金術師たちが金や万能薬を作りだそうとした過程で、めっきの技術や蒸留法を編みだしたように、方士たちは仙丹を作りだそうとする過程で、激しく燃えあがる薬物を生みだしたのよ」

　そう告げた刹せつ那な、呂清の双そう眸ぼうが、ギラリ、と火明かりを返して輝かがやいた。

「……っ」

「なるほど、目的が似ているだけあって、同じようなことが起こるのですね」

　一瞬息を吞んだ白蓮は、しかし、次の時にはいつもどおりの笑みが浮かべられていた面おもてに、炎の見せた錯さつ覚かくかと目をしばたかせた。

「ちなみに、その方法もご存じなのですか？」

「……さすがにそこまでは知らないわ」

　否定の意とあわせ、よぎったものを振ふり払はらうように首を左右にした。

「方士のだれもが知っているわけではないし、知っている者は知っている者で易やす々やすと外へは漏もらさないでしょう。なにより──」

　白蓮は手にしたままだった瓶を台座へと戻もどした。すべての成分が湯気に溶けきるにはもうすこし時間がかかるだろう。

「こうして試してみるわけにはいかないでしょう？」

　曖昧な知識で、いきなり炎が噴きあがったり、炉が四散するような実験をやってみる、というわけにはいかない。房のひとつですめばいいが──よくはないが──邸やしきが燃えたら一大事だ。せっかく集められた書物が灰になってしまう。

　白蓮の言い分に、たしかに、と呂清があいづちを返す。

「残念です。ご存じならそちらも教えていただきたかったんですが」

　それにしても、と呂清は卓たくに並べられた道具類を見み渡わたした。

「貴妃は錬金術を手がけて、どうされたいのですか？」

「え？」

　唐とう突とつに問われ、虚きよを衝つかれる。

「単なる興味？　それとも、金や万能薬をその手で生みだしたいと？」

　こちらへと身体ごとむき直った彼の目に揶や揄ゆする色はない。所しよ詮せん女が、と莫迦ばかにする気配もなく、ただ純じゆん粋すいに関心があるだけだ。

「──まだ見たことのない世界が、景色が見たい。それだけよ」

　だからこそ、白蓮も誤ご魔ま化かすことなく答えていた。

「わたしは黄金や万能薬を作りだそうとする崇すう高こうな志など持っていないし、仙人になるための修しゆ行ぎようにとり組む真しん摯しさもないわ。どちらかといえば、夢物語だと思ってる」

　そうした人々を否定する気はないが、彼らの主義主張に迎げい合ごうするつもりもない。

「けれど、追い求める過程でこうして生まれるものがある。それは確実に世界を変える」

　その一いつ端たんでも垣かい間ま見みたい。そして、できたら……

「……いつか、ささやかでも自分だけの世界を見ることができたら」

　密ひそかに胸に灯ともした熱に浮うかされるように言葉を紡つむいでいた白蓮は、こちらを見つめる双眸と目があい、我われに返った。

　気き恥はずかしさを払うように、小さく咳せき払ばらいをする。

「そう思っているだけよ」

「いえ、お気持ちはわかります」

　肯こう定ていされると、ますますらしくないことを語ってしまったと居たたまれず、白蓮はふいっとそっぽをむいた。

　この間といい、彼といると調子が狂くるう。

「わからないのは……」

「？　どうか、ッ」

　独り言のようにおとされた呟きに、どうかしたのかと顔を戻した白蓮は、前まえ触ぶれもなく伸のびてきた手に声をつまらせた。

　びくっと肩かたをひいたのもかまわず、長い指が耳元に添そえられたかと思うと、

「あなたのこの目には、なにが見えているのでしょうね」

　親指が柔やわらかに目め尻じりをなでた。

「な、に──」

「どれほど色いろ鮮あざやかな世界が広がっているのか……」

　まるで、この目に映る世界を垣間見ようとでもするように、瞳ひとみをのぞきこまれる。

　そのまなざしに、息を吞のむ。

　艶つやめく瞳に、逆に吸いこまれそうになる──

「──っ」

　いけない！　とかろうじて働いた理性で、白蓮はパシリと添えられた手を払った。

「……目、に映るものに、変わりはないでしょう。見ているものが、違ちがうだけで」
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　喉のどから声を絞しぼりだし、呂清の手を払った掌てのひらをぐっと握にぎりこむ。

　危ない。もうすこしで、吞みこまれてしまいそうだった。

　彼の瞳か、心か、呂清という存在にか……。

　その『なにか』を追えば深みにはまりそうで、白蓮は感情を払うように頭かぶりを振った。

「──こちらのことばかりではなく、たまにはあなたの話も聞かせてもらいたいものだけど」

「おや、陛下ではなく私に興味が？」

　苦しまぎれに話題の矛ほこ先さきを呂清へむければ、「嬉うれしいですね」とまったく思っていなそうな平らかな声が応こたえる。

　彼からさきほどの雰ふん囲い気きが消えたことにほっとしながら、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「あなたに、というより、あなたの国に、ね。西域の国々からは陸路で商人がやってきたりもするけれど、そちらの国からはせいぜい数年に一度使節が訪おとずれる程度。以前から、話を聞いてみたいと思っていたわ」

　その点はまぎれもない事実だ。

　視線を戻し、本人を前にしてきっぱり否定した白蓮に、さすがに呂清の表情に苦く笑しようの色が滲にじんだ。

「そちらも残念です。ですが、ご所しよ望もうとあればいつでもお話しいたしますよ」

「では、次があるならお願いしようかしら」

　そう約とも言えない約を交かわし、その夜はお開きとなった。

　が──その約がはたされる時がくることは、ついぞなかった。
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「なにがありました？」

　かけられた声に、物思いに耽ふけっていた珀狼ははたと意識をひき戻し──ふっと口元を緩ゆるませた。

「それはこっちの科白せりふだ」

　顔が怖こわいぞ、と指し摘てきすれば、おちあい場所へ先にきていた呂清は、主あるじの姿をとっくり眺ながめたあと、肩の力を抜ぬくように息を吐はきだした。

「……すこし、気になることが」

「奇き遇ぐうだな。俺もだ」

　たしかめることができた、と告げながら、いくぞ、と顎あご先さきで促うながす。

「だいぶ、ここの者たちも溜ためこんできてるようだな」

「そのようですね」

　わかっているのならいつまでこんなことを続ける気か、と咎とがめる視線を送ってくる呂清に、珀狼は片かた笑えんだ。

「まずは、そっちの気になることとやらを聞かせてもらおうか」

「──あなたは、本当に」

　つきあわされるこちらの身にもなってください、と呂清は嘆たん息そくをおとした。
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　その日は初夏の気候をとおり越こし、暑いくらいだった。

　おまけに風もなく、淀よどんだ空気がまとわりつくような不快さだ。扇おうぎで煽あおいでみても、ぬるいばかりで涼りようを得るにはいたらない。

「──池の奥にある四阿あずまやへよっていくわ」

　いつもどおり散策にでたものの、汗あせばむ陽気に辟へき易えきした白びやく蓮れんは、供の侍じ女じよたちに告げ、菊きつ花か殿でんの方へと足のむきを変えた。

　例の首くび飾かざりの騒そう動どうもあり、菊花殿に近づくことにいい顔をしない者もいたが、暑さにまいっているのは同じなのだろう。結局制止はあがらなかった。

　方向転てん換かんした際、視界にはいった最さい後こう尾びに従っていた木もく蘭らんは、驚おどろいたように動きを止めたあと、慌あわててあとを追ってきた。

「貴き妃ひさま、そろそろ散策はお止やめになった方がよろしいのではありませんか？」

　こちらの身を案じているのか、これからの日ざしの中つきあわされるのはたまらないと思っているのか、侍女の呈ていした進言に、それもそうかもしれない、と緩く扇を煽ぐ。

　掖えき庭てい宮きゆう内は概おおむね見て回った。ここは季節の変化を楽しむように造られているが、これからの気候は歩き回るにはむかない。するとしても、朝早くなど刻限を選ぶべきだろう。

「──あ」

　そろそろ菊花殿にさしかかろうかというころ、侍女の一人が思わずといった風ふ情ぜいで声をあげた。

　暑さと考えごとでどこか上の空で歩いていた白蓮は、なにかあったかと瞬またたいた。視線の先に、そそくさと菊花殿の中へと消えていく人影が見える。

　ちらりと声のした後方をうかがうと、侍女が忌いま々いましげに人影のあった方を睨にらみつけている。

　どうやら、桑そう充じゆう媛えん──夕ゆう麗れいか、あの騒動の際に見覚えのある者がいたようだ。

　──そういえば、彼女もだけど、淑しゆく妃ひも全然見かけなくなったっけ。

　あの騒動をひき起こした夕麗はもちろん、踊おどらされた形の梨り雪せつもまた、あれ以来顔を見せなくなった。梨雪にいたっては、壺つぼの件では返り討うちにされた上、意い趣しゆ返がえしとばかりに乗りこんだ薔そう薇び殿でんでさらに恥はじをかかされたのだから、当然といえば当然かもしれない。

　ほとぼりの冷めたころにまた突つっかかってくるかもしれないが、おとなしくしていてくれるのはありがたかった。

　木蘭への嫌いやがらせがなくなったわけではないが、先の二件が意図せず牽けん制せいになったのか、あれ以降面めん倒どう事は起こっていない。

　白蓮は素知らぬそぶりで菊花殿の脇わきを抜けると、池にそって敷しかれた小こ路みちをたどって四阿へと足を踏ふみいれた。

　水辺、というだけで幾いく分ぶん涼すずしかったが、木立の中にはいるとひんやりとした空気が身を包む。火ほ照てった身体からだに心地ここちいい涼しさに、ようやくほっと息をつく。

　ここですこし休んでいこう、と白蓮が四阿に置かれている牀しようへ腰こしをおろそうとした時、

「きゃっ」

　一人の侍女が四阿の手前で大きくよろめいた。

「危ない！」

　うしろを歩いていた木蘭がとっさに支え、転てん倒とうすることはなんとか免まぬがれる。

「ぁ、ありがとう、ございます」

　侍女が動どう悸きを鎮しずめるように胸に手をあてながら礼を言う。

　木蘭はといえば、「怪け我ががなくてよかった」と返しつつも、しきりに足元を気にしている。

「どうしたの」

　問うた白蓮に、木蘭は小さく首を捻ひねりながらその場に膝ひざを折った。

「いえ、ここのところの石がすこし浮ういていて……」

　小路に敷きつめられた掌ほどの石へと手をかける。さほど力をこめたわけでもなさそうなのに、ぐっと持ちあがった石は、たしかにはずれていたらしい。

「まあ、危ない。貴妃さまが足をとられていたら、怪我をされていたかもしれないわ」

「本当、管理はどうなっているのかしら」

　眉まゆを顰ひそめた侍女たちが、管理不行き届きだ、役人に注意しなくては、とさえずる中、

「──あれ？」

　石の下をのぞきこんだ木蘭が声をあげた。

「なにか、埋うまって……」

「お止めなさい。そんなものは内ない侍じ官に任せておけばいいでしょう」

　石をどけ、素す手でで土を除よけはじめた妹へ、白蓮もまた眉をよせた。

　だが、言う間にも、木蘭はなにかを土の中から掘ほりだしていた。

「これ、は──？」

　掌てのひらにのるほどのソレは土で汚よごれてはいるが、布で包まれたあきらかに意図的に埋められたものだ。布の汚れ具合からしても、さほど前に埋められたものではないだろう。

「なんでこんなところに、こんなものが……」

　訝いぶかしげに木蘭が包みを解く。

「！　な…ッ」

　直後、大きく肩かたを揺ゆらし、息を吞のむ。

　拍ひよう子しに、とりおとされたソレが、カツン、と乾かわいた音をたてて石いし畳だたみを跳はねた。ハッと伸のばされた木蘭の手を逃のがれるように四阿へ跳とびこみ、カラン、と白蓮の足元へと転がる。

　それは掌ほどの木もく片へんだった。

　人を象かたどったような形に、白蓮は目元を険しくした。

「貴妃さま!?　お止めください、お手が汚れます！」

　侍女たちが止めるのもかまわず、木片を拾いあげる。手の中でひっくり返し──あげそうになった声をかろうじて吞みこんだ。

「お姉さま」

「──人ひと払ばらいを。木蘭と二人にして」

　硬かたい声に呼ばれ、白蓮はさっと木片を握にぎりこむと、侍女たちへ視線を巡めぐらせた。

「え？　しかし、」

「早くなさい」

「は、はい……」

　戸と惑まどう侍女たちへ再度強い調子で命じれば、慌てた様子で四阿を立ち去っていく。彼女たちの姿が完全に消えたところで、白蓮は目顔で木蘭を傍そばへと呼んだ。

「──見たのね？」

　短く問う。強こわ張ばった表情で頷うなずきが返った。

「陛下の御み名なが……李り珀はく狼ろう、と」

　白蓮は重く息を吐き、握っていた手を解いた。

　現われた木片には、黒々とした墨すみで『李珀狼』と記されている。

「てっきり、あなたの名でも書いてあるのかと思ったけれど、まさか陛下の御名が書かれているなんて」

「あの、これは……？」

　たずねたものの、感覚的によくないものだとわかっているのだろう。顔つきは硬いままだ。

　白蓮はまっすぐ榛はしばみ色いろの瞳ひとみを見返した。

「呪じゆ物ぶつよ」

「じゅ…っ!?」

　ぎょっと見開かれた双そう眸ぼうが、緩かん慢まんな仕草で木片へと移る。

　木人──木の人形に、呪のろいたい相手の名を書きつける。そうすることで、呪いの対象に見立てるのだ。そして、見立てた木人に呪文などを唱え、呪力をこめる。

　だが、それだけでは呪じゆ詛そは完成しない。

「どうしてそんなものが、こんなところに埋まって……」

　声を震ふるわせる木蘭に、白蓮は努めて冷静に告げた。

「ここであなたと会っているからでしょう」

「え？」

「対象者が力の及およぶ範はん囲いにはいらなければ、呪詛は発動しないものだと聞くわ」

　だから、皇こう帝ていが通るであろう小路に埋められていたのだ。

「どう、して」

「呪ったのか？　それは仕し掛かけた者にしかわからないことね。愛あい憎ぞうは紙かみ一ひと重え、とも言うくらいだから」

「そうではなくて！」

　驚おどろいたようにこちらを見つめていた木蘭が、ふいに声を荒あらげた。

「いえっ、もちろん、そちらも見過ごすわけにはいきませんけど──知って、おられたんですか？　ここで……」

「ああ、あなたが陛下とお会いしていたこと」

　言いづらそうに切られた言葉の先を継ついでやる。気まずげにそらされた顔が、肯こう定ていを表していた。

「むろん、知っていたわ。──首くび飾かざりの騒そう動どうの折、あなたはあきらかになにかを隠かくしていた。薔薇殿の主人として、把は握あくしておかないわけにはいかないでしょう」

「見張らせていたんですか……？」

　問いかけに肯定も否定も返さず、

「夜ごと出歩くあなたを不ふ審しんに思う者は、ほかにもいたかもしれないわね」

　暗に、気づいた者はほかにもいただろう、とほのめかした白蓮に、木蘭はぐっと顎あごをひいた。自分の行動がこの結果を招いてしまった、とでも思っているのかもしれない。

「これがいつから埋められていたのかはわからないけれど、この湿しめり具合や墨の滲にじみからしてさほどの時は経たっていないはず。幸い、陛下が体調を崩くずされたという話も耳にはいっていないわ。あとは内侍官らに任せて、」

「任せてって……待ってください！　このまま放ほうっておくんですか？」

　勢いよく顔をあげた木蘭が、縋すがるようにつめよってくる。

「放っておくとは言っていないでしょう。内侍官に任せればよい、と言っているだけで」

「同じことです。あの人たちは、自分の地位を守ることや私腹を肥やすことばかりに熱心で、珀狼さまを軽かろんじて……そんな人たちにとても任せられません！」

　常に気を配っている必要があった柳りゆう家にいたころの習い性しようか、さすがによくまわりを見ている。

　たしかに内侍官──宦かん官がんは皇帝を、いや珀狼を敬ってはいない。

　宦官は官かん吏りではあるが、高い地位を有していないし、どれほどのぼりつめても正四品の位も得ることはできない。あくまで、皇帝の『私』に関かかわる立場なのだ。

　だが、傍近くに侍はべり、信しん頼らいを得ることで、皇帝の意の取り次ぎ役という名目で『公』に関わることができる。朝ちよう廷ていに対して政治的手しゆ腕わんを振ふるうことも可能になるのだ。

　そんな宦官たちに必要なのは意のままに操あやつれる皇帝であって、いっこうに後宮に現われない、傍近くにもよることができない皇帝ではない。

　侍じ女じよという名目上、木蘭は白蓮よりも宦官と接する機会も多い。その中で、後宮内にも広がる腐ふ敗はいをいやが応でも目にしてきたのだろう。

　いや、朱しゆ禅ぜんのように他の妃ひ嬪ひんについた宦官たちに、嫌いやがらせのひとつやふたつされていてもおかしくない。

　が、白蓮にとって重要なのはそんなわかりきったことではなく──

「──珀狼さま、ね」

　白蓮の指し摘てきに、木蘭がはっと唇くちびるを押さえた。

　今、彼女は、陛下、ではなく、名を口にした。

　常つね日ひ頃ごろから呼び慣れていなくては、とっさに口走ったりはしない。つまりは、そういうことだろう。

「っ、違ちがうんです！」

　木蘭が顔を青ざめさせて頭かぶりを振ふった。

「これにはわけが…っ、私は」

「あなたが陛下とどのような関係であろうと、わたしには関係ないわ」

　言い募つのる木蘭をぴしゃりと遮さえぎる。それより、と色のないまなざしで揺らぐ榛の瞳を見み据すえた。

「彼らには任せられないというのなら、どうするつもり？」

「そ、れは……」

「あなたが代わりに犯人を見つけるとでも？」

　できっこないだろう、と畳たたみかければ、木蘭はぐっと押し黙だまった。

　これ見よがしに嘆たん息そくして、白蓮は踵きびすを返した。

「ともかく、これは内侍官に」

「──わかりました」

　渡わたしておく、と皆みなまで言う前に、決意のこもった声に遮られる。

　白蓮は足を止め、肩かた越ごしに振り返った。

「それは、あなたが犯人を捜さがすということ？」

「珀──陛下のお命を狙ねらう者を、このままにはしておけませんから」

「ほかの妃嬪たちの反感を招くことになっても？」

　ただでさえ目をつけられている状態で、彼女たちを疑うような真似まねをしたらどうなるかは火を見るよりもあきらかだ。

　一いつ瞬しゆんたじろいだ木蘭は、しかし決然と顎をひいた。

「お姉さまには、その、ご迷めい惑わくをおかけしてしまうかもしれませんが……」

　むろん、こちらにも火の粉は飛んでくるだろう。

　しかし、この実直さが彼女の良さだということも、よく知っていた。

　──……危なくなったら、陛下が力を貸すわよね。

　しかたがない、と白蓮は手にしていた木もく片へんを木蘭へとさしだした。

「そう、ならば好きにしたらいいわ」

「！　いいんですか？」

「自分で言いだしたことでしょう。──ただし」

　目を瞠みはった木蘭に呆あきれた息をついて、顔を戻もどす。

「このことは内侍官には報告します。陛下を狙う者がいるとわかった以上、ここだけの話にはできないわ」

　皇帝がどうやって後宮内の出来事を把握しているのかは知らないが──おそらくは子飼いの者を潜ひそませているのだろう──注意喚かん起きのためには事実を周知する必要がある。

「ありがとうございます！」

　なにに対する感謝か、よこされた礼を背中で聞き、白蓮は小こ路みちをひき返した。

　それにしても、と四阿あずまやの方をうかがう。木人の埋うめられていた場所を調べているのか、しゃがみこんでいる木蘭に目を細めた。

「珀狼さま、か」

　いつのまにか名で呼びあうような間あいだ柄がらになっていたらしい。この分なら、順調に仲を深めているのだろう。

「……」

　そう、望んでいた。そのために、仕掛けさえした。

　なのに浮うかぶ自じ嘲ちようめいた笑いに、唇が歪ゆがんだ。

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　最初からわかっていたことだ。あの『眼め』が自分を見ることがないことは。

　己おのれが柳白蓮であるかぎり。

「ちょっとした若気の至りよ」

　あの日から胸に宿った、この淡あわい色に名をつけるなら、その一言ですむ。

「大丈夫。あの子が叶かなえてくれるわ」

　物語に夢見て、託たくしたこの想おもいは──。

　だから自分は、ただ柳白蓮にふさわしくあればいい。

　浮かびあがった想いを沈しずめるように胸に手をあてる。──と、違うものでありながら、同じ鋭するどさをまとった『まなざし』が脳のう裏りをよぎった。

　あの『まなざし』とも、もう会うことはないのかもしれない。いや、こうなった以上、かもしれない、ではなく、ないだろう。

　もともと後宮ここにいるはずのない──いてはいけない人物だったのだ。いくら腐敗しているとはいえ、呪じゆ詛そなどという騒さわぎが起こった以上、門衛も本来の職務を思いだすだろうし、彼も迂う闊かつな真似は控ひかえるだろう。

「──あの国の話を聞くの、楽しみにしてたんだけどな」

　その呟つぶやきは、だれにも拾われることなく、たちのぼる陽炎かげろうへと溶とけていった。
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「じゅ、呪詛!?」

　白蓮の指示でやってきた宦官に木人の件をきりだせば、彼は零こぼれおちんばかりに目を見開き、ひっくり返った叫さけびをあげた。

　響ひびき渡った『呪詛』の一言に、控えていた侍女たちがいっせいにざわつく。その顔が青いのは、実際の現場に立ちあっていたせいだろう。今さらながらに知らされた事実に、今にも倒たおれんばかりに震ふるえている者もいる。

「そ、それはたしかなのですか？」

「わたくしが嘘うそをついているとでも？」

「め、滅めつ相そうもございません！　しかし、まさか、そのようなことが……」

　こちらも顔を青ざめさせ、言葉をなくす。

「こんなところで立ちつくしていないで、上へ報告するなりなんなり、やるべきことがあるのではなくて？」

　白蓮の冷めた瞳ひとみに、宦かん官がんが我われに返る。

「そ、そうですな、急ぎ報告しなくては…っ」

　失礼いたします、と慌あわてて立ち去っていく男は、よほど頭が回っていないらしい。

「呪物を確かく認にんしようともしないなんて」

　呆れ気味に呟く。問われたところで手元にはないが、普ふ通つうは然しかるべき対処を施ほどこすために回収しようとするものだろう。

　朱禅では信用できなかったため、別の者を呼んだのだが、いまいち不安が残る。

　とはいえ、事実を周知する、という意味ではおおいに役にたったらしい。

　あちこちで声こわ高だかに喧けん伝でんして回ったようで、皇こう帝ていに呪詛が仕し掛かけられたという事実は、あっという間に後宮中に広まった。

　あとは上を下への大おお騒さわぎ──とは裏腹に、表面上はかえって水を打ったように静かになった。代わりに、張りつめたピリピリとした空気が肌はだを刺さす。

　自分の住まう場所のどこかに呪詛を仕掛けた者がいる、と疑う一方で、犯人だと疑われているのではないか、と怯おびえる。

　そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きが後宮内を覆おおっていた。

　呪詛の件が広まってから、ほとんどの者は自分たちの宮きゆう殿でんに閉じこもっている。しかたなく出歩く者たちもうつむきがちで、どこか足早だ。




「一体、どういうことですの!?」




　そんな雰ふん囲い気きの中、堂々と怒ど鳴なりこんできた梨雪に、ある意味感心する。

「……どういうこと、と言われてもわかりかねますけれど」

　開口一番叫んだ梨雪に、思いあたる節がありつつ白蓮は冷静に切り返した。説明を、と暗に求めれば、彼女は眦まなじりを吊つりあげた。

「あなたの妹のことですわ！」

　やはりそのことか、とでそうになった溜ため息いきを吞のみこむ。

「私が犯人だとでも言いたいんですのっ？　無礼にもほどがありますわ」

　呪詛の痕こん跡せきを見つけた木蘭がまずとりかかったのは、菊花殿を訪たずねることだった。

　墨すみの滲にじみ具合から考えて、埋うめられたのは雨の日やその翌日ではないだろうと当たりをつけ、それ以降木人が発見されるまでの間に小路を通りかかった者を見ていないか、と聞きにいったのだ。

　以前、同じような理由で窃せつ盗とうの疑いをふっかけた木蘭がそんなことをたずねたものだから、仕返しのつもりか！　と夕麗は激げき怒どしたらしい。

　さもありなん。

　呪殺の企くわだては、いまだに猫ねこを毛け嫌ぎらいするほど呪術が身近にあるこの国においては、重罪だ。良くて流る罪ざい、下手をすると死し刑けいが科せられる上、場合によっては一族郎ろう党とうが関係者と目され連座して処しよ罰ばつされる。

　陥おとしいれたい者を、呪殺を企てたと讒ざん言げんし、罪人に仕立てあげることもあるくらいだ。疑いをかけられるだけでも不ふ名めい誉よではすまない事態になりかねない、という意味では彼女たちの怒いかりはもっともだろう。

　──もっともなんだけど、わたしに言われてもね。

　早さつ速そく飛んできた火の粉に、やれやれ、という気分だ。

「いきなりやってきたかと思えば、これに心当たりがあるか、だなんて…っ」

　聞き及およぶかぎり、どうやら木蘭は妃ひ嬪ひんたちを訪ね歩き、例の木人を見せているようだ。そのことを思いだしたのか、梨雪は嫌けん悪おを露あらわにした。

「──心当たりがないのであれば、いきりたつ必要もないでしょう」

「なんですって？」

「別にあの子はだれかを犯人に仕立てあげようとしているわけではないわ。そう感じるのは、彼女に対してやましいところがおありだからでは？」

「──っ」

　白蓮の指し摘てきに、梨雪がぐっと黙だまりこむ。ただ、図星を突つかれたから、ではなく、憤ふん激げきのあまり声がでないからだと、真っ赤になった顔が物語っていた。

「ともかく。あの子の行動を内ない侍じ官が咎とがめないのなら、それは陛下が黙もく認にんされているということ。違ちがうかしら？」

　陛下の意向に逆らうのか、と告げれば、怒りに染まった顔が大きく歪む。梨雪は苦々しくこちらを睨にらみつけると、

「姉し妹まい揃そろって不ふ愉ゆ快かいだわ！」

　言い捨て、足取りも荒あらく去っていく。

　それを見送って、扇おうぎの下でふぅ……と息をつく。

　木蘭の行動を皇帝が黙認しているかなど、実のところ知るよしもないが、うまく誤ご魔ま化かされてくれたようだ。

「──次は、だれかしら」

　梨雪と同じことをほかにもしているなら、妃嬪本人でなくても──さすがに貴妃に面とむかって文句を言えるのは、同じ夫人たちくらいだろう──宦官をとおして苦情がきてもおかしくはない。

　木蘭自身が余計な恨うらみを買うことにならないといいが……と案じていた白蓮だったが、次のそれは思わぬ方向からやってきた。







　午を過ぎたころ、訪ねてきた宦官の言葉に、白蓮は耳を疑った。

「陛下が、わたくしを？」

「はい。柳貴妃をお召めしです」

　思わず聞き返すが、応こたえは変わらない。

「……木蘭ではなく？」

「彼女は貴妃ではございません」

　信じがたい思いで零れた独り言めいた呟きにも律りち儀ぎに返される。

「では、また夜にお迎むかえにあがります」

　刻限を告げ、宦官が立ち去ったかと思うと、薔薇殿はそれこそ上を下への大騒ぎとなった。

　なにせ、後宮が開かれて以降、皇帝がどこかの宮殿を訪おとなったこともなければ、自らの房へやへと妃嬪を喚よんだこともない。

　それがここへきてはじめてのお召しだ。騒ぎにならないわけがない。

「ああっ、こうしてはいられませんわ。早く準備にとりかからなくては！」

　どういう風の吹ふき回しだ、と訝いぶかしむ白蓮をよそに、侍じ女じよたちは大わらわで準備にとりかかる。その顔には誇ほこらしげに喜色が浮うかんでいる。はじめてのお召しが自分たちの主あるじなのだ、はりきらないわけがない。

　おまけに、何ヶ月も待ちぼうけを食くらったあとだ。こちらが口を挟はさむ隙すきを与あたえないほどに舞まいあがっていた。

「わたしは、」

「さあさあ、時がありません。ご支し度たくを」

　まだ日も高いというのに、一刻の猶ゆう予よもないとばかりに湯浴みへと促うながされる。主を磨みがきあげなくてはならない、という使命感に駆かられている面々に、内心逃にげ腰ごしになる。

　しかし、さすがに数で攻せめられたら逃げられるはずもなく、湯ゆ殿どのへと追いたてられるように足を運ぶ。

　そこからは侍女たちのなすがままだった。

　すべてが終わったころには、白蓮はぐったりと疲つかれきっていた。

　──飾かざりたてられないだけ、ましね……。

　あとは──余計なことを考えずにすんだことだろうか。

　準備万端、迎えがくるのを待つばかり、という段になり、じわじわと怖おそれにも似た焦あせりがこみあげてくる。気を回されたのか、室内に一人きりな分なおさらだ。

「夜、召されるっていうのは……そういうこと、よね？」

　いつのまにか握にぎり締しめていた掌てのひらに汗あせが滲にじむ。にもかかわらず、指先は氷のように冷たかった。

　後宮という場にいる以上、知識はある。だが、心がついていくかは別の問題だ。これが梨雪あたりなら、名めい誉よなことだと喜ぶのかもしれないが……。

　立場上ある程度覚かく悟ごして入宮したはずだが、これまでの数ヶ月ですっかりどこかへいってしまったらしい、と一人苦笑う。

　もうひとつ気がかりなのは、木蘭のことだった。

「わたしが召されたと知って、どう思うかしら」

　あの大おお騒さわぎの中、薔薇殿へと戻もどってきたはずだが、顔をあわせる機会はなかった。当然、白蓮が皇こう帝ていに召されたことは耳にはいっているだろう。

　せっかく仲を深めていたのに、よりにもよって姉を召したと知って傷つかないだろうか。自分では分不相応だと、想おもいを閉じこめてしまわないだろうか。

「……そもそも、この状じよう況きようでわたしを喚ぶってどういうこと？」

　さまざまな不安が胸の中に渦うず巻まき、逆に腹立たしさへとすり変わっていく。

　呪じゆ物ぶつの件はすでに皇帝の耳には届いているはずだ。後宮がどういう状況にあるのかも、当然把は握あくしているだろう。

　己おのれのために木蘭が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしているにもかかわらず、白蓮を召すとは。

「そこは相手が、」

　違うでしょ、と呟つぶやきかけて、ふと閃ひらめくものがあった。

　もしかして……と思ったところで、「内侍官がまいりました」と外から声がかかる。

　はっ、と反射的に立ちあがりかけ、おちつけ、と自らに言い聞かせる。

「──わかったわ」

　白蓮は深呼吸をすると、今度こそ立ちあがった。

「こちらへ」

　先導する宦かん官がんに従って、皇帝がいるだろう内ない廷ていへとむかう。後宮ここへきてから、門を潜くぐるのははじめてだ。

　──今度潜る時は、外へでる時だと思ってたけど。

　夜に沈しずんだ掖庭宮を、月明かりと先導の灯あかりを頼たよりに進んでいく。道中、薄うす闇やみのむこうから見えない視線を感じる気がした。

「やっぱり、これが目的？」

「？　なにかおっしゃいましたか？」

　独りごちた白蓮に、宦官が振ふり返る。なんでもないわ、と首を振って先を促す。

　──わたしが喚ばれたってことは、もう後宮中に広まっているはず。

　他の妃嬪と繋つながっている宦官たちは、皇帝が貴妃を召したと知った時点で彼女たちへ情報を流しているだろう。そして、薔薇殿の侍女たちはそのことを隠かくしもしなかったはずだ。いや、言いふらしていても不思議はない。

　呪じゆ詛そ騒ぎの中、反感を募つのらせている木蘭から目をそらさせるために、あえて白蓮を召してみせる。

　そう考えてみると、いかにもありそうだ。むしろ、しっくりくる。

　白蓮の中でその考えが確信に変わったのは、案内された先が閨けい房ぼうではなく、中庭だった時だった。

「よくきたな」

　月明かりの下でも美しく整えられているのがわかる庭先に卓たくが用意され、すでに人ひと影かげが座していた。

「お召しとうかがい、参上いたしました、陛下」

「堅かたいことはいい」

　払はらうように手を振ると、「まあ座れ」と気軽な様子で促してくる。宴うたげの時とは雰ふん囲い気きが違うが、こちらが素すに近いのだろう。

「──失礼いたします」

　なるほど、木蘭はこういう姿を目にしているのか、と思いつつ、白蓮は卓の角を挟んで腰こしかけた。

　すかさず侍じ従じゆうによって並べられた酒器は、玉ぎよくでできた杯さかずきだろうか。月の光を受けて、ほんのりと輝かがやいている。

「月見酒につきあってもらおうと思ってな」

　葡萄ぶどう酒だ、と勧すすめてくる様子に、無意識のうちにこわばっていた肩かたから力が抜ぬける。この分なら、閨ねやに侍はべることにはならないだろう。

　同時に、内心身構える。

　葡萄酒は西域から伝わった酒だ。これをだしてきたのは、白蓮が西域に興味があることを知っている──つまり、呂りよ清しようから話は聞いている、という暗示だろう。

　思ったとおり、呂清に話したことは皇帝へ筒つつ抜ぬけになっているとみて間ま違ちがいない。

　それを口ではなく、葡萄酒をとおして伝えてきた点に、力ちから業わざで今の地位にあるわけではないのを感じる。

　白蓮はおもむろに口元に笑えみを浮かべた。

「お気き遣づかいありがとうございます。──陛下におかれましては、ご健勝のこととお慶よろこび申しあげます」

　元気そうでなによりだ、と遠回しに伝えた白蓮に、あぁ、と得心したように皇帝は肩を竦すくめた。

「呪詛のことか」

　あっさり核かく心しんを突ついてきた彼に、首しゆ肯こうする代わりに笑みを深める。

「見てのとおりだ。むしろ、医師たちに飲まされそうになった、おかしなものの方が具合が悪くなりそうだったな」

　月明かりの下、はっきりと表情がうかがえなくとも辟へき易えきした様子が伝わってくる。

　呪術は霊れい的てきな病という考えから、呪のろいを解くことは治ち療りようだとこの国では捉とらえられている。医学書をのぞくと、そのための薬が、またとんでもないものから作られていたりするのだ。

　それを飲んだ方が具合が悪くなりそう、というのは頷うなずける。

「──飲まれたのですか？」

「捨てた」

　思わずたずねた白蓮に、端たん的てきすぎる答えが返った。

　おそらく飲むふりでもして捨てたのだろう。呂清の言うとおり、そのあたりの警けい戒かいはぬかりないらしい──今回は医師の用意した、由緒正しい薬ではあるが。

「飲まないのか」

「はい？」

　以前見た医学書を思いだし、こみあげてくる嫌けん悪お感かんをやりすごしていた白蓮は、ふいにかけられた声に目をしばたかせた。

　薬のことが頭にあり、一いつ瞬しゆんなんのことかわからずにいると、皇帝が杯を持ちあげる。

「別におかしなものははいっていない。普通の酒だ」

「あ、ええ」

　やけに『普ふ通つうの』を強調してきたのは、毒などはいっていない、という意味か、呂清に飲ませた酒を指しているのか。

　──多分、両方だろうな。

　別に毒を警戒していたわけではないが、こう言われて口をつけないわけにはいかない。

　手にした杯をのぞいてみれば、宵よい闇やみ色いろの中に揺ゆらぐ月が浮うかんでいた。

「杯が夜空に満たされているようですね」

　綺き麗れいだと素直に感かん嘆たんし、杯を口に運ぶ。

　葡萄の芳ほう香こうと、深い渋しぶみに溶とけこんだほのかな甘みが広がる。二、三度口にしたことがあるだけで、違ちがいがわかるほど飲んだわけではないが、美味おいしいと感じるのはさすがにものが上等だからだろうか。

　うっかり量をすごして酔よってしまいそうだ、と杯を戻した白蓮の耳に笑い声が届く。

「そういうことも言えるのだな」

「──どういう意味でしょう」

　詩的な物言いは似合わない、と言われているようで、わずかにむっとする。

「聞くのと実際に目にするのとでは違うものだ、と思っただけだ。──ずいぶんと博識だと聞いていたのでな」

　笑いを含ふくんだ声が続けるが、言いつくろうというよりは、知識ばかりの情じよう緒ちよを解さない人間だとだめ押しされている気分になる。

　いや、と軽く咳せき払ばらいをして、苦い思いを振り払う。

　柳白蓮として、あえて情緒的な面はださないようにしてきたのだ。上手うまく印象を操作できているということだ、これは。

「──聞く、とは、翰かん林りん学士殿どのからですか」

「それもあるが、主におまえの妹だ」

「木蘭から？」

　気をとり直してあえて呂清のことに踏ふみこんだ白蓮だったが、逆に木蘭のことを持ちだされ、驚おどろく。

　──ああ、でも、陛下と木蘭が会ってるのに気づいてるって、呂清は知ってるんだっけ。

　実際、たいした反応を見せない白蓮を訝いぶかしがる様子もない。

　とはいえ、木蘭が皇こう帝ていにそんなことを語っていたとは……と意外さは拭ぬぐえない。

「意外か」

「そう、ですね」

　木蘭の性格からして、悪口、というか、してきた苦労を進んで語るとは考えづらい。けれど、逆に皇帝の印象に残るほど自分のことを話題にしていた、というのも予想外だ。

　──冷たくあたってきた覚えしかないんだけど……。

　憎にくまれている、とまでは思わないが、好かれているはずもないのにどういうわけかと戸と惑まどう。

「どれほどすばらしい人物かを聞かせてくれたぞ」

　それで興味が湧わいた、と手に持った杯に笑いを零こぼす。

「──どのような話か、気になりますね」

　応じるように、白蓮もまた薄うすく笑みを返した。

　嫌いや味みかはたまた牽けん制せいか。木蘭がなにをどう語っているかはさだかでないが、彼がそうと思っていないことだけはたしかだ。

「そうだな……毒のある花を知らないまま持ちこみそうになって止められた、とか」

「ああ、あのことですか」

　止められた、とはまた柔やわらかい言い方だ。あの時は、まさかあんなものを持ってくるとは思わず、叩たたきおとしていた。樹液に触ふれた手で顔に触さわったりするのは危ないため、慌あわててしまったのだ。

　花をよこしたという徳とく妃ひはあれ以来動きがなく、意図的だったのかは不明なままだ。

　ただ、後宮ここではだれがなにを仕し掛かけてきてもおかしくない、と実感させられた出来事ではあった。

「よく知っていたものだ」

「あれには薬効があるのです。けれど、薬になるということは、毒にもなるということ。素人しろうとにはとても扱あつかいきれませんから触らない方が賢けん明めいですわ」

　感心、というには含みのある響ひびきに、毒だから知っていたのではなく薬だから知っていたのだとほのめかす。

「今回の呪詛も、おまえが気づいたと聞いているが」

「あれは木蘭が見つけたのであって、わたくしではありません」

　月明かりしかない庭先で、互たがいの表情もよくは見えない中、探さぐりあうように言葉を交かわす。

　そうして、得心する。

　この喚よびだしは後宮の目を木蘭からそらすのと同時に、白蓮に対して釘くぎを刺さしているのだ。木蘭に手出しをするな、と。

　この分なら大だい丈じよう夫ぶだ、とほっとする。とともに、ここに火明かりがあったらよかったのに、との思いが胸をよぎった。

　月明かりでは、よく顔を見ることができない。

　閉とざされた世界で鬱うつ屈くつを抱かかえていた自分に鮮あざやかに飛びこんできた、あの強さを宿した『眼め』を目にすることができない。

　もう自分が喚ばれることはないだろう。だったら、最後に顔だけでも見せてくれたらいいのに……と寂さびしさを覚える一方で、これでいいのだと思う心もある。

　あの煌きらめく夜、ひと目見て焼きついた、どうせ叶かなわぬ想おもいなら、朧おぼろなままにかすんで、溶けてしまえばいい。

　秘ひめた想いをうっすらと貼はりつけた微び笑しようで隠かくし、最後まで『柳白蓮』を演じきる。

　ただせめて、と紡つむがれる低い声に耳を傾かたむける。思い出はもう、声さえ曖あい昧まいだ。

　やがて、白蓮の杯さかずきが空になるころ、月下の会合はお開きとなった。

「──それでは、失礼いたします」

　やっと終わった……と無意識に息が零こぼれる。

　あとから思い返せば、それがいけなかったのだろう。

　立ちあがり、皇帝に背をむけた瞬しゆん間かん、ふいに視界が陰かげった。え？　と反応する間もなく、双そう眸ぼうを塞ふさがれ、そのままうしろへとひかれる。

「！」

　なす術すべもなくうしろへとよろめいた背に、とす、となにかがあたる。感じたぬくもりに、びくっと肩かたが跳はねた時、

「つれないな」

　耳元へ吹ふきこまれた囁ささやきに、ひゅっと喉のどが鳴った。

　視界は月明かりさえ遮さえぎられ真っ暗なのに、頭の中は真っ白になる。なにが起こっているのかわからず反射的にもがこうとした白蓮のうなじを、くぐもった笑い声がなでた。

「昔、助けられたことがある相手に対して、ずいぶんな態度だ」

「──っ」

　くすぐるような耳打ちに、背が震ふるえる。

　なにを。なにが。どうして──と形にならない言葉が、脳のう裏りに渦うず巻まく。

　同時に、だめだ、と警けい鐘しようが鳴り響いた。

　ここには皇帝しかいなかった。だとしたら、この目元に、背中に感じる体温がほかのだれかであるはずがない。

　──否定、しなきゃ。

　あの晩、柳白蓮はあの場にはいなかった。珀狼が助けたのは木蘭という少女だけでいい──でないといけないのだ。

　ぐっと奥歯を噛かみ締しめる。

　沸わきかえるような血の熱さを逃にがすように、細く息を吐はきだす。

「……んの、お話、でしょう」

　白蓮は絞しぼりだすように、声を紡いだ。

　どくどくと脈打つ鼓こ動どうがうるさい。この音が、熱さが、いっそ耳をくすぐる吐と息いきをかき消してくれればいいのに、それだけはありありと感じとれてしまう。

「妹の方は覚えていたぞ？」

「──っ」

　まるで、忘れているはずがないだろう、というように囁く笑えみ声に、これまでとは違う意味でかっとなった。

　──人の気も知らないで……！

　なぜ、今さらかき乱すようなことを言うのか。このまま忘れさせてはくれないのか。

　理り不ふ尽じん、とかすかに残った理性でわかっているのに、湧きあがってくるいらだちに任せ、白蓮は背後の身体からだを肩で押し返すように身を捩よじった。

　力はこもっていなかったのか、あっさり離はなれた掌てのひらに、すかさず距きよ離りをとる。

「お戯たわむれはお止やめください、陛下」

　塞がれていた双眸には、柔らかな月光ですら眩まぶしい。──じん、と熱くなった目はその刺し激げきのせいだ。

「なにか、誤解をなさっているようですけれど、わたくしは、入宮する以前に陛下とお会いしたことはございません」

　嘘うそではない。あの時の彼は皇帝ではなかったのだから。

　あがりそうな息で懸けん命めいに平静を装よそおいなんとか言いきると、白蓮は「失礼します」と再び皇帝に背をむけた。

　気を抜ぬくと力も抜けてしまいそうな足を叱しつ咤たして、ことさらゆっくりと御ご前ぜんを辞す。

　足早に立ち去らないのは、せめてもの矜きよう持じだ。それでも背中が緊きん張ちようしてしまうのは、いかんともしがたい。

　さすがに二度は伸のびてくることがなかった手に、白蓮は密ひそかに胸をなでおろす。

　そのまま中庭を抜けたところで、はたと足を止めた。

「？　そういえば、あの内ない侍じ官はどこに」

　あたりを見回してみるが、ここまで案内してきた者の姿がない。

　きた順路は覚えているが、勝手に戻もどってしまってもいいものだろうか。

　しかし、今はすこしでも早くここを離れたいのが本音だった。

「……いない方が悪いのよね」

　白蓮はそっと目元を拭ぬぐうと歩きだした。

　騒さわがしい鼓動を静めるように胸に手をあて、深呼吸をする。だが、乱れた心はぐちゃぐちゃなままだ。

「まさか、あの時のことを覚えてるなんて……」

　とっくに忘れていると思っていた。──いや、わかっている。自分など、ついでだ。めだつ木蘭の方が記き憶おくに残りやすいのは言うまでもない。

　そういえばいたな、ぐらいのものだろう。

　にもかかわらず、ちょっとでも喜んでしまう心が、ままならなさが、苦々しい。

「──だめだ」

　白蓮はふうっと息をおとし、ぱちん、と自らの両りよう頬ほおを叩いた。

　薔薇殿につくまでに、『柳白蓮』をとりつくろえる程度には感情を鎮しずめなくては。せめて、木蘭に出で迎むかえられても表情を動かさないくらいには。

　その一いつ瞬しゆんさえやりすごせれば、朝までは時がある。それだけあったら、とり戻せる。

　自然、猶ゆう予よを稼かせぐように足取りが緩ゆるむ。──と、横合いからいきなり手首を掴つかまれた。

「な──ゃ…ッ」

　何者だ、と誰すい何かをあげる間もなく、強い力に物もの陰かげへとひきずりこまれる。壁かべへ押さえつけられるようにして口を塞がれ、白蓮は大きく目を見開いた。

「んぅっ」

「お静かに」

　逃のがれようと頭を振ふろうとしたところで、覚えのある声が聞こえ、動きが止まる。

　──え……この声って。

　暗がりに懸命に目を凝こらす。月明かりに淡あわく浮うかびあがる顔は──

「──？」

　呂清、と紡いだ声は掌に塞がれ音にはならない。けれど、動きから察したのだろう。

「ええ、私です。柳貴妃」

　こちらに覆おおい被かぶさるような影かげ──呂清は、うっすらと微笑ほほえみを浮かべた。

　正体に気づいたからには大声をあげることはないと踏ふんだのだろう、掌がはずされる。

「あ、なた、どうして」

　ここに、と唖あ然ぜんと呟つぶやきかけたところで、いや、と気づく。ここは皇こう帝ていの宮きゆう殿でんだ、腹心の部下である呂清がいたところで不思議はない。

　解げせないのは、なぜ、自分がこんな目にあっているのか、だ。

　整える暇ひまもなく騒がされる羽目になった胸を押さえつつ、白蓮は動どう揺ようを吐息で逃した。

「──放してもらえるかしら」

「いかがです？」

　きわめて平静を装い口にするが、返ったのは噛みあわない問いかけだった。

　白蓮の眉み間けんに皺しわがよる。

「いかが？　一体なにを、」

「陛下とお会いしてきたのでしょう？」

　やや語調を荒あらげたところへ被せるように重ねられた問いかけに、どきり、と鼓動が跳ねる。それを抑おさえつけるようにしながら、白蓮は無言を返した。

　わざわざ聞かずとも呂清も知っていることのはずだ。そも妃嬪が内ない廷ていにいるとあれば、それ以外はありえない。応こたえるまでもない。

　代わりに、なにが言いたいのだ、と見上げる目つきを険しくさせた白蓮とは裏腹に、呂清は双眸を細めた。

　その、瞳ひとみの奥までのぞきこむような鋭するどさに息を吞のむ。

「実際にお会いしたら、心が動きましたか？」

「え？」

　揶や揄ゆする響ひびきを含ふくんだ囁ささやきに、とっさにはなにを言われているのかわからなかった。

　だが、理解するより早く、ずくりと疼うずいた胸に、侮あなどられたのだと悟さとる。ついで、ふつふつとこみあげてきたのは憤いきどおりだった。

「──っ」

　ふざけないで！　と叫さけびそうになって、白蓮は唇くちびるを噛んだ。

　──この主従は…っ

　どこまで自分を莫迦ばかにしたら気がすむのか。

　会えばなびく。

　その程度の人間女だと思われていたことが憤ろしく──悲しい。

　実質はじめて顔をあわせた皇帝はまだしも、多少なりとも関かかわりを持ってきた呂清にそんな風に思われていたとは……と傷ついている自分がいた。

　ともすると、皇帝にからかわれた時よりも悔くやしい。

「──興味はない、と」

　一言言い返してやらなくては気がすまない。

　衝しよう動どうに駆かられるまま、白蓮は挑いどむように呂清を睨にらみ返す。

「わたしは、そう──」

　言ったはずだ、と続けようとした言葉が尻しり窄すぼみに消えていく。

　てっきり、からかっているのだと思っていた。声にはたしかにその響きがあった。

　けれど、こちらを見下ろす双そう眸ぼうはどうだ。

「……」

　こくり、と喉のどが上下する。

　胸に秘ひめたものまで暴あばこうとするようなこちらを射い貫ぬく『眼め』の強さに、心が揺ゆさぶられる。

　目が、離せない。

　──からかわれてるんじゃ、ない。

　試ためされているのだ。

　彼らも、動こうとしている。眠ねむれる龍りゆうが、その首をもたげようとしているのだと、直感的に悟った白蓮の身のうちが震ふるえた。

　怖おそれなのか、期待なのか、はたまた喜びなのかは、わからない。

　ただ、その時がきた、それだけはわかった。

　白蓮はおさまりきらない感情を吐はきだすように、大きく息をついた。とともに、面おもてから表情を拭い去る。

「──笑えない冗じよう談だんはやめてもらえるかしら」

「……冗談、ですか」

　こちらの変化に気づいた呂清が、わずかに身をひく。その機を見み逃のがさず、白蓮は覆い被さる影を払はらうように押しのけた。

「冗談でなければ、なんなの？　そうね、わたしがあの方に興味があるとすれば……」

　月明かりの方へと歩きだしながら、肩かた越ごしに振り返る。

「あの子を幸せにしてくれるかどうか、よ」

　暴きたいというのならこの思いだけで十分だろう、と薄うすく微笑ほほえむ。

　そのまま、さっと暗がりから踏みだす。

　一いつ拍ぱく置いて、その背を、くくっと低い笑い声が追いかけてきた。

「なるほど。それがあなたの心というわけですか──白蓮さま」

「！」

　最後、耳を震わせた響きに、思わず立ち止まりかけ──しかし、気力で振りきると内廷をでて掖庭宮への路みちをたどる。

　一人戻った白蓮を門衛の宦かん官がんは訝いぶかしげに見たが、戻る分には問題ないと判じたのだろう。特に揉もめることもなく掖庭宮の門を潜くぐった白蓮は、やがて人目のないあたりまでくると、ずるずるとその場にしゃがみこんだ。

「……なんなの」

　耳の奥に残った声に、顔が熱くなっていくのがわかる。

「どうして、いきなり名前なんか…っ」

　どうして主従揃そろってこちらの心をかき乱してくるのか。

　まんまと振り回されている、自分もまた信じられない。これでは、皇帝だけでなく、呂清にまで心を揺さぶられているようではないか。

「……たしかに、気が多い方だけど」

　興味が赴おもむくままに色んなことに手をだしてきた。だが、これはだめだ。会えばなびくと腐くさされたことを、どうこう言えなくなる。

「～～～っ」

　頭がぐちゃぐちゃで、とても平静ではいられない。こんな顔ではとても戻もどれない──が、いつまでもこうしているわけにはいかない。万が一にもこんな姿をだれかに見られるわけにはいかないのだ。

　ふーっと胸を空にするように息を吐ききると、白蓮はのろのろと立ちあがった。砂のついた裾すそを払う。

「──あと、すこし」

　ここが正念場だと言い聞かせ、『柳白蓮』の仮面を被かぶる。

　そうして、白蓮は薔薇殿へとゆっくりと歩みだした。
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「お姉さま、お話があります」

　固い面おも持もちで目の前に立った木もく蘭らんを、白びやく蓮れんはおもむろに見上げた。

「話？」

「できれば二人で」

　ここではできない話だ、と暗に告げられ、双眸を細める。

「そう……人ひと払ばらいをすればいいのかしら」

　そのまま、つとあたりを見回した。室内にいるだれもが、なにごとかと、ちらちらとこちらをうかがっている。

「いえ、四阿あずまやの方が……」

　四阿、の一言に白蓮は小さく眉まゆをあげた。周囲からも、ざわり、とさざめきがあがる。

「いいわ」

「！　貴き妃ひさまっ」

　ゆったりとした動作で立ちあがった白蓮に、悲鳴のような声があがる。なにせ、あそこは皇こう帝ていへの呪じゆ詛そが仕し掛かけられていた、忌いむべき場所だ。

　しかし、白蓮は気にした風もなく、「いきましょう」と木蘭を促うながした。

　あっさりと了りよう承しようされたのが意外だったのか、束つかの間立ちつくした木蘭だったが、すぐにあとを追いかけてくる。

　会話もなく四阿へと足を進めながら、白蓮は木蘭の様子へ目をやった。その表情は固い、というより張りつめている。

「……」

　一体どんな話が聞けるのやら、と思いながら見上げた空は、周囲に漂ただよう雰ふん囲い気きとは裏腹にしみるように青い。

「──一雨、くるかしら」

　視線の先に認めた南の空にわきたつ雲に、ぽつりと独りごつ。

　ほどなくいきついた四阿で、

「それで？」

　白蓮は木蘭とむかいあうように身体からだを反転させた。

「ここへきたということは、呪詛を仕掛けた犯人がわかったのかしら」

　自分に話があるというのならこれしかないだろう。

　そう、あえてこちらからきりだすと木蘭の肩かたが揺ゆらいだ。喉のどが小さく上下する。

「……それ、は」

　決意を固めるように両手が握にぎりあわせられ、榛はしばみの瞳ひとみがまっすぐに白蓮を捉とらえた。




「あなたです。お姉さま」




　その、自分にはないきらめきを綺き麗れいだと思いながら、白蓮はゆっくりと瞬またたいた。

「わたしが？」

　たずね返す声こわ音ねに、表情に、動どう揺ようひとつない。

「どうしてそんなことをしなくてはならないのかしら」

「おかしいと、思ったんです」

　木蘭は白蓮の問いには応こたえず唇くちびるを噛かんだ。

「おかしい？」

「夜ごと出歩く私を不ふ審しんに思う者は、ほかにもいたかもしれない──そう、お姉さまは言われましたよね」

「ええ」

　たしかに言ったと首しゆ肯こうすれば、榛の輝かがやきが鋭するどさを増した。

「あの盗とう難なん騒さわぎ以降、毎夜私が出歩いていたことを、ほかの妃嬪方が見ているはずがないんです」
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「──どういうことかしら」

　怪け訝げんげに眉まゆ根ねをよせた白蓮に、木蘭もまたぐっと眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「私の様子がおかしいと思われたお姉さまは、あの騒ぎのあとすぐに私をつけさせたんじゃないんですか？」

「……」

　沈ちん黙もくを肯定ととったのだろう、木蘭は苦く渋じゆうの表情で続けた。

「たしかにその時なら、ほかの方々の目にも留まったかもしれません。だけど、そのあとも出歩いていたなんて知るはずがないんです。──私は薔そう薇び殿でんから直接ここへくるようになったんですから」

「直接……」

　あの隠かくし戸か、とすぐ思いあたる。

　あの築つき山やまを逆方向へ回りこむと、白蓮の私室の前にある庭とは別の場所へでるのだろう。そのことをおそらくは皇帝から教わったのだ、自分が呂りよ清しようについていったあの晩に。

　以後、人目につかないよう薔薇殿から木立を抜ぬけ、四阿に通っていたというわけだ。

　木蘭を見張っていたわけではないから、さすがにそこまでは気づかなかった。

　それでは疑われてもしかたがない、と息をつく。

　とはいえ──

「──それだけかしら」

「え？」

「それだけでわたしを犯人呼ばわりするつもり？　呪殺などという重罪の」

「お姉さま……」

　一いつ瞬しゆん大きく瞠みはられた目が、ひどく悲しげな色をまとう。どうして……と声もなく呟つぶやいたのが、口の動きから読みとれた。

　ふいっとうつむいた木蘭の表情を、影かげが覆おおい隠す。

「証しよう拠こなら、あります」

　次に顔をあげた時、迷いを吹ふっ切ったまなざしが再びこちらを射い貫ぬいた。

「証拠？」

「これが、お姉さまの房へやにありました」

　懐ふところへ手を滑すべりこませ、とりだした包みを解くとすっとこちらへさしだす。

「……」

　それは、木人だった。

　より正確に言えば、木が割れて失敗した人形のなれの果て、というところか。すくなくともひとつではない数が、そこにはあった。

「そう」

　静かに木人のなれの果てへと視線を注ぎ、こみあげてくるものに、くすり、と喉を鳴らす。

　木蘭の頬ほおがこわばり、身構えたのがわかった。「これがわたしの房にあったという証拠は」とでも問われると思っているのかもしれない。

　だが、薄うすく笑えみを刷はいた唇が紡つむいだのは、

「一昨日おとといの晩、陛下に召めされたのはそういうことだったのね」

　言外に『自分のもの』だと認める言葉だった。

「処分する機会をうかがっていたのだけれど……もっと早くにしておくべきだったわね」

　一昨日、皇帝に呼びだされたのは、木蘭が房を捜さがす時間を稼かせぐためだったのだ。思ったとおり、犯人捜しをする彼女に皇帝が手を貸していたらしい。

「どう、して…っ」

　慌あわてるでもなく冷静そのものの白蓮とは裏腹に、木蘭の顔が悲痛に歪ゆがんだ。

「どうしてこんなことを！」

　なぜ、皇帝を殺そうなどと企くわだてたのか。

　なぜ、呪詛などという手段をとったのか。

　彼女の言う『どうして』は、さてどれだろうか、と頭の隅すみで考えながら、白蓮は静かに木蘭を見つめ返した。

「お父さまに指示されたからよ」

「……え？」

「皇帝を亡なき者にしろ、とね」

　白蓮からでてきた予想外の名に、つめよらんばかりだった木蘭の動きが止まる。さらに告げられた事実に、はくはくと喘あえぐように戦慄わななく。

「お、父さまに……？」

　明かされた、姉のみならず家ぐるみの陰いん謀ぼうに茫ぼう然ぜんとする木蘭を見つめながら、脳のう裏りに父の声が甦よみがえる。

『わかっているな？　すべては家のためだ』

　小さく唇が歪む。

　──これで、満足かしら、お父さま？

　結局、柳りゆう家の軛くびきから逃のがれることはできなかったが、目的ははたすことができた。あとは木蘭次し第だいだ。

「お父さまが、どうして珀はく狼ろうさまを」

　当の木蘭はというと、『どうして』と繰くり返すばかりだ。察しは悪くないはずだが、思いもよらぬ事こと柄がらの数々に冷静にものを考えられる状じよう況きようではないのだろう。

　白蓮は、しかたがないと息をついた。

「今の陛下が即そく位いなされる前に、世よ継つぎ争いがあったことは知っているわね」

「え、えぇ、はい」

　唐とう突とつに差し挟はさまれた問いかけに、木蘭は目を白黒させながら頷うなずいた。

「もともと柳家は別の皇子を支し援えんしていたのよ」

「！　ま、さか……お父さまは珀狼さまを排はい除じよして、その御お方かたを」

　皆みなまで説明しなくとも、ぴんとくるものがあったらしい。信じられない、と書かれた顔からそろそろ本当に目が零こぼれおちるのではないだろうか。

「そう、このままでは父たちに有利に働かないどころか、今の地位も危あやうい、とね」

「だからといって、亡き者にしようだなんて…っ」

　許されることではない、と怖おそれにか怒いかりにか、木蘭は小さく肩を震ふるわせる。

「普ふ通つうの思考でないのはたしかね。普通なら、娘むすめを後宮へ送りこみ、陛下の寵ちようを得るように仕向けるでしょう」

　皇こう帝ていの寵愛が得られれば寵ちよう姫きの身内は優ゆう遇ぐうされるのが慣例だからだ。

　だが、父はそれでは心こころ許もとないと考えた。

　娘が──白蓮が皇帝の寵を得たとしても、心変わりされてしまったら意味がない。年を経てより若い娘に関心が移ったなど、歴史上よくある話だ。

　そういう意味では現実的だったのだろう。

「うまくいくかわからないことに賭かけるより、確実に実権を握にぎり続けるために、自分たちに都合のいい為い政せい者しやへすげ替かえてしまおうと考えたのよ、あの人たちは」

　白蓮自身、こうまで直接的な手段にでるとは思っていなかった。

　これも朝ちよう廷ていの腐ふ敗はいが進んでいる影えい響きようだろう。

　皇帝を自分たちの都合のいいように動かせる駒こまとしか見ていない。一度甘い汁しるを吸った者たちが、権力それを易やす々やすと手放すはずがないのだ。

「そこまでおわかりになっていながら、なぜ!?」

　淡たん々たんと経けい緯いを語った白蓮に、木蘭が食ってかかってくる。

　なぜ、と問われたのなら答えはひとつだ。

「後宮ここに見張りがいたからよ、わたしが父の命を遂すい行こうするようにね」

「見張り？　侍じ女じよの中に、ですか？」

「朱しゆ禅ぜんよ」

　あっさりと名を明かせば、あ！　と合点したらしい。すぐに悔くやむような顔つきになる。

　どうして気づかなかったのか、とでも思っているのかもしれない。

「言ってくれたら、よかったのに」

　案の定、一人で背負うことはなかったのに、と物語る木蘭のまなざしに、すこし、意地悪な気分になる。

「言ってどうなるというの」

「そ、れは……」

「それとも、あなたがやってくれたのかしら？」

「な…っ!?」

　顔をあわせる機会が幾いく度どとなくあった木蘭になら、命を狙ねらうのも容易たやすかっただろう──言葉にせずとも言わんとしたことは伝わったのか、木蘭が愕がく然ぜんと声を失った。

　思ったとおりの反応に小さく笑いを零こぼし、白蓮は改めて榛はしばみの瞳ひとみを見返した。

「わたしには近づく術すべがなかった。だから、ここへ呪じゆ物ぶつを埋うめたのよ。あなたに会いにくる陛下を亡き者にするためにね」

「──お姉、さま」

　木蘭はなにか言いたげに唇くちびるを開きかけては閉じ……結局、痛ましげに一言だけ呟く。

「それで？」

　自じ嘲ちよう気味に唇を歪ませながら、事実を知ったあなたはどうするのか、と問おうとした時だった。




「俺を呪殺？」




　ふいに、低い笑い声が割りこんだ。

「呪のろいなど信じていないおまえが？」

「！」

　ここにあるはずのない存在に、白蓮と木蘭は揃そろって息を吞のむ。

　わざとだろう、かさり、と地面を踏ふみ締しめる音がした方へ、木蘭が弾はじかれたように振ふり返る。

　白蓮はといえば、とっさに巡めぐらせかけた首を押し留とどめると、跳はねあがった鼓こ動どうを鎮しずめるように深く息を吸いこんだ。

「──ええ、ですから実験を兼かねてみたのです」

　抑おさえつけた淡々とした声で応こたえながら視線を動かす。

　二人の目線の先──木立の奥から人ひと影かげが姿を現わす。

　その姿に、白蓮は目を見開いたあと、眉まゆをよせた。

「呂、清？」

　顔は間ま違ちがいなく呂清だ。が、記き憶おくにある姿とはまったく違う姿をしている。

　身につけているものといい、まとっている雰ふん囲い気きといい、今までとはがらりと違う。同じ顔をした別の人物だ、と言われたら信じてしまいそうなほど、目の前の彼には違い和わ感かんがあった。

　──ううん、違う。

　こうしてみると、わかる。今までの彼に違和感があったのだ。

　それにさっき、彼はなんと言った？　聞き間違いでなければ『俺を』と言わなかったか？

　一方の木蘭もまた、

「珀狼さま！　……じゃ、ない？」

　現われた人物へ声をあげたあと、すぐに戸と惑まどった様子で首を捻ひねった。

　木蘭の、同じような、それでいて正反対の見間違いに、白蓮の頭の中ですべてが繋つながった。

　──そういうことか！

　彼は呂清であって呂清ではないのだ。彼は……

「……あなたが皇帝だったのね、呂清」

　いえ、陛下。

　きっぱりと言いきった白蓮に、え？　と木蘭がこちらへと顔を戻もどす。

「陛下？　──え、だって、この方は珀狼さまとは……」

「いいえ、この方こそ『李り珀狼』さま──今きん上じよう皇帝よ」

　そう、これまで自分が会っていた『呂清』こそが、皇帝が彼に扮ふんした姿だったのだ。

　状況についていけず、呂清、もとい珀狼と白蓮を見比べる木蘭に、ふっと珀狼の口元が笑えみを刻む。

　その、なにげない仕草に宿る目を奪うばう威いに、はっとさせられる。

　彼こそが正しく皇帝支配者なのだと、いやが応でも感じさせられる。

「この方が、珀……いえ、陛下？」

　じゃあ、今まで私がお会いしていたのは……と困こん惑わくも露あらわな木蘭に、白蓮は内ない廷ていでの対面を思いだす。

「では、あれが呂清殿どのだったのですね」

　珀狼が無言のまま笑みを深める。

　つまりは、そういうことだ。二人はいれ代わって、白蓮と木蘭の様子を探さぐっていた。

　警けい戒かいされていたのか、おもしろがっていたのか……多分両方なのだろうが、彼の様子を見るに後者の色合いが濃こそうだ。

　──なるほど、あの時、灯あかりがなかったわけね。

　呂清として現われた珀狼を見て反応がなかった時点で──あるいは、木蘭が名乗りを信じた時点で──白蓮が三年前に出会った皇帝の顔を覚えている可能性は低かったが、万が一ということもある。

　とはいえ、あそこで珀狼自身が現われたら、いくら月明かりしかないとはいえ、さすがに『呂清』だと気づいてしまう。それらも鑑かんがみた上での措そ置ちだったのだろう。

　まあ、試ためされてもいたのだろうが。

「──ということは、この呪じゆ詛そもむだだったというわけですか」

　仕し掛かけた相手が違うのでは意味がない。

　あからさまに嘆たん息そくした白蓮へ、珀狼がひたりと視線を据すえた。

「柳家の当主は捕とらえたぞ」

「！」

　唐とう突とつな言葉に、目を瞠みはる。

　それは木蘭も同じだったらしい。珀狼がくつりと喉のどを鳴らした。

「そういう表情はそっくりだな」

「──そう、ですか」

　戯ざれ言は脇わきに置き、細く息をつく。

　終わった。

　これで本当に終わったのだ──。

「……柳家の当主って、お父さま、ですよね？」

　しかし、木蘭にとってはそう簡単ではなかったらしい。自分を連れてくるだけ連れてきてあとは基本関かかわりのなかった父親でも、捕らえられたと聞けば穏おだやかではいられないようだ。

　さすがに今までの話の流れから、どうして、とは言わないが、うまく吞みこめない顔つきで眉をさげていた。

　そんな木蘭を一いち瞥べつし、珀狼が浅く頷うなずく。

「ああ。詐さ欺ぎと謀む叛ほんの罪でな」

「詐欺と謀叛……？」

　告げられた思いがけない罪状を口の中で転がし、白蓮はあっと面おもてをあげた。

　瞬しゆん間かん、強い『眼め』と目があう。

　伝わっていた。

　あれやこれやに託かこつけて潜ひそませた情報は、どうやら彼の役にたったらしい。

「あの、」

　しかし、一人置いてきぼりをくらった木蘭が、悲しみと困惑をないまぜにしたような複雑な表情で声をあげた。

「謀叛はともかく、詐欺、とは？」

「金きんの偽造だ」

「金の偽造？」

　あの自じ称しよう錬れん金きん術じゆつ師しによる技わざの披ひ露ろうの場にはいなかった木蘭が、どういうことかと首を傾かしげる。

「桑そう充じゆう媛えんの首くび飾かざり、あれと同じことよ」

「あ……！」

　言い添そえた白蓮に得心した顔つきになる。

「あれと同じまがい物を作らせていた、ということですか？」

「そうだ。どこからか技術者を連れてきて、銅銭を大量に金に偽ぎ装そうさせ、金だと偽いつわって使用していた」

　銅銭の価値しかないものを金として利用しているのだ。そんなものが大量に出回って、知らず掴つかまされた方はたまったものではない。立派な詐欺行こう為いだ。

「では、謀叛の方は……」

「武器を蓄たくわえていた」

　珀狼の返しに反応したのは白蓮の方だった。

「見つかりましたか」

「ああ、『激しく燃えあがる薬』とやらをつめこんだ竹たけ筒づつがわんさとな」

　あれに火をつければ騒そう動どうを起こすのは容易たやすいだろう、と軽けい妙みような声こわ音ねとは裏腹に、眼光は鋭するどい。

　──めっきと違って、あの話し方で伝わるか心配だったけど、無事見つかったんだ。

　桑充媛の盗とう難なん騒動に便乗して、柳家に銅を金へと見せかける怪あやしい技術者が出入りしていたことを伝え、錬金術の生みだした副産物を体感させることで、錬れん丹たん術じゆつの生みだした脅きよう威いをほのめかす。

　呂清の求めるままに語っていたようで、その実、白蓮は会話の中に実家の不正を示す事こと柄がらをまぎれこませていた。

　伝わるかどうかは、呂清の察しや勘かんのよさ頼だのみの賭かけだったが、彼こそが皇こう帝ていその人だったという想定外の事態に、予想以上にうまくことは転がったらしい。

「ずいぶん回りくどいやり方をしてくれたな」

　裏付けをとるのに手間取って、のりこむのが遅おそくなった。

　そう、珀狼から呈ていされた苦情に、白蓮は悪びれることなく肩かたを竦すくめた。

「直接申しあげたところで、信じていただけたかどうか」

　警戒している柳家の娘むすめの言うことを、はたしてどこまで信じただろうか。

　柳家云うん々ぬんの前に、卑ひ金きん属ぞくを金に変える方法や激しく燃えあがる薬など、荒こう唐とう無む稽けいな話だと笑い飛ばされた可能性も高い。

「たしかに」

　自覚があるのだろう、珀狼が苦く笑しようして同意する。

　結果として、父親が捕ほ縛ばくされた。最大と言ってもいい皇帝の脅威はとり除かれた。

　それがすべてで、終わりよければすべてよしだ。

「それで、わたくしは、」

「ちょっと待ってください！」

　どうなります、と問おうとしたところで、眦まなじりを吊つりあげた木蘭が割ってはいってくる。

「今のは、どういうことですか？　お姉さまは、お父さまの不正や叛はん意いを知っておられたんですか？」

　つめよってくる木蘭に一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたあと、白蓮は密ひそかに苦笑した。

　彼女らしい正義感で、知っていながらなぜ父を諫いさめなかったのか、と思っているのだろう。

「聞いてのとおりよ」

　知っていた。自称錬金術師がやっていたことも、怪しげな方士が出入りしていたことも。

　知ったのは偶ぐう然ぜんだった。

　頼たのんだ覚えのない大量の汞みずがねや鉱石などが、白蓮が仲ちゆう介かいを頼んでいた老師のもとに運びこまれたのだ。すぐに間ま違ちがいに気づいた商人がひきとっていったが、邸てい内ないでよからぬ企たくらみが進行しているのはあきらかだった。

　だが、自分の身の危あやうさを考えたら動けなかった──動かなかったのはまぎれもない事実だ。

　批判も甘んじて受けいれるつもりだった白蓮は、

「だったら、どうして呪詛なんか！　そう、告発したらよかったじゃないですかッ」

　泣きだしそうな形相で訴うつたえてくる木蘭に虚きよを衝つかれた。

「──確たる証しよう拠こもないのに問い質ただしたところで、シラをきられるだけでしょう」

　父より自分が大切だと言わんばかりの言動に内心たじろぎながら、平静を装よそおう。

　とはいえ、実際そのとおりだ。だからこそ、珀狼は柳家から流れた金を追うなり、買付けを調べるなり裏付けをとった上でのりこんだのだ。

「だからって、よりにもよって呪殺なんて真似まね…っ」

「それは、俺も聞きたいところだ」

　悔くやしげに唇くちびるを噛かんだ木蘭に、思わぬところから援えん軍ぐんがはいる。

「おまえの知識があればもっと確実な方法がとれたはずだ。にもかかわらず、呪じゆ詛そという手段をとった」

「買いかぶりすぎですわ」

　珀狼の指し摘てきに、薄うすく微び笑しようを返す。

　だが、彼は意に介かいすることなく続けた。

「すなわち、おまえは最初から俺を殺すつもりなどなかった、ということだ」

　そもそも呪のろいなど信じてないんだからな、との指摘に、苦虫を噛み潰つぶしたような顔になるのを辛かろうじてこらえる。

　たしかに『呂清』には、うっかり「ばかばかしい」と口走った覚えがある。

「……さきほども言ったとおり、実験を兼かねていたのです。呪詛で本当に人が殺せるものかどうか」

　猫ねこかわいさに余計なことを言った過去を悔くやみつつ、「大体」と口早に言を継ついだ。

「殺すつもりがないのなら、どうして呪殺など企くわだてるのです？」

「そいつは俺が聞いてるんだがな」

　笑えみを深めた白蓮に、珀狼が短く嘆たん息そくする。

「自分で言うつもりがないなら、まあいい。──おまえが呪殺を企てたのは」

「っ、もういいでしょう！　呪殺を謀はかった、それがすべてよ」

　言葉の先をかき消すように、とっさに叫さけびをあげた。

「呪殺の企みが、一族郎ろう党とう連座で罰ばつせられるほどの罪だからだ」

　しかしそれで止められるわけもなく、続けた珀狼を、余計なことを、と睨にらみつける。

「それ、って……」

　こんな時ばかり察しがいい木蘭が、愕がく然ぜんとこちらを見た。

「自分の命とひき替かえに、お父さまたちを捕とらえるために──？」

「あの人たちのために死ぬつもりなどなかったわ」

　ふいっと顔をそらす。

　その科白せりふに嘘うそはなかった。たしかに自分の命も危うい賭けではあったが、勝算がなかったわけではない。

　木蘭だ。

　皇帝のお気にいりの彼女なら、妹とはいえ連座は免まぬがれるだろう。そしてあの人の好よさから、意地の悪い姉であっても命ばかりは助けてほしいと嘆願してくれるだろう、と。

　そんな目もく論ろ見みがあった。よくて流る刑けいには処せられるが、最悪命だけは助かるだろう、と。

　──もっとも、木蘭が会ってたのは皇帝じゃなかったんだけど。

　そこだけは誤算だった。──が、彼女が珀狼に目をかけられているのは間違いない。犯人捜さがしに積極的に動いていたのも功を奏して、木蘭だけは罰せられることにはならないはずだ。

　不仲なのも周知の事実で、木蘭には有利に働くだろう。

　つめの甘さは否いなめないが、ともかく、目的ははたされた。

「なんにしろ、わたくしは呪殺を目論んだ。それは覆くつがえらない事実でしょう」

「お姉さま……」

　罪は罪だ、と姿勢を正した白蓮に、木蘭の顔が嘆なげきに染まる。

　その様子に双そう眸ぼうを細めた珀狼が、低く笑いを零こぼした。

「素す直なおじゃないな」

「え？」

「そこは俺に泣きつくところだろう？」

「──は？」

　揶や揄ゆするように片笑んだ珀狼に、なにを言いだすのかと素の声が漏もれる。

　唖あ然ぜんとする白蓮をよそに、彼はゆったりとした足取りでこちらへと距きよ離りをつめてきた。

　勢いよく迫せまってくるわけではない。

　しかし、こちらを捉とらえたままのまなざしに、追いつめられているような心地ここちがして逃にげだしたい気持ちに駆かられる。

「呪殺の企ては、俺のため、だろう？」

「──っ」

　疑問形でありながら確信しているそれに、白蓮は息を吞のんだ。

「陛下のため、ですか？」

　どういうことかと口を挟はさんだ木蘭へ一いち瞥べつもくれず、珀狼は軽く顎あごをひいた。

「確実に、かつ、迅じん速そくにおまえたちの父親を排はい除じよするのに、呪殺という手段はうってつけだからな」

「それは、お父さまを早く捕らえる必要があった、ということですか？　詳くわしくはわかりませんけど、お姉さまはお父さまの不正を陛下にお伝えしていたんですよね？　だったら、身を挺ていしてまで急ぐことなんて……」

　榛はしばみの瞳ひとみがちらりとこちらをうかがうが、白蓮は唇をひき結んだまま口を開こうとはしなかった。

　珀狼から目を離はなせない。離したが最後、襲おそいかかられそうな錯さつ覚かくを覚える。

　それでいて、逃げだしたくてたまらない。どこまで知られているのかと、鼓こ動どうが高く鳴り、握にぎった掌てのひらに汗あせが滲にじむ。
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「証拠が確実に見つかるとはかぎらない。なにより、こっちが動くかどうかもさだかじゃない。動いたとして、いつになるかもな。だが、悠ゆう長ちように待ってはいられなくなった」

　ひとつひとつ確かめるように言葉を紡つむぎながら、珀狼が四阿あずまやに足をかける。

　いよいよ縮まった距離に、白蓮は無意識にうしろへと足を退ひいていた。

「これ以上は俺の命が危うい──おまえはそう判断した」

　違ちがうか？

　ひたとつきつけられたそれに、喉のどが上下する。

「膠こう着ちやくした状じよう況きように朝ちよう廷ていの連中は相当焦じれていたからな」

「……そこまでおわかりなら、改めて聞くまでもないでしょう」

　白蓮は諦あきらめたように嘆息した。ここまで把は握あくされているのなら隠かくす意味はない、と言外に肯こう定ていする。

　どうなっているのかと朱禅が薔薇殿へのりこんできた時、嫌いやな予感がした。追いつめられた彼が暴走しかねない、と。

　放ほうっておいては、なにをしでかすかわからない。それを防ぐには自分が動くしかなかった。

　だからこそ、信じてもいない呪殺を企てたのだ。

　珀狼を──あの上元節の晩、ひと目見て心こころ惹ひかれた相手を、守るために。

　──だけど、そこまではさすがに気づかれては……、？

　この想おもいは『柳白蓮』とともに消えた方がいいのだ、と密ひそかに安あん堵どしかけたところで、視界の端はしでなにかが光る。意識をそっと珀狼のうしろへとずらした白蓮は、次の瞬しゆん間かん、ぎょっと目を瞠みはった。

　いつのまにそこにいたのか、短たん剣けんを握り締しめ、肩かたで大きく息をした男が、血走った目で憎にく々にくしげにこちらを睨みつけていたのだ。

「朱禅……！」

　気づくが早いか、白蓮は床ゆかを蹴けっていた。

「最初から、こうしていればよかったんだぁッ！」

　同時に、吠ほえた朱禅が珀狼の背にむけて勢いよく突つっこんでくる。

「危ない!!」

　白蓮は珀狼の脇わきをすり抜ぬけ、かばうように朱禅の前へと飛びだした。

　宦かん官がんごときの攻こう撃げきに、もとは武人であった珀狼がやられるはずがない。頭ではわかっていても、心と身体からだが先に動いていた。

「お姉さまッ」

　木蘭の悲鳴じみた叫びに、鋭するどい舌打ちが被かぶる。

　身構える間もなく間近に迫った切っ先に、反射的に固く目を瞑つむる。

　直後、力強い腕うでが腰こしに回った。かと思うと、抱かかえこまれるように身体をうしろへひかれる。

「ぐ…っ」

　圧あつ迫ぱくされ、呻うめきが漏れる。

　なに!?　と目をこじ開けた時、

「ぅ、がッ」

　呻うなりとともに、カランッ、と乾かわいた音が響ひびいた。

　息苦しさに滲む視界に、四阿の床へ転がった短剣が映る。すぐ傍そばには、手首を押さえて蹲うずくまる朱禅の姿があった。

「──迦かが、飛びだすヤツがあるか」

　はぁっ、と吐はきだされた息が耳元におちる。

「……」

　白蓮が振ふり仰あおぐようにゆっくりと首を巡めぐらせれば、すぐそこにあの『眼め』で油断なく朱禅を見み据すえる珀狼の顔があった。

　状況も忘れ、その横顔に目を奪うばわれる。

　ああ、たしかに、この人はあの『ハクロウ殿でん下か』だと実感する。

　視線を感じたのか、つと瞳だけがこちらをむく寸前で、白蓮は慌あわてて目をそらした。

　──ぇえっと……。

　色々な衝しよう撃げきで半ば止まった思考で、なにが起こったのか整理する。

　珀狼をかばって朱禅の前に飛びだした白蓮を、彼が身体ごと短剣の軌き道どうからそらし、そのまま朱禅の手から短剣を叩たたきおとした、というところだろうか。

　改めて顧かえりみた状況に、さっと血の気がひく。

「あ……」

　無我夢中だったとはいえ、短剣の前に飛びだすなど今ごろ死んでいてもおかしくない。

　遅おくれてこみあげてきた恐おそろしさに震ふるえが走った時、ばたばたとこちらへむかってくるいくつもの足音が耳に届いた。

「陛下！」

　どうやら兵たちが駆けつけてきたらしい。

「遅おそい。なにをしていた」

　冷ややかな声が耳じ朶だを打つ。さきほどまでとはまるで違う響きに、今さらのようにこの人は皇こう帝ていなのだと思い──はっとする。

　──わたし…っ

　珀狼に背後から抱だき締められていることに、遅まきながら気づく。

「お姉さま、大だい丈じよう夫ぶですか」

「だ、大丈夫よ」

　心配そうに声をかけてきた木蘭に、冷たくなった身体が熱くなっていくのを感じながら白蓮は身を捩よじった。震える足を叱しつ咤たして、力をこめる。

「あ、あの、陛下、わたしは大丈夫ですので」

「うるさい」

　放してもらえないか、と言いかけたところをぴしゃりと遮さえぎられる。

「こんなに震えていて、なにが大丈夫だ」

「で、ですが」

「いいからおまえはしばらくおとなしくしてろ」

「──っ」

　一層力がこもった腰へ回された腕と有う無むを言わせぬ声こわ音ねに、身動きができなくなる。

　そんな白蓮をよそに、珀狼は「連れていけ」と集まってきた兵たちに捕ほ縛ばくの指示をだす。

　──早く、離れなきゃ。

　心が急せく。

　珀狼の指示に従いながら、兵たちはちらちらとこちらをうかがっている。今まで妃ひ嬪ひんの一人もよせつけなかった皇帝が女性を抱き留めているのだ、それは気になるだろう。

　なにより、木蘭が見ている。今まで皇帝だと思っていた相手が偽いつわりだった上に、この状況をどう感じているのかと思うと顔をむけられない。

　だからといって、無理矢理振り払はらうほどの力がでないのも事実だった。

　しかして、湧わきあがってくる震えがおさまるまで、この状況に甘んじることしか今の白蓮にはできなかった。
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　木もく蘭らんと皇帝のことは誤算だったが、あの状況ならおそらく温情をかけてもらえる。命ばかりは助かるだろう。

　だが、呪のろいを信じていないとはいえ、皇帝に対して呪殺を企くわだてたのは間ま違ちがいない。少なくとも後宮からの追放は免まぬがれないはずだ。

　木蘭の行く末を見届けられないのは心残りだが、そうなればようやく完全に実家の軛くびきから逃のがれることができる。──『柳りゆう白びやく蓮れん』の仮面は必要なくなる。

　柳家は当主が捕縛されたことで、邸やしきに大々的な調べがはいり、跡あと継つぎである兄や一族の主要な者たちも捕とらえられたと聞く。風の噂うわさによると、母も生家へ逃にげ帰ったという。

　白蓮が入宮すると決まった時点で老師は辞去していたから、捕縛の手が彼にまで伸のびることはないだろう。その点は安心だ。

　後宮を追いだされ、戻もどるべき家もない。

　普ふ通つうなら途と方ほうにくれるのだろうが、柵しがらみがないのならどこへいくのも自由だ。

　憧あこがれの西域にいくのも、呂りよ清しよう──実際会っていたのは違ちがったわけだが──の故郷へ渡わたってみるのもいい。どちらにしろ、新しい世界が見えるはずだ。




「──はず、だったんだけど」

　夏の色を濃こくした薔そう薇び殿でんの庭を眺ながめながら、白蓮はぽつりと零こぼした。

　そう、あの騒そう動どうから十日以上たった今も白蓮はまだ薔薇殿──後宮にあった。

「すぐにでも沙さ汰たがくだると思ってたんだけどな」

　あのあと、白蓮と木蘭はひとまず薔薇殿へと送り届けられた。

　朝ちよう廷てい最大派は閥ばつの長である柳家の当主の捕縛と、朱しゆ禅ぜんによる襲しゆう撃げきの処理で、自分たちどころではなくなったのだろう。

　特に後者は後宮で起こっただけに、あっという間に広まった。

　どうやら、父が捕つかまったことで、柳家を後ろ盾だてとしていた朱禅にまで調べが及および、捕らえる寸前で逃げだされたらしい。彼は薔薇殿へのりこんできたというから、逆さか恨うらみか、はたまた盾にとろうとしたのか、標的は白蓮だったのだろう。

　白蓮を追って四阿あずまやへきたところで、幸か不幸か皇帝がいた。そうして逆上のままに襲おそいかかった、というわけだ。

　おかげで後宮内は今その話題で持ちきり──らしい。

　さすがに沙汰を待つ身としては出歩くわけにもいかない。柳家のこともあり、薔薇殿の者たちは息を潜ひそめるようにすごしており、これらは顔をだした皇帝側の宦かん官がんから聞いた話だ。

「罰ばつせられるどころか、呪じゆ詛その件自体どういう話になってるのかわからないし」

　白蓮が犯人だと周知されている様子がないのだ。さすがに主あるじが犯人だったとなれば侍じ女じよたちの態度にも表れるはずだが、そういう意味でこちらを怖おそれたり、敬遠したりということがない。木蘭が時折物言いたげにこちらを見ている程度だ。

　となると、薔薇殿の者たちには知らされていないとみるべきだろう。同じ後宮にいてまったく情報がはいってこないというのも不自然な話で、白蓮の企て自体、一部を除いてまだ秘ひ匿とくされているということになる。

「木蘭が呪物を見せて歩いていた以上、今さらなかったことにはできないはず」

　どこかでおとしまえをつけなくてはならない。

「──まあ、実質閉じこめてるようなものだし、ほかに優先することがあるってことかな」

　おそらく、今回の捕縛をきっかけに朝廷には大おお鉈なたが振ふるわれることになる。ここ後宮でも、これまで不正に荷か担たんしてきた宦官が次々に捕らえられていると聞く。

　眠ねむれる龍りゆうが目を覚ましたこの国は、これから変わっていくことになるだろう。

「……それを見られないのは、ちょっと残念だけど」

　柳家の長ちよう姫きなどという不ふ穏おんの種は、ない方がいいのだ。

「さて、と。いつ追いだされてもいいように、しておかないとね」

　立つ鳥跡あとを濁にごさず、と白蓮は庭へ降りた。

「薄はつ荷かがあんなに繁はん殖しよく力が強いものだとは思わなかったわ……」

　気軽に植えたが、どんどんその勢力を拡大させており、放ほうっておいたらせっかくの庭が薄荷で埋うめつくされてしまう。

　自じ業ごう自得ながらうんざりと息をついた時、うしろからバタバタと近づいてくる足音に気づく。覚えのある状じよう況きようだと思いながら振ふり返ったのと、

「柳貴き妃ひ！」

　叫さけびをあげて人ひと影かげが飛びだしてきたのがほぼ同時だった。

「蓬ほう淑しゆく妃ひ」

　あいかわらずだ、と呆あきれをとおり越こし、もはや感心さえ覚えていると、きっと睨にらみつけられる。ついに呪詛の件が知らされたか、とどこか他人ひと事ごとのように思っていると、

「私はあなたのことなんて認めませんからッ」

「──え？」

　なんの宣言なのか、勢いよく言い放たれ、白蓮は目をしばたかせた。

　てっきり糾きゆう弾だんされるか、罵ののしられるかだと思っていたため、まったく状況が読めない。

　そんな白蓮にいらだったように梨り雪せつは目つきを一層険しくさせた。

「あなたみたいなのを、女め狐ぎつねっていうんですわ！」

　叫ぶだけ叫ぶとぱっと身を翻ひるがえし、憤ふん然ぜんと去っていく。

「……女狐」

　一体なんだと唖あ然ぜんとする白蓮の耳に、いれ替かわるように近づいてくる、今度は複数の気配が届く。

「貴妃さま！」とこちらを認めるやいなや、侍女たちがわっととり囲んでくる。

「あぁ、なんとお労いたわしい」

「お聞きしました。陛下の御おん身みを守るために、身を挺ていしてご実家を告発されたのだと」

「ご安心ください、私たちはお側そばにおりますから」

　いっせいに捲まくしたてられ、梨雪のこともあいまって目を白黒させるしかない白蓮に、わかっている、と頷うなずきかけてくる。

「いくら陛下のためとはいえ、さぞかしお辛つらかったことでしょう。貴妃さまを批難するような不ふ逞ていの輩やからは、私たちが追い払ってみせます！」

　ついていけないこちらを置いて決然と断言すると、侍女たちは目を見み交かわし、「失礼いたします」と廊ろうを戻っていく。

「……なんなの」

　その姿を茫ぼう然ぜんと見送って、次から次へと現われては意味不明なことを告げて去っていく者たちに、白蓮は額を押さえた。

「だれか、説明してほしいんだけど」

　一方的な物言いから推察するに、呪詛の件でなにか動きがあった……のだろう。

　とりあえず、だれか掴つかまえて話を聞こう、と薄荷の駆く除じよは諦あきらめて軒のき下したへ戻ろうとしたところで、くくっ、と低い笑いがおち、白蓮はぴたりと足を止めた。

　まさか、と振り返れば、庭の木こ陰かげからのぞく人影がある。

「女狐、とはな」

「陛っ──」

　いつからそこにいたのか、梨雪の叫びに肩かたを震ふるわせる影に、あげかけた声を吞のみこむ。さっと周囲に視線を走らせ、だれもいないことをたしかめると、白蓮は木陰の方へと足を急がせた。

　そこにあった珀はく狼ろうの姿に、目つきを鋭するどくさせる。

「見ていたのなら説明してください。一体全体これはどういうことです？」

　わけのわからないいらだちに声を荒あらげそうになるのを精せい一いつ杯ぱい抑おさえ、おそらくは一連の出来事の元げん凶きように問う。

「一体も全体もことの顛てん末まつを周知しただけだ」

「ことの顛末、ですか」

　笑いをおさめてなお、楽しげな色の残る双そう眸ぼうに嫌いやな予感を覚える。

「ああ──『父親の不穏な動きを察知した柳貴妃が、呪詛を仕し掛かけたふりをして、自ら罪を被かぶることで父親を連座によって捕とらえさせ、身を挺して皇こう帝ていを守った』とな」

「な…っ」

「おまえは今や、呪殺を企くわだてた犯人、ではなく、今回の事件における功労者、というわけだ」

　なにも間ま違ちがってないだろう、と珀狼が片かた笑えむ。

　いつのまにかそんなものへと仕立てあげられていたことに、開いた口が塞ふさがらない。

「──そ、んなことで、皆みなが納なつ得とくするわけが……」

「呪詛はそうと見せかけられただけのもの。呪詛自体が存在しない以上、犯人もいるはずがない。違うか？」

「……無茶苦茶だわ」

　実際、あれは呪じゆ物ぶつ擬もどきだったが、仕掛けた事実に変わりはない。疑いがある、というだけで罰せられることがあるこの国においては十分罪になるはずだ。

「俺はな」

　想定外の事態に密ひそかに狼ろう狽ばいしていた白蓮は、ふいにこちらを射い貫ぬいた真しん剣けんなまなざしに息を吞んだ。

「能力もない者が家の名だけで大きな顔をするような今の朝廷の体制を作り変える。今回の件は、またとない機会だ」

　彼の言うとおり、宮きゆう廷ていの膿うみをだしきり、改革へと舵かじをきるには、今が絶好の機会だろう。

　同時に、と続けた珀狼の双眸が細められた。

「占うらないだの祈き祷とうだの、宮廷にはびこる因習を排はい除じよする。むろん、方士もだ」

「！　それは……」

　それこそ無茶だ、と白蓮は目を瞠みはった。

　呪のろいについてもそうだが、人々の意識に、生活に根付いた風習をなくすのは容易なことではない。混乱と反発は必至だ。

　わかっている、とばかりに珀狼が顎あごをひいた。

「一ひと筋すじ縄なわではいかないのは百も承知だ。儀ぎとは切っても切れないものもある以上、撤てつ廃ぱいとはいかないだろう。だが、はじめなければはじまらない。──だからこそ、おまえが必要なんだ、白蓮」

「わ、たし……？」

　ふいに名を呼ばれ、どきりとする。

　こちらの視線をからめとるようなまなざしに、頬ほおへと伸のびた手に、身動きがとれなくなる。

　鼓こ動どうだけが、高まっていく。

「おまえは妹と添そわせようとしてたみたいだが、俺に必要なのは見目のいい人形でも、美しくさえずる小鳥でもない。新しい風を吹ふかすことのできる、おまえだ」

「……っ」

　瞬まばたきもできないまま、白蓮は唇くちびるを戦慄わななかせた。

「──して、だったら、あの薔薇ばらは」

　意味深な詩まで添えた、木蘭に贈おくったあの薔薇はなんだったというのか。

「薔薇？」

　呟つぶやきを拾った珀狼は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をしたが、すぐ合点がいったらしい。

「ああ、おまえの妹にと贈った薔薇か。あれは様子見を兼かねた、褒ほう美びだ。優すぐれた芸に対するな」

「様子見？」

「『柳白蓮』がどうでるのか、反応をうかがうため、だな。だが、おまえは一いつ切さい興味を示さなかった。それで逆に興味が湧わいた。会ってみればみただけ──この淀よどんだ世界宮廷で、おまえの周囲にだけ風が吹いてるようだった」

　その風をこの国に吹かせたい。

　そう、まなざしから注がれた熱情に、ぞくり、と背中を駆かけ抜ぬけたものがあった。

　嬉うれしくない、はずがない。

　初はつ恋こいの相手から──そして、二度目に心乱した相手から、こんな風に求められて、胸が震えないわけがない。だが……

「……だったら、木蘭あの子はどうなるの。あの子だって…っ」

　四阿あずまやで会っていたのが皇帝ではなかったとしても、彼女が珀狼に惹ひかれていた事実は変わらない。無体を強しいてきた姉が、被ひ害がい者しやをさしおいてその想おもい人と結ばれるなど、木蘭が報むくわれないではないか。

　そんな恋物語は、いらない。

　無理矢理顔を背そむけた白蓮に、珀狼が短く嘆たん息そくした。

「そもそもだ、おまえはあの娘むすめが俺を好いていると聞いたことがあるのか？」

「そんなことっ、わたしにむかって言えるはずがないじゃない。だけど、即そく位いされた陛下の名を知って、あの時の御お方かただと……」

「たしかに、礼を言われたらしいな、三年前に助けてもらった、と。だが、それだけだ」

「それだけ？」

　どういうことだ、と戸と惑まどいがちに視線を戻もどせば、おもしろがるような笑みが返った。

「あの娘が語ったのは、おまえのことばかりだったそうだ。どんな姉で、自分がいかに助けられてきたのか、とな」

「まさか！」

「なぜ、あの娘があそこで舞まいの習練をしてたと思う？」

　反射的に声をあげた白蓮は、返された問いに眉まゆをよせた。

「宴うたげの際、陛下にお褒ほめいただいたからでしょう」

「それくらいしかおまえの役にたてることがないから、だそうだ」

「──わたしの、ため？」

　予想外の答えに、今度こそ唖あ然ぜんと立ちつくす。

「あの娘は、俺を好いてなどいない。気にかけてるのはおまえのことだけだ。仮に想っているとしたら、それは俺じゃない。呂清だ」

　そうだろう？

　ふいに視線をはずした珀狼が、声を投げる。

　え？　と訝いぶかる間もなく、かさり、と聞こえた地面を踏ふむ音に、白蓮はばっと身体からだごと振ふり返った。

「！　木、蘭」

　そこにあった妹の姿に、とっさに珀狼を背中に隠かくすように動きかけ、木蘭の固い面おも持もちに今さらだと悟さとる。

「いつから……」

「『だったら、あの子はどうなるの』あたりからだな」

　零こぼれた言葉に背後から答えが返り、白蓮は肩かた越ごしに睨にらみつけていた。

　彼は気づいていて今の会話を聞かせたのだ。

　どう誤ご魔ま化かしたら、と内心ひどく狼狽うろたえていると、

「お姉さま」

　静かな呼びかけが耳に届く。

　揺ゆらぎそうになる肩かたをなんとかこらえ、木蘭へとむき直る。今さらのように平静さをとりつくろいつつも、緊きん張ちように手足が冷たくなっていくのがわかった。

「──なにかしら」

「私のことをそんな風に気にかけてくれていたなんて、知りませんでした」

「別に、気にかけてなど」

　今まで散々な態度だったのだ。今さらそんなことを知っても迷めい惑わくなだけだろう、と顔をそらす。

「たしかに、三年前に助けてくださった方だと知って、陛下のことが気になってはいました。けれど、それは、その、純然たる興味というか……勝手に親近感を覚えていただけで」

「親近感？」

「今まで雲の上の存在だった皇帝という御方が、お会いしたことがある方だとわかって、なんだか嬉しくなったというか……ともかく！」

　怪け訝げんな顔つきになった白蓮に、早口でもごもごと言っていたかと思うと、木蘭は急に声を張りあげた。

「好きとかそういう気持ちはありません。なにより、陛下の隣となりにあるべきなのは『花の君子』の異名にふさわしいお姉さまをおいてほかにおられません！」

『花の君子』とは蓮はすの花の異名で、泥どろの中にあっても染まることなく美しい花を咲さかせる様を、君子と称しようしている。

　木蘭は白蓮を、その異名に足る人物だと言ってくれているのだ。

「木蘭……」

「だから、私に遠えん慮りよなど必要ないんです」

　私だって、これからは遠慮なんてしませんからっ──と捨て科白ぜりふのように言い置くと、木蘭は薄うす紅べに色いろに染まった顔を隠すように踵きびすを返した。

　パタパタと走り去っていく後ろ姿を、半ば呆あつ気けにとられて見送る。

「そ、んな……」

　だったら、今まで自分がしてきたことはなんだったのか。完全に空回り──いや、ただの押しつけだ。

　白蓮が思わずうなだれたところで、肩にかかった手にくるりと身体のむきを変えられた。

　目を白黒させている間に、頬を包んだ手に上をむかされる。

「それで？」

　吐と息いきがかかる距きよ離りでのぞきこまれ、呼吸が止まる。

　一気に現実が戻ってくる。

　たしかに木蘭のことは自分の早とちり、勘かん違ちがいだったのかもしれない。だからといって、頷うなずけるかと言われたら──白蓮はゆるゆると頭かぶりを振った。

　片眉をあげた珀狼から目をそらしたくなるのをぐっとこらえ、まっすぐに見つめ返す。

「それでも、わたしは……『柳白蓮』はここにいるべきではないわ。陛下がこの国を作り変えようとするのなら、なおさら旧朝ちよう廷ていの遺い恨こんを残しておくわけにはいかない」

「……」

　胸の痛みを抑おさえつけ、なんとか告げた白蓮を、珀狼が無言で見つめる。

　沈ちん黙もくに痺しびれを切らし、近すぎる彼の身体を押し返そうとした時、ぐいっと強い力でひきよせられた。

「ちょっ」

「なら──ただの白蓮として、俺の隣にあればいい」

「……ただの、白蓮として？」

「ああ、俺が求めてるのは柳家の娘じゃない。ここにいるおまえだ」

「っ……だけど」

　柳家の娘でなくていいのだと、はじめて告げられたそれに心が震ふるえる。しかし、これからもつきまとうだろう柳家の名は、珀狼の枷かせになるはずだ。

　湧わきあがる葛かつ藤とうに躊躇ためらいを見せる白蓮に、珀狼がいたずらめいた笑えみを閃ひらめかせた。

「それともなんだ、おまえは俺を自分を救った功労者を処しよ罰ばつするようなヤツにするつもりか？」

　世間の噂うわさ通り、と自じ虐ぎやく的てきに告げた彼にきょとんとする。

　気難しい──そういえばそんな評判だった、と思いだし、つい笑いが零れた白蓮は、それを隠すように彼の胸へ額をあてた。

「──ただの白蓮で、いいの？」

「ああ、ついでに堅かた苦くるしい話し方も止やめればいい」

　それが素すだろう、と指し摘てきされ、そこまでばれているのか、と舌を巻く。

　同時に、すっと肩から力が抜ぬけた。背負わされていた重い荷物をおろしたような解放感に、自然と笑みがこみあげてくる。

「──わかったわ」

　一言応こたえ、白蓮は顔をあげると、とんっ、と珀狼の胸を押した。

　ふいを衝つかれ、離はなれた手から逃のがれるようにくるりと背を返す。

「だったら、わたしに新しい世界を見せて」

　でなかったら、と肩越しに振り返る。

「こんな窮きゆう屈くつなところ、いつだって飛びだしてやるわ！」

[image: ]

　高らかに宣言した白蓮に、呆気にとられた珀狼が次の時、はっ、と破顔した。

「ああ、約束しよう」

　誓ちかいの代わりに、偽いつわりのない笑みを交かわしあう。

　彼らの行く先を示すように、二人の頭上に広がる空はどこまでも青く澄すみ渡わたっていた。








あとがき









　はじめましての方も、おひさしぶりですの方も、こんにちは。三年ぶりのビーンズ文庫ということで忘れられていそうで心配な、岐き川がわ新あらたです。

（この先、若干のネタバレがありますので、本編未読の方はご注意ください）




　今回は中ちゆう華か後宮物……なのですが、そこに錬れん金きん術じゆつの要素を加えるという、なんとも無む謀ぼうな挑ちよう戦せんをしたせいで色々と苦労しました。皆みなさんが『錬金術』という言葉から思い浮うかべるであろうファンタジーな要素よりも、リアルに寄った形にした分、なおさら。

　本編の中で扱あつかった実験は、基本的にやろうと思えばできるものです。が、人体に悪影えい響きようを及およぼしたり、酒税法など法律にひっかかったりするものがありますので──そんな方はいないと思いますが──やろうとしないでくださいね。

　あ、お茶については大だい丈じよう夫ぶです。生の葉でやった方がやりやすいと思いますが、出回る時季が限られているので、青がピンクに変化するお茶など、市し販はんされているもので試される方が手軽で楽しいかもしれません。原理は同じですので。

　そういった錬金術の要素のほかにも、ない知ち恵えを絞しぼって仕し掛かけを施ほどこしているので、そのあたりも楽しんでいただけたら、と思います。




　今回のイラストは、尾お羊ひつじ英えい様に担当していただきました。素す敵てきなイラストをありがとうございます！

　クールビューティーなヒロインと、ヒーローの一ひと筋すじ縄なわではいかない雰ふん囲い気きが、イメージにぴったりです。表紙も艶あでやかで本になるのが楽しみです。

　また、担当様には今回も色々と苦労をおかけしました。あれやこれやありましたが、無事形になってほっとしました。ありがとうございました。

　最後に、この作品を読んでくださった方々に目め一いつ杯ぱいの感謝を。ひさしぶりの中華作品となりましたが、いかがでしたでしょうか。こんな時ですが、すこしでも憂うき世よを忘れて楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　それでは、願わくは、また皆さまとこうしてお会いできる機会がありますように──。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『龍の目覚め』







※本文読了後にお楽しみください。










　宮殿の前庭を埋めつくすがごとく、ずらりと居並んだ官吏たちの姿を、珀はく狼ろうは玉座から無感動に見下ろした。

「──俺がこの光景を見ることになるとはな」

　人生わからないものだ、と一人零す。

　皇帝の座につくつもりなど、毛頭なかった。

　太子であった長兄を病で亡くした時も、悼む気持ちはあれど、跡は別の兄弟が継ぐだろうと思っていた。数だけはいるのだ。父である皇帝が選ぶなり、臣下からふさわしい者を推挙する声があがるなりするだろう、と。

　自分はその者の治世の支えとなればいい──そう考えていたのだが。

　多すぎたのが仇となり、兄弟、派閥に分かれて争いはじめたのだから、因果なものだ。

　ある者は同母兄に毒を盛り、ある者は地方で乱を起す。その騒動の隙を突いて、あちらでも兵があがる。

　まさに骨肉の争いが繰り広げられ、軍に属する者として治安の維持に駆け回っていたら、いつのまにか玉座へと押しあげられていた。

「だからといって、お飾りになるつもりはない」

　この座についたからには、国を、民を背負う覚悟はできている。

　軍、という民に近いところで見てきたのだから、よくわかる。

　この国は、熟れた──いや、熟れすぎた果実だ。このまま放っておけば、あとはもう腐っておちるだけだ。

　それを防ぐには、抜本的な改革が必要になる。

　そして、痛みを伴わない改革は、ない。

「──嵐になるな」

　めでたい即位の場で、不穏な予言を呟いて、珀狼はこの国の行く末を見据えていた。




　　　　＊




「私にあなたのふりをしろ？」

　呼びだされるなり、唐突に「おまえ、俺になれ」と告げられた呂りよ清しようが、困惑も露わにこちらを見る。

　珀狼はそれを楽しげに眺め、是、と応じた。

「一体、なんのためにそのようなことを」

「後宮を探るため、だな」

　端的に答えた珀狼に、呂清はぎょっと目を瞠った。

「まさか、私に後宮へいけ、と？」

「そのまさかだ」

「な…っ」

　あっさりと頷けば、呂清はなにかを言いかけ──代わりのように大きく息をつくと、額を押さえた。

「……正気ですか、後宮に皇帝でもない男を踏みいれさせるなど」

　この国の人間ではない自分でさえありえないことだとわかる、と苦む色でぼやく部下に、珀狼はからりと笑った。

「別に、おまえに妃嬪を訪おとなえとは言わんさ」

「あたりまえです！」

「ちょっと気になる連中がいてな」

「気になる……もしかして、柳りゆう家の令嬢たちですか」

　すこし考える素振りをしたあと、呂清の口からでたソレに、さすがだ、と片笑む。

　旧朝廷の最大勢力とも言える、柳家。

　一族の娘を後宮に送りこんでくるだろうことは想像に難くなく、案の定入宮してきた柳家の長姫は貴妃におさまった。

　宴の席で遠目にしただけだが、なるほど、美しい娘だった。

　自分の見せ方がわかっているのだろう、華美な装いではないが人目を惹きつける。冷ややかな美貌は、なにを考えているのかを読ませない。

　他の妃嬪たちが己の不興を買うのを怖れ、それでいて互いに牽制しあい、膠着状態に陥っている中、動いたのも彼女だった。

「まさか、異母妹に舞わせるとは思わなかったがな」

　余興が上手くいけば、皇帝の関心をひくのは妹の木もく蘭らんの方だ。失敗したらしたで、貴妃である白びやく蓮れんまでもが笑いものになるのは免れない。

　彼女にとってはほとんど得るものがない、危うい賭けだ。

　よほど木蘭の腕前に自信があったのだろうが、だからこそ、その意図が気になった。

「──なるほど、気をひく、という意味では成功してるのか」

　そこまで計算していたのだとしたら、感心するべきかもしれない。

　だが、異母妹の功績を当然のように自分のものとして薔薇園を望んできた貴妃は、見た目や評判どおりの気位の高さや高慢さがのぞいていた。

　なんというか、印象が噛みあわないのだ。

　それをはっきりと感じたのは、例の薔薇を贈った時だ。

　薔薇園を望んだ貴妃の侍女に、褒美として薔薇を贈る。

　薔薇一輪にたいした価値はないが、『皇帝から』という付加価値がつけば話は別だ。

　現に、自分が薔薇を贈ったという事実はあっという間に後宮内に広がり、おおいにざわついたらしい。

　だというのに、あてつけられた形になった貴妃は憤慨するでもなく、そう、と頷くと異母妹に受けとらせたという。挙句、添えられた文の返事まで書かせたのだから、興味も湧こうというものだ。

「単にその詩歌を知らなかったのではありませんか？」

「かもな。だとしても、自分の頭越しに皇帝から侍女へ褒美を下賜されたことに変わりはない」

「……それで、直に会ってたしかめようと？　私のふりをして」

　諦めたように嘆息した呂清に、ああ、と珀狼は悪びれた風もなく首肯した。

「『俺』がいけば誤解を招くからな」

「『皇帝』ではない男が現われたら、騒がれてたしかめるどころではないのでは？」

「ま、その時はその時だ」

　潜りこませている手の者によると、貴妃は夜には必ず人払いをするという。密かに接触するには都合がいい。

「妹の方も夜には薔薇殿を抜けだして、人目につかない四阿で舞の練習をしているらしい。そこで接触してみてくれ。──おまえなら『俺』を演じることくらい、どうということはないだろう」

「……かしこまりました」

　これ以上なにを言ってもむだだと悟ったのだろう。さきほどより深い溜息をついて、呂清が了解する。

「頼んだぞ」

　さて、彼の貴妃は夜な夜な人払いをして、なにを企んでいるのやら。

　科白の不穏さとは裏腹に楽しげに呟いて、珀狼は掖えき庭てい宮きゆうの方角へと目を細めた。







　結果として、この目論見は当たりだった。

　貴妃──白蓮は、突然現われた『呂清』に警戒は隠さなかったものの、叫んで人を呼ぶでもなく、こちらを見極めようとしていた。そして、一を聞いて十を知る、ではないが、すこし匂わせれば色々と察したようだった。

　頭が切れ、周囲の状況をよく見ている。

　柳一族の長姫としてかしずかれ、蝶よ花よと育てられた令嬢かと思いきや、どこか冷めている。そして、当たりほど異母妹を嫌っているわけではないらしかった。

　なにより、彼女の口から語られる言葉は、見せられる事柄は、新しい目を開かせてくれた。そんな時──自覚があるかはわからないが──彼女が見せるいきいきとした瞳は、平素の冷めた色とはまったく違っていて、目が離せなくなる。

　その瞳には、どんな世界が映っているのか、と。

　その瞳に、珀狼自分を映させたい、と──。

　こうなれば『呂清』は潮時だろう。

　さて、『皇帝』とは距離を置きたがっているらしい白蓮に、どう正体を明かすべきか。敵視されているわけでも、興味を持たれていないわけでもないのは、これまでのやりとりから察しがついている。




「──後宮に呪じゆ物ぶつが仕掛けられていた？」

　呪詛の一報が飛びこんできたのは、そんな折のことだった。

「後宮へ潜りこませていた者によると、御名を記した木人が例の四阿あずまやへの小路に埋められていた、と……」

　硬い顔つきで報告してきた呂清に、珀狼は眉をあげた。

　発動しようもない呪詛など恐ろしくもなんともないが、自分にむけてそれを仕掛けた者がいる、というのはまぎれもない事実だ。

「どうやら木蘭殿──貴妃の妹御が発見し、犯人捜しにのりだしたとか」

「そうか。なら、秘密裏に協力するよう言っておけ。こちらの手が必要ならば貸す、とな」

「御意」

「にしても、呪詛とはまた古典的な手を使ってきたな」

「笑い事ですか」

　思わず笑いを零した珀狼に、呂清がまなざしを厳しくした。

「彼らも動きだしたということでしょう」

「ああ」

　呑気にしている場合か、と咎める呂清にあいづちを返しながら、珀狼はゆるりと顎をなでた。

　実のところ、呪詛を仕掛けた人物に目星はついている。

『皇帝』が四阿を訪れていたと知る者はごく限られている。後宮にまで腐敗が及んでいるのはたしかだが、だからこそ信のおける者にしか手引きは任せていない。

　そうなれば自然と『だれか』は絞られてくる。

　問題は、なぜ今、呪詛という形をとってきたのか、だ。まるで、命を狙っている者がいる、と告げるかのように──

「──あぁ、そういうことか」

　これは、警告なのだ。彼女からの。

「どうやら、のんびりしすぎたようだな」

「陛下？」

「柳家の例の件、どうなっている」

　自嘲気味に唇を歪ませた珀狼へ、怪訝そうに声をかけてきた呂清に問いを投げる。突然のそれに彼は面食らったように双眸を瞬かせた。

「例の、というと、柳家からの金きんの流れと──」

「調べを急がせろ」

　皆まで言う前に、強い口調で指示をだす。

　この呪詛の目的が自分の考えるとおりならば、木蘭は『必ず』犯人の証拠を見つけるはずだ。

　それまでになんとしても柳家を押える必要がある。

「おまえの思うとおりにはさせない」

　停滞し、あとは腐りおちるしかないこの国に、新しい風を吹かすことができるのは──新たな国をともに築いていけるのは彼女しかいない。

　なにより──

「惚れた女に逃げられるわけにはいかないからな」

　座して待つ時は終わりだ。

　この国に新たな風を呼びこむべく、珀狼はおもむろに立ちあがった。
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